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このユーザーズマニュアルは、必要なときすぐに参照できるよう、お手元に置いておくよ 
うにしてください。 


安全にかかわる表示 

プリンターを安全にお使いいただくために、この ユーザーズマニュアルの 指示に従って操作してください。 
この ユーザーズマニュアルには 製品のどこが危険が、指示を守らないとどのような危険に遭うが、どうすれ 
ば危険を避けられるがなどについて説明されています。 

また、製品内で危険が想定される箇所またはその付近には警告ラベルが貼り付けられています。 

ユーザーズ マニュアル ならびに警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として「警告」と「注意」という用 
語を使用しています。それぞれの用語は次のような意味を持つものとして定義されています。 




1 

指示を守らないと、人が死亡する、または重傷を負うおそれがあることを示します。 


A 注意 


指示を守らないと、火傷やけがのおそれ、および物的損害の発生のおそれがあること 
を爪し ます。 


危険に対する注意•表示の具体的な内容は「注意の喚起」、「行為の禁止」、「行為の強制」の3種類の記号を 
使って表しています。それぞれの記号は次のような意味を持つものとして定義されています。 


注意の喚起 注意の喚起は、「△」の記号を使って表示されています。この記号は指示を守らないと、危険が 

発生するおそれがあることを示します。記号の中の絵表示は危険の内容を図案化したものです。 



毒性の物質による被害のおそれがある 

A 

火傷を負うおそれがあることを示しま 
す。 

ことを示します。 

/帶\ 

レーザー光による失明のおそれがある 


指などがはさまれるおそれがあること 

ことを示します。 

を爪します0 

A 

発煙または発火のおそれがあることを 

A 

特定しない一般的な注意 • 警告を示しま 

7]T しま^"。 

す。 

A 

感電のおそれがあることを示します。 



行芦の禁止 行為の禁止は 「 g 」 の記号を使って表示されています。この記号は行為の禁止を表します。記 

号の中の絵表示はしてはならない行為の内容を図案化したものです。 



プリンターを分解 • 修理•改造しないで 


指定された場所には触らないでくださ 

ください。感電や火災のおそれがありま 

し、。感電や火傷などの傷害が起こるおそ 


す0 


れがあります。 





































行為の強制 行為の強制は「 • 」の記号を使って表示されています。この記号は行為の強制を表します。記 

号の中の絵表示はしなければならない行為の内容を図案化したものです。危険を避けるために 
はこの行為が必要です。 



プリンターの電源プラグをコンセント 
から抜いてください。 感電や火災 のおそ 
れがあります。 


本文中で使用する記号の意味 

この ユーザー ズマニュアルでは、「安全にかかわる表示」のほかに、本文中で次の2種類の記号を使っていま 
す。それぞれの記号について説明します。 


記号 

内 容 

要 

この注意事項および指示を守らないと、プリンターが故障するおそれがあります。また、システムの 
運用に影響を与えることがあります。 

〆 ェック 

この注意事項および指示を守らないと、プリンターが正しく動作しないことがあります。 


商標について 

NEC 、 NEC ロゴ、 FontAvenue は日本電気株式会社の登録商標です。 

Microsoft 、 Windows、Windows Server 、 WindowsNT 、 MS-DOS は米国 Microsoft Corporation の米国およびその 
他の国における登録商標または商標です。 

Netscape、Netscape Navigator は米国 Netscape Communications Corporation の米国およびその他の国における登 
録商標です。 

HP は米国 Hewlett-Packard Company の商標です 0 
ESC/P はセイコーエプソン株式会社の登録商標です。 

NetWare は米国 Novell ， Inc. の登録商標です。 

Macintosh、Mac OS 、 TrueType は米国 Apple Inc. の米国およびその他の国における登録商標です 0 
旧 M 、 AT は米国 International Business Machines Corporation の米国およびその他の国における登録商標です 0 
UNIX は The Open Group の米国ならびに他の国における登録商標です。 

Ethernet は米国ゼロックス社の登録商標です。 

Adobe 、 Acrobat および Acrobat Reader は Adobe Systems Incorporated ( アドビシステムズ社）の登録商標または商 
標です。 

MULTIWRITER 、 PrintAgent 、 MOPYING 、 NMPS 、 DocuWorks は富士ゼロックス株式会社の登録商標または商標です。 
その他、記載されている会社名および商品名は各社の登録商標または商標です。 

〇 S の表記について 

このマニュアルでは〇 s を以下のように略して表記しています。 

Windows XP は Microsoft Windows XP Home Edition operating system および Microsoft Windows XP 
Professional operating system の略です 0 Windows Me は Microsoft Windows Millennium Edition operating 
system の略です 。 Windows 98 は Microsoft Windows 98 operating system の略です 。 Windows 98 Second Edition 
は Microsoft Windows 98 Second Edition operating system の略です 。 Windows 95 は Microsoft Windows 95 
operating system の略です 。 Windows Server 2003 は Microsoft Windows Server 2003 operating system, Stan¬ 
dard Edition および Microsoft Windows Server 2003 operating system, Enterprise Edition の略です 。 Windows 
2000 は Microsoft Windows 2000 Professional operating system および Microsoft Windows 2000 Server 
operating system の略です 。 Windows 2000 Advanced Server は Microsoft Windows 2000 Advanced Server 
operating system の略です 。 Windows 2000 Datacenter Server は Microsoft Windows 2000 Datacenter Server 
operating system の略です 。 Windows NT 4.0 は Microsoft Windows NT Workstation operating system Version 
4.0 および Microsoft Windows NT Server network operating system Version 4.0 の略です 。 Windows NT Server 
4.0, Terminal Server Edition は Microsoft Windows NT Server network operating system Version 4.0,Terminal 
Server Edition の略です 0 Windows NT Server, Enterprise Edition 4.0 は Microsoft Windows NT Server, Enterprise 
Edition network operating system Version 4.0 の略です 。 Windows NT 3.51 は Microsoft Windows NT 
Workstation operating system Version 3.51 および Microsoft Windows NT Server network operating system 
Version 3.51 の略です 。 Windows 3.1 は Microsoft Windows operating system Version 3.1 の略です。また 、 Windows 
Server 2003 について特記がない場合は 、 Windows XP と読み替えてください。 









マニュアルの種類と使い方 

MultiWriter 2130本体や付属のプリンターソフトウエアの取り扱い方を説明したマニュアルには、「ユー 
ザーズマニュアル（本書）」と電子マニュアルの「活用マニュアル（添付のプリンターソフトウェア CD-ROM 
に収録)」があります。また、各プリンターソフトウェアの詳細については画面上の「ヘルプ」をご覧ください。 



MultiWriter 2130 ユーザーズマニュアル （本書） 

プリンターのセットアップから、プリンターの基本的な操作方法、および困ったときの 
対処方法などを、この1冊で説明しています。本書はいつでもご覧になれるようにお手 
元に置いてください。 



閲覧用 


MultiWriter 2130活用マニュアル（電子マニュアル） 
(プリンターソフトウェア CD - ROM に収録） 

ネットワーク環境で印刷する場合の設定方法、プリンターソフトウェアやメニューモー 
ドの詳細、および技術情報などについて説明しています。 

活用マニュアルには、 HTML 形式を採用した汎用のブラウザーで閲覧する「活用マニュ 
アル（閲覧用)」と、 PDF 形式を採用した Adobe 社の Acrobat Reader で参照および印 
刷ができる「活用マニュアル（印刷用）」があります。ご使用の目的に応じて活用して 
ください。記載内容については活用マニュアルの内容 （ ix ページ）をご覧ください。 



また、活用マニュアル（閲覧用）の開き方については vii ページ、活用マニュアル（印刷 
用）の開き方、および印刷方法については viii ページをご覧ください。 


印刷用 


ユーザーズマニュアルと活用マニュアルそれぞれを、目的に応じてお使いいただくために、 vi ページに目的 
別検索ガイドを示します。 


し注思 

1 . 本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。 

2. 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

3. NEC の許可なく複製 • 改変などを行うことはできません。 

4. 本書は内容について万全を期して作成致しましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのことがありま 
したら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

5. プリンターの機能の一部は使用する環境あるいはソフトウェアによってはサポートされない場合があります。 

6. 運用した結果の影響については4項および5項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 

7. 本製品を第三者に売却 • 譲渡する際は必ず本書も添えてください。 


© 2003, 2007 Fuji Xerox Co ” Ltd . 























はじめに 

このたびは NEC のプリンターをお買い求めいただき、まことにありがとうございます。 

MultiWriter 2130は高性能な CPU を採用し、省スペース、高速ウォー厶アップ、スループットの高速化を 
実現した、レーザープリンターです。さらに、用途に合わせた豊富な給紙を実現しています。 

■ MultiWriter 2130で MOPYING を • • • 

MOPYING (Multiple Original coPY and 
printlNG) とは、オリジナルのドキュメント 
をコピー機で複数コピーするのではなく、 
MultiWriter で必要部数を直接印刷する新しい 
ドキュメント処理スタイルのことです。 

MultiWriter 2130に搭載されている 
PrintAgent の機能を使うと、 MultiWriter を 
コピー機のような使い方ができるばかりでな 
く、手間のがかる原稿の準備作業がパソコン 
上でできます。コピー機を使ってドキュメン 
卜を複数コピーする作業と比較すると、導入 
コストやランニングコストを低く抑えること 
ができます。しかも、オリジナル出力なので 
仕上がりがきれいです。 


また、 Windows 環境でより簡単に、より快適に使用していただける印刷統合管理ソフトウェア 「PrintAgent」 
に対応しています。 PrintAgent により、プリンターの状態や印刷の進行状況を確認したり、 

より快適な 「MOPYING」 を実現しています。 

「MOPYING」 の詳細については、活用マニュアルをお読みください。 

マニュアルをお読みになり、 MultiWriter 2130を十分にご活用ください。 


2003年5月初版 
2007年2月第2版 


■ 特長 

• 最高17ページ/分の印刷速度 
(A4 サイズ横の場合） 

• USB 2.0 インターフェース標準装備 

• 2段カセット標準 

• 最大給紙容量135〇枚 
• 最高 600 dpi 相当の解像度 
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目的別検索ガイド 


セットアップするには 


プリンターを安全に使うために 

プリンターを設置する 
コンピューターと接続する 
ネットワークに接続する 


プリンターソフトウェアを 

インス I -ールする 

プリンターソフトウェアについて 
USB インターフエース接続による 


インス I ル 


LPR ( TCP / IP ) を使って印刷する 


セツトアップができたら 


用紙について詳しく知りたい 
スイッチ • ランプについて 

.Z 之^.! z2 与.之な 
便利な機能を使って印刷する 


必要に応じて 


丨メニューモードを使って設定する 


旧 p カートリッジを交換する 
丨プリンターの清掃について 


i うまく印刷できないときには 
丨紙づまりのときは 

[保守サービスについて知りたい 

;オプションについて 


I ユーティリティーを使って 丨 

. ) 

丨ネットワークの印刷で困ったときには 
i このプリンターの性能は？ 


丨制御コードを使ラ 
丨印刷範囲が知りたい 
i 文字コード表が見たい 

丨わからない用語がある 
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用語解説 
































































「活用マニュアル（閲覧用 ) J (鼋子マニュアル）を見るには 

活用マニュアル（閲覧用）は HTML ファイル形式です。添付のプリンターソフトウェア CD-R 〇 M に収録さ 
れており、お手持ちのコンピューターの画面上でブラウザーを使って閲覧できます。閲覧するブラウザーは 
Microsoft Internet Explorer 5.0 以上、 Netscape Navigator 4.5 以上をお奨めします。あらがじめインス 
I - _ルして以下の手順を行つてください。 


〇お使いの 0 S (日本語版）を起動する。 

© プリンターソフトウェア CD - ROM をセットす 
る。 

「プリンタソフトウェア CD - R 〇 M メニュー」が起動 
します。 


お使いのコンピューターによっては、自動的にメ 
ニュープログラムが立ち上がらない場合がありま 
す。その場合は、 CD - R 〇 M のルートディレクトリー 
にある 「 MWSETUP . exe 」 を実行してください。 


© [オンラインマニュアル]をクリックする。 

右側のボックスにオンラインマニュアルの名称が表 
示されます。 



〇右側のボックスの [MultiWriter 2130活用マ 
ニュアル（閲覧用） ] を選び、[オンラインマ 
ニュアルを読む]をクリックする。 



ブラウザーが起動して、活用マニュアルのトップ 
ページが表示されます。 
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r 活用マニュアル（印刷用)』（電子マニュアル）を印刷するには 

活用マニュアル（印刷用）は PDF ファイル形式です。活用マニュアルをお手元で見られるように印刷したい 
場合には、活用マニュアル（印刷用）をお使いください。なお、印刷するには Adobe Acrobat Reader 4.0 
以上が必要です。あらがじめインス!ルしてください。 

このオンラインマニュアルは A4 サイズの大きさで作成されています。ここでは Windows XP の環境で 
MultiWriter 2130を使って活用マニュアルを印刷する手順を説明します（あらがじめプリンタードライバー 
をインス!ルする必要があります。本書の2章を参照してインス!ルしてください）。他の〇 S をお使い 
の方は多少画面表示が異なりますが、手順は同じです。 


〇前ページの手順❶〜❺を行い、オンラインマ 
ニュアルー覧を表示する。 

© 右側のボックスの[1\/11|11:削「加「2130活用マ 
ニュアル（印刷用） ] を選び、[オンラインマ 
ニュアルを読む]をクリックする。 



Adobe Acrobat Reader が起動して、活用マニュア 
ル（印刷用）のトップページが表示されます。 

〇印刷したい章を選び、クリックする。 

印刷したい章のイメージアイコンをクリックしてく 
ださい。希望の章が開きます。 


〇 [プロパティ ] をクリックする。 

[プリンタのプロパティ ] ダイアログボックスが表示 
されます。 



〇 [用紙]タブをクリックする。 

[用紙]シートが表示されます。 

〇 [用紙サイズ]から [ A 4] を選択し、 [0 K ] をク 
リックする。 

[印刷]ダイアログボックスに戻ります。 

〇印刷部数を指定して [0 K ] をクリックする。 


〇 [ファイル]メニューの[印刷]をクリックする。 

[印刷]ダイアログボックスが表示されます。 



Reader - [ChapOO. 
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活用マニュアルの内容 

活用マニュアルに記載されている主な内容は、以下のとおりです。 


章オプシ 


増設ホッパー、 LAN アダプター、増設メモリーの取 
り付け•取り外し手順、および使用できるコン 
ピユーターとプリンターケ _ ブルを記載していま 
す0 


2章プリンターソフトウェアのインス I -ール 


• ユーティリティーによるネットワークの設定 
EASY 設定ユーティリティ、 PrintAgent プリ 
ンタ管理ユーティリティ、無線 LAN 導入ウィ 
ザード、 WWW ブラウザー、 Telnet、UNIX 

コマンド 

• より便利なネットワーク機能 
DHCP 


プリンターソフトウエアをインス!ルしてプリ 
ンターを使用できる手順について記載しています。 
また、プリンター管理者用インストール手順、 
PrintAgent の追加 • 削除についても説明していま 
す0 


プリンターソフトウェア CD - R 〇 M に 
ついて 



論 


プリンターソフトウェアを使った MultiWriter の便 
利な機能の紹介および設定方法について説明して 
います。 


M 〇 PYING 設定ウィンドウ 
「 PrintAgent 」 ツールバー 


プリンターソフトウェアの動作環境 
インス!ル方法の選択 

「インス!-ールプログラム」がらのインス 
卜ール 

USB インターフエース接続によるインス 
卜—ル 


プリンタステータスウインドウ 
リプリント機能 
文書結合 

仕分け印刷の設定（ジョブセパレート機能、 
丁合い機能、電子ソート機能） 

拡大 • 縮小印刷 


パラレルインターフェース接続によるイン 
ストール 

プリンタードライバーの削除 
PrintAgent の追加 • 削除 
プリンタ _ 管理者用インストール 
日本語 MS - DOS 環境 


3章ネットワークでの設定 


MultiWriter を使ってネットワーク印刷するための 
設定手順について説明しています。 

• LAN アダプターを使用するための IP アドレ 
スなどの設定手順 

• 接続先の設定とプリンタードライバーのイ 
ンストール 


複数ページ印刷 

印刷位置の調整 

スタンプ機能 

ヘッダー•フッター機能 

ページ単位の給紙設定 

〇 HP に合い紙を入れる 

ユーザー 名の表示 

定形タト用紙サイズの設定 

プリンタ自動切替 

保守情報のメール通知 

PrintAgent による印刷□ク'の出力 

リモート電源制御 


UNIX 用 印刷 サービス （ LPR) 、 Standard 
TCP/IP Port ( LPR )、 LPR バイトカウント 
機能 、 Microsoft TCP / IP 印刷 （ LPR ) 、夕一 
ミナル サービス 環境 


Web PrintAgent 

プリンタ_ドライバ_のバージヨンアップ 
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使用できる用紙の種類や用紙についての注意事項、 
ホッパー、 MP への用紙セット方法について説明し 
ています。（記載内容は本書と同じです。） 



プリンターの操作パネル上のディスプレイ、ラン 
プ、スイッチについて詳しく説明しています。 



ESC/P エミユレーシヨンモードを含めてメニュー 
モードの詳細について説明しています。 


• メニューモードでの設定変更のしがた 

• メニューモード設定項目一覧（メモリース 
イッチの設定変更のしかた、メニューツ 

リ ー) 

• メニューの詳細 

• メモリースイッチの内容 



動作エミュレーシヨンの切り替え ( ESC/P 

:ユレ_シヨンモ_ド） 


ェミュレーシ 


EP 力ートリッジの交換手順、清掃手順について説 
明しています。 


9章故障かな？と思ったら 


故障がな？と思った場合の原因と処置方法を以下 
の症状に分けて説明しています。また、プリンター 
の運搬、消耗品の廃棄について記載しています。 

• 修理に出す前に 
• 印刷できないときは 
• アラーム表示が出ているときは 
• 印刷に異常が見られるときは 
• 思うように印刷できないときは 

• PrintAgent システムが起動しないときは 

• プリンタステータスウィンドウがおかしい 
ときは 

• リプリント機能が動作しないときは 
• ジョブセパレート機能が動作しないときは 

• PrintAgent を正しく動作させるために 

• ネットワークで思うように印刷できないと 
きは 

• 紙づまりのときは 


• プリンターを運搬するときは 
• プリンター•消耗品を廃棄するときは 



お客様登録された方へ用意されているさまざまな 
ユ _ ザ _ サービス、プリンタ _ の寿命、ユーザーズ 
マニュアルの再購入について説明しています。 



本書に記載しているプリンターの仕様、用紙の規格 
の他に文字コード表、印刷範囲などの詳細な技術情 
報について記載しています。 

•仕様 
• 用紙の規格 
• 文字の種類 
• 文字コード表 
• 印刷範囲 

• NPDL の初期状態 
• 制御コード 

• 機能拡張制御コード 
• ディスプレイ表示一覧 
• テスト印刷のプリント結果 
• 増設メモリー対応表 
• 電子ソート機能有効時の印刷保証枚数表 

• インター フエー ス 
• 用語解説 


X 









安全にお使いいただ < ために 


警告ラベルについて 

プリンター内の危険性を秘める部品やその周辺には警告ラベルが貼り付けられています。これはプリンター 
を操作する際、考えられる危険性を常にお客様に意識していただくためのものです。 

警告ラベルは下図に示す場所に貼られています。もしこのラベルが貼り付けられていない、はがれかがって 
いる、汚れているなどして読めない場合は、16売店または、 NEC サービス窓□にご連絡ください。 








































安全上のご注意 

ここで示す注意事項はプリンターを安全にお使いになる上で特に重要なものです。この注意事項の内容をよ 
く読んで、ご理解いただき、プリンターをより安全にご活用ください。記号の説明については表紙の裏の 
「安全にかかわる表示」を参照してください。 
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万一、漏電した場合の感電や火災事故を防ぐた 
めに アース 線を必ず次のいずれかに取り付けて 
ください。 

• 電源 コンセントのアース 線 
拳銅片などを 650 mm 以上地中に埋めたもの 
• 接地工事 （ D 種）の行っている接地端子 


アース 線の取り付けは必ず電源プラグを電源コンセントに差 
し込む前に行ってください。また、 アース 線を外す場合は、 
必ず電源ブラヴを電源コンセントから外してから行ってくだ 
さい。 

ご使用になる電源コンセントのアースを確認してください。 
アースが取れない場合やアースが施されていない場合は、弊 
社のテレフォンセンターまたは販売店にご相談ください。次の 
ような場所には絶対にアース線を取り付けないでください。 

• ガス管（引火や爆発の危険があります〇) 

• 電話専用アース線および避雷針（落雷時に大量の電流が 
流れる場合があり、危険です。） 

• 水道管や蛇口（配管の途中がプラスチックになっている 
場合は、アースの役目を果たしません。） 


△注意 


壊れた液晶ディスプレイ 
には触らない 





こわれた液晶ディスプレイには触らないでくださ 
し、操作パネルの液晶ディスプレイ内には人体に 
有害な液体があります。万一、壊れた液晶ディス 
プレイから流れ出た液体が、□に入った場合は、 

すぐにうがいをして、医師に相談してください。 
また、皮膚に付着したり目に入ったりした場合は、 
すぐに流水で15分以上洗浄して、医師に相談して 
ください。 




電源コードに薬品類 
をかけなぃ /7 > 

M 



電源コードに殺虫剤などの薬品類をかけないでく 
ださい。コードの被覆が劣化し、感電や火災の原 
因となることがあります。 

V_/ 
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電源コードを抜くときは 
電源コードを引っ張らない 






電源ブラグを抜くときはブラグ部分を持って行っ 
てください。コード部分を引っ張るとコードが破 
損し、火災や感電の原因となるおそれがあります 


局温汪意 


A® 



プリンターのカバーを開けて作業する場合は、十 
分に冷めてから行ってください。プリンターの内 
部には使用中に高温になる定着ユニットという部 
品があり、触ると火傷するおそれがあります。 


目や口にトナ_を 
入れない 



EP 力ートリツジに入っているトナーを目や□に入 
れないでください。トナーが目や□に入ると健康 
を損なうおそれがあります。特にお子様の手の届 
かないところに保管し、お子様が触れないように 
してください。 


損傷した電源コード 
は使わない 


A® 



電源コードが破損した場合は、ビニールテープな 
どで補修して使用しないでください。補修した部 
分が過熱し、火災や感電の原因となるおそれがあ 
ります。損傷したときは、すぐに同じ電源コード 
を取り替えてください。 


巻き込み注意 





X 



プリンターの動作中は用紙挿入口、排出□に手や 
髪の毛を近づけないでください。髪の毛を巻き込 
まれたり、指をはさまれたりしてけがをするおそ 
れがあります。 


掃除機でトナーを 
吸わない 


▲㊇ 


床などにこぼしたトナーは、ほうきで掃き取るか、 
固く絞った布などで拭き取ってください。 
掃除機でトナーを吸い取ると、吸い取ったトナー 
が掃除機の内部で粉じん発火 • 爆発するおそれが 
あります。 


4 




















































100 V 以外のコンセン H 
差し込まない 


こ 


Hit 

電源は指定された電圧、電流の壁付きコンセント 
をお使いください。指定外の電源を使うと火災や 
漏電になることがあります。 


プリンタ _ を一人で 
持ち上げない 





x 


プリンターの質量は約 15.2 kg です。 （ EP 力ートリ 
ツジ含まず)。プリンター側面の取っ手を持ち、プ 
リンター前面に手を添えて2人以上で運んでくださ 
し、1人で運ぶと腰を痛めるおそれがあります。 


専用電源コード 
以外は使わない 




X 




プリンターに添付されている電源コード以外のコ 
—ドを使わないでください。電源コードに定格以 
上の電流が流れると火災になるおそれがあります。 


直射日光が当たる 
ところには置かない 




X 




プリンターを窓ぎわなどの直射日光が当たる場所 
には置かないでください。そのままにすると内部 
の温度が上がり、プリンターが異常動作したり、 
火災を引き起こしたりするおそれがあります。 


不安定な場所に 
置かない 


A ㉘ 




プリンターを不安定な場所には置かないでくださ 
し、プリンターが破損するおそれがあるばかりで 
はなく、思わぬけがや周囲の破損の原因となるこ 
とがあります。 


電源コードを 
たこ足配線にしない 


A\ 






コンセントに定格以上の電流が流れると、コンセ 
ントが過熱して火災の原因となるおそれがありま 
す0 






































電源プラグを中途半端 A / Q \ 
に差し込まない /0\ v#v 



電源プラグはしっかりと差し込んでください。中 
途半端に差し込んだまま、ほこりがたまると接触 
不良の発熱による火災の原因となるおそれがあり 
ます。また、プラグ部分は時々抜いて、乾いた布 
でほこりやゴミをよくふき取ってください。ほこ 
りがたまったままで、水滴などが付くと発熱し、 
火災となることがあります。 



電源コードを無理に曲げたり、ねじったり、束ね 
たり、ものを載せたり、はさみ込んだりしないで 
ください。また ステー プルなどで固定することも 
避けてください。コードが破損し、火災や感電の 
原因となるおそれがあります。 


保証について 

プリンターには「保証書」が付いています。「保証書」は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、記 
載内容を確認して大切に保管してください。保証期間中に万一故障が発生した場合は、「保証書」の記載内 
容に基づき、無料修理します。詳細については「保証書」、および巻末の「保守サービスについて」をご覧 
ください。また、プリンターに添付の 「 NEC サービス網一覧表」に記載されているサービス窓□へお問い合 
わせください。 

- t チェック- 

本体の背面に、製品の型式 、 SERIAL No . (製造番号）、定格、製造業者名、製造国が明記された管理銘 
板が貼ってあります（下図参照）。販売店またはサービス窓口にお問い合わせする際にこの内容をお伝え 
ください。また、管理銘板の製造番号と保証書の保証番号が一致していないと、万ープリンターが保証期 
間内に故障した場合でも保証を受けられないことがあります。お問い合わせの前にご確認ください。 
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この章では、お買い上げになったプリンターの箱を開けてがら、中身を確認し、テスト印刷、ネットワーク 
でプリンターが使えるようになるまでを以下の手順で説明します。 


1設置に必要なスペースを用意する 



2箱の中身を確認する 



3固定用部材を取り外す 



9コンピューターに接続する 


4各部の名称を確認する 




5 EP カートリッジを取り付ける 

■ 



6用紙をセットする 



10ネットワークに接続する 

7電源コードを接続する 


活用 マニュアル（電子マニュアル）をご覧ください。 

8テスト印刷をする 




MultiWriter 2130はパラレルインターフエース接続、 USB インターフエース接続、およびネットワーク接 
続ができます。お使いの環境や目的に合わせて接続してください（接続方法については「9コンピューター 
に接続する」または H 0 ネットワークに接続する」をご覧ください)。 


. —プリンタ—の設置 
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1 設置に必要なスペースを用意する 

MultiWriter 2130を安全、快適にご使用いただくためには次べージの「設置してはいけない場所」をよくお 
読みになり、下図に示すスペースを確保してください。 



プリンター上面 



◄ - ► 

660mm 

プリンター前面 


570 mm* 

* オプションの増設ホッパーを取り付けた場合の高さは 
以下のとおりです。 

増設ホッパ （250) :約680 mm 

増設ホッパ (250) X 2： 約780 mm 

増設ホッパ （250) +増設ホッパ （500) :約820 mm 

増設ホッパ （500) :約780 mm 

増設ホッパ （500) X 2： 約850 mm 


プリンターを移動する際は、プリンター側面の取っ手を持ち、プリンター前面に手を添えて2人 
# 以上で運んでください。プリンターの質量は約 15.2 kg です （ EP カートリッジ含まず)。1人で 

運ぶと腰を痛めるおそれがあります。 

また、プリンターの重心は前面にありますので、前面方向へ倒れないように注意してください。 
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設置してはいけない場所 


次のような場所には設置しないでください。 


X 

6 @% 

直射日光の当たる場所、湿気の多い場所、温度変化の激しい 
場所（暖房器、エアコン、冷蔵庫などの近く）には設置しな 
いでください。温度変化により結露現象が起こり故障の原因 
となることがあります。 

X 


じゅうたんを敷いた場所では使用しないでください。静電気 
による障害で装置が正しく動作しないことがあります。 

X 


強い振動の発生する場所に設置しないでください。装置が正 


しく動作しないしとかあります0 




X 

儀 

腐食性ガスの発生する場所、薬品類ががかるおそれのある場 
所には設置しないでください。部品が変形したり傷んだりし 
て装置が正しく動作しなくなることがあります。 

X 

II 1///^ 

上がら物が落ちてきそうな場所には設置しないでください。 
衝撃などにより装置が正しく動作しなくなることがありま 
す。 

X 


ラジオやテレビなどの近くには設置しないでください。プリ 


ンターのそばで使用すると、ラジオやテレビの受信機などに 
受信障害を与えることがあります。 


添付の電源コードだけで、コンセントに届かない場所に設置 
しないでください。延長コードの過容量、延長コードへのコ 
ンセントの差し込みにより発熱するおそれがあります。 



I —プリンタ—の設置 
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2 箱の中身を確認する 

箱を開けて、まず次のものがすべてそろっていることを確認し、それぞれの点検を行ってください。万一足 
りないものや損傷しているものがある場合には、16売店に連絡してください。 

梱包材料（箱や緩衝材など）はプリンターを運搬するときに必要となります。大切に保存しておいてくださ 
い。 


□ MultiWriter 本体 



□ EP 力ートリツジ 




□ 保証書 


□ お客様登録のご案内 


□ NEC サービス網 
~m.B< 





プリンターの箱を開けたら次のことを忘れずに行ってください 

• お客様登録のご案内に従って購入されたプリンターのお客様登録をしてください。 
• 保証書、 NEC サービス網一覧表をなくさないよう大切に保管してください。 
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3 固定用部材を取り外す 

プリンターは輸送中の損傷を防ぐために、動きやすい、あるいは外れやすい箇所をテープで固定してありま 
す。次の手順に従ってテープを取り除きます。 


〇プリンターの外側に貼り付けられているテー 
プ （3 か所）をはがす。 



〇 標準カセット、 MP カセットをゆっくりと取り 
外す。 

- V チェック- 

カセットを取り外す際は、カセットを軽く 
持ち上げて取り外してください。 


標準カセット（下） MP カセット 

〇標準カセット、 MP カセットにそれぞれ貼り付 
けられているテープ （1 か所）をはがす。 


標準カセット MP カセツト 


〇 MP カセット、標準カセットをそれぞれ取り付 
ける。 

- t チェック- 

MP カセット、標準カセットを取り付ける 
前に、それぞれのカセット内のリフトプ 
レートが確実に下がっていることを確認し 
てください。 

リフトプレートが完全に下がっていないと 
標準カセツト、 MP カセツトをホッパー、 

MP にそれぞれ取り付けることはできませ 
ん〇 



MP カセツト 


標準カセツト 










. —プリンタ—の設置 


標準カセツト 


MP カセツト 


























4 各部の名称を確認する 

プリンターを使用する前に各部の名称と位置を確認してください。 


プリンター前面 



表示 


* 1 用紙をセットする部分を 「MP カセット」といいます。 
この MP カセットを取り付けた状態で用紙を給紙する機 
構全体を 「 MP 」 といいます 。 （MP とは「マルチパーパ 
ス」のことでいろいろな種類の用紙をセツトできます。） 


プリンター背面 



* 2 用紙をセットする部分を「標準カセット」といいます。 
この標準カセットを取り付けた状態で用紙を給紙する 
機構全体を「ホッパー」といいます。 



12 




































5 EP カートリッジを取り付ける 

EP カートリッジは印刷を行うためのトナーや OPC ドラム、現像ユニットなどが一体化されたものです。消 
耗品のため、印刷が薄くなったら交換します（交換手順については、5章の 「 EP カートリッジの交換」をご 
覧ください)。 

ここではまず、添付の EP 力ートリッジを取り付ける手順を説明します。取り付けの際は、強い光が当たる場 
所を避け、できるだけ5分以内で作業を終了してください。 

床などにこぼしたトナーは、ほうきで掃き取るか、固く絞った布などでふき取ってください。掃 
# 除機でトナーを吸い取ると、吸い取ったトナーが掃除機の内部で粉じん発火 • 爆発するおそれが 

あります。 


〇 EP カートリッジを袋から取り出す。 

要 ： 

EP 力一トリツジの OPC ドラム保護シャツ 
ター、および OPC ドラムには触らないよう 
にしてください。 


〇 PC ドラム 



〇 EP 力一トリッジのトナーを均一にするため、水平 
に持って10回程度、図に示す方向にゆっくり振 
る。 

重要 = 

• EP 力一トリッジは取っ手を持たず、図 
のように両端部を軽く持ってゆっくり 
振ってください。激しく振ると、落下 
や OPC ドラムに傷がつくおそれがあり 
ます。 



• EP 力一トリッ 
ジの中央部を 
持たないでく 
ださい。 


• EP 力一トリッジを立 
てた状態でトナー 
シールを引き抜かな 
いでください 。 EP 
カー トリッジを立て 
た状態でトナーシー 
ルを引くと途中で引 
き抜けなくなるか、切 
れてしまうおそれがあります。 

もしトナーシールが途中で引き抜けな 
くなった状態、あるいは途中で切れた 
状態のままセットすると、印刷品質が 
劣化するばかりでなくプリンター本体 
に障害が生じることがあります。 

• 正常に引き抜けた場合のトナーシール 
の長さは約 70 cm です。正常に引き抜 
けなかった場合は、プリンターを購入 
された販売店に連絡してください。 

• トナ_シ_ルを弓 I き抜くときに少量の 
トナーが出ることがあります。手や衣 
服などを汚さないように気をつけてく 
ださい。万一、トナーが手や衣服につ 
いたら、水で洗い流してください。 


© 保護シャッターを留めているテープ （1 か所) 
を上から下方向へはがす。 





. —プリンタ—の設置 
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O EP カートリッジの取っ手を手前にして、机な 
ど水平な面に置いて、側面から出ている卜 
ナーシールの端を持ち、ゆっくり引き抜く。 



〇左右のフロントユニット開閉レバーを押しな 
がら手前に引いて、フロントユニットをゆつ 
くりと開ける。 

フロントユニットが開いて止まります。 



〇トップカバーの左右を持ち、ゆっくりと開け 
る0 



〇図のように EP カートリッジをプリンター正面 
に向けて、 EP カートリッジの取っ手を持ち EP 
カートリッジの両側の突起部をプリンターの 
内側の溝に合わせてスライドさせ、セットす 
る0 

EP 力ートリッジが浮き上がっていたり、斜めになっ 
たりせず、確実に奥までセットされていることを確 
認してください。 


溝 



〇トップカバーをゆっくりと閉じる。 



Q フロントユニットをゆっくりと閉じる。 
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6 用紙をセツトする 

テスト印刷するために A 4 サイズの用紙を横置きにホッパーにセットする手順を説明します。その他の用紙 
のセット方法、使用できる用紙については「3章用紙のセット」 （39 ページ）をご覧ください。 

要 

プリンターにセットする用紙は、両面とも印刷されていない用紙をセットしてください。すでに一度印刷 
された用紙をプリンターにセットしないでください。 

一度印刷された用紙をセツトして印刷すると、給紙できない、紙づまりになるなどプリンターの故障の原 
因となる場合があります。 


〇標準カセットを両手で軽く持ち上げ、ゆつく 
りと取り外す。 



〇カセットカバーを取り外す。 



〇サイドガイドロックレバーを押し上げてサイ 
ドガイドをスライドさせ、 「 A 4 ヨコ」の表示に 
合わせる。 


サイドガイド 
ロックレバー 



〇エンドガイドをスライドさせ、 「 A 4 ヨコ」の表 
爪に合わせる0 

エンドガイドは中央部のつまみを前に押しながらス 
ライドさせます。 



I —プリンタ—の設置 


15 


























0 印刷する面を上にして、エンドガイド側から 
用紙をそろえてセットする。 

用紙を入れた後サイドガイドを再セツトします。 

- k チェック- 

• リフトプレートが下がっていることを 
確認してください。 

• 用紙は、エンドガイドの最大積載表示 
( V )を越えないようにセツトしてくだ 
さい0 


最大積載表示 



©カ セツ トカバーを標準カ セツ トの溝に合わせ 
て取り付ける。 



〇用紙サイズ設定ダイヤルを 「 A 4 ヨコ」に設定 
する。 


用紙サイズ設定 
ダイヤル 



重要： 

セツトした用紙サイズと用紙サイズ設定ダ 
イヤルの表示を合わせてください。セツト 
した用紙サイズと用紙サイズ設定ダイヤル 
の表示が異なると紙づまりなどの障害の原 
因になることがあります。 


〇標準カセットをプリンターに取り付ける。 

標準カセットは両手で持ち、ゆっくり差し込んでく 
ださい。 



重要： 

用紙をセツトし終えた標準カセツトは、重 
くなっています。取り付ける際は、標準力 
セツトを両手で持ってプリンターに差し込 
んで < ださい。 
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7 鼋源コードを接続する 




電源プラグは、定格電圧1 00 V で定格電流1 0 A 以上のコンセントに単独で差し込んでくださ 
し、。また、たこ足配線をしないでください。発熱による火災や感電のおそれがあります。な 
お、本プリンターの定格電源は、 100 V 、8.4 A となっています。 

電源プラグやコンセントに付着したほこりは、必ず取り除いてください。そのまま使用して 
いると、湿気などにより表面に微小電流が流れ、発熱による火災のおそれがあります。 

万一、漏電した場合の感電や火災事故を防ぐため、アース線を必ず次のどれかに取り付けて 
ください。 

-電源コンセントのアース端子 
-銅片などを650 mm 以上地中に埋めたもの 
-接地工事 （ D 種）を行っている接地端子 

アース線の取り付けは、必ず電源プラグを電源コンセントに差し込む前に行ってください。 
また、アース線を外す場合は、必ず電源プラグを電源コンセントから外してから行ってくだ 
さい。 

次のようなところにはアース線を接続しないでください。 

-ガス管（引火や爆発のおそれがあります。） 

-電話専用アース線および避雷針（落雷時に大量の電流が流れるおそれがあります。） 

-水道管や蛇口（配管の途中がプラスチックになっている場合はアースの役割を果たしま 
せん。） 


〇プリンターの電源スイッチが OFF になってい 
ることを確認する。 



&電源コードの三極プラグをプリンター背面の 
電源コネクターに差し込む。 



〇 もう一方の電源プラグを壁付きコンセント 
(電流容量 10 A 以上）に差し込む。 




重要^^ 

電源プラグは電流容量1 0 A 以上の壁付 
きコンセントに差し込んでください。 

プリンターの電源コードは、コン 
ピューター本体の補助コンセントには 
接続しないでください。 



. —プリンタ—の設置 
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8 テスト印刷をする 

コンピューターに接続する前に、プリンターが正常に動くことを確かめるためにプリンターの操作パネルの 
スイッチを使って、テスト印刷をします（操作パネルについては4章をご覧ください）。また、あらがじめ 
「6用紙をセットする」 （15 ページ）で A 4 サイズの用紙をホッパーにセットしてがら行ってください。 

このテスト印刷は「6章故障がな？と思ったら」の処置が終った後にも実行することをお勧めします。 

= 4重要 

印刷中は電源スイッチを OFF にしないでください。印刷中に OFF にすると紙づまりおよび故障の原因にな 
ります。 


r チェック 


標準カセツトに A 4 サイズの用紙がセツトされていることを確認してください。 


〇電源スイッチを ON にする。 


〇 [メニュー]スイッチを押す。 


ディスプレイに次のメッセージが順に表示されま 
す。 


ディスプレイには“テストメニュー—”と表示さ 
れます。 


“イニシャライズチュウ” 
“ウォームアップチュウ” 



〇ブザーが2回鳴り、印刷可ランプが点灯するこ 
とを確認する。 



0 [►] スイッチを押す。 

ディスプレイ下段には“―ステータスインサツジッ 
コウ—”と表示されます。 



〇 [►] スイッチを押す。 


Q 

印刷可 


ホッハ。 

A 4ヨコホ 。 —卜 


NPDL 


データランプが点灯し、プリンターはテスト印刷を 
開始します。ディスプレイには“テストインサツチュ 
ウ”と表示されテスト印刷を開始します。 


0操作パネルの[印刷可]スイッチを押す。 


印刷可ランプが消灯します。 




テストインサツチュウ 
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〇印刷結果を確認する。 


* * フリンタ環境設定 * * 


MultiWriter 21 30 

00000000 


H / W 情報 


エンジン 


メニュー情報 
印刷設定メニュー 


■ホッ パ 1 

MP 


」コピー 枚数 
印字濃度 


印字位置設定 


フオントメニュー 


■ホッパ初期設定 
用紙種別 
MP 

定形外用紙 
MP 

リレー給紙設定 
ホッパ1 

MP 

ジョブセパレート機能 
■ホッパ1微調整 


00. 00 

00. 00 


A 4横 
A 4 縦 


1枚 
普通 
ホッパ1 

普通紙 

OFF 

OFF 

OFF 

無効 


TM 0mm 

MP 微調整 

LM 0mm 

TM 0mm 

LM 0mm 

節電機能 

有効 

節電時間設定 

10分 

自動排出 

無効 

メモリ設定 

標準 

総印字枚数 

1 

■1 バイト系ゼロ 

0 

2バイト系ゼロ 

0 

ANK 

標準 

漢字 

明朝 

文字セット 

JIS1978 

国別 

日本 


メモリ 容量 

■ 12MB 


HIM 1 biM 

_動作エミュレーション 



インタフェース 1 

NPD し 


USB 

動作自動切り替え 

NPD し 


インタフェース 1 

OFF 


USB 

OFF 

NPDL 設定 

ポート桁数 

78 桁 


エ ミュレーンヨン 

201 PL 


136桁モード 

無効 

IBM 

_ インタフェース 1 



双方向設定 

ニブル 

メモリスイッチ 

■ 

12345678 


MSW1 

00000000 


MSW2 

00000000 


MSW3 

00000000 


MSW4 

00000000 


MSW5 

00000000 


MSW6 

00000000 


MSW7 

00000000 


MSW8 

00000000 


MSW9 

00000000 


MSW10 

00000000 


ステータス印刷結果 


これでテスト印刷は終了です。 

次に、プリンターをコンピューターまたはネットワークへ接続します。 

プリンターをコンピューターと接続するには「9コンピューターに接続する」（次ページ）、プリンターを 
ネットワークに接続するには no ネットワークに接続する」 （21 ページ）に進んでください。 


I —プリンタ—の設置 
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9 コンピューターに接続する 

ここでは、プリンターとコンピューターをプリンターケーブルで接続する方法を説明します。プリンターを 
ネットワークへ接続してお使いになる場合は、 no ネットワークに接続する」（次ページ）に進んでください。 

本プリンターにはプリンターケーブルは添付しておりません。お使いになる環境に合わせて別途お買い求め 
になる必要があります。プリンターケーブルの種類については、「プリンターケーブル」 （22 ページ）をご覧 
になり、ご使用のコンピューターに合ったプリンターケーブルを確認してください。 

要 

パソコン本体とプリンターとの接続は、当社指定のケーブルをご使用ください。指定以外のケーブルを使 
用したり、市販のプリンターバッファー、プリンター切り替え器、プリンター共有器、コピープ□テク 
ターなどを使用すると、機能の一部または全部が正常に動作しない場合があります。 


ケーブル接続について 

本プリンター の背面には パラレルインターフェースコネクター および USB インターフェースコネクター がそれぞれ 
1つずつあります。 プリンター ケープルを接続してお使いになれます。 


〇プリンターおよびコンピューターの電源を 
OFF にする。 

〇プリンターケーブルを接続する。 

<パラレルインターフェースの場合> 

①プリンターケープルを[インタフェース 1] コネク 
夕 _ に差し込み、コネクター両端の□ックスプリ 
ングで固定します。 



②プリンターケープルのもう一方のコネクターを 
コンピューターに接続します。 

コンピューターのインターフェースコネクター 
の 位置については、 コンピューターのマニュアル 
を参照してください。 


< USB インターフェースの場合> 

① USB ケーブルを USB インターフエース コネ ク 
ターに 差し込みます。 



② USB ケープルのもう一方のコネクターをコ 
ンピューターに 接続します。 


これでコンピューターへの接続は終了です。 

次に、「2章プリンターソフトウェアのインス!-一 
ル」 （23 ページ）に進み、ソフトウェアをインス 
I -ールしてください。 
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10 ネットワークに接続する 

MultiWriter 2130はオプションの! _AN アダプターを取り付けてネットワークに接続すれば、ネットワーク 
プリンターとしてお使いになれます。さらに、オプションの無線 LAN プリンタアダプタ（型番 PR-WL-01) 
を取り付ければケーブルレスでネットワークに接続できます。 

ネットワークに接続するには、以下の手順が必要です。それぞれの手順については、プリンターソフトウエ 
ア CD-R 〇 M に収録されている電子マニュアルの「活用マニュアル」が LAN アダプターに添付の取扱説明書 
をご覧ください。 


Step 1 LAN アダプターを取り付ける（活用マニュアルの「オプション」を参照） 

Step 2ネットワークケーブルを接続する（活用マニュアルの「オプション」を参照） 

Step 3コンフィグレーションページを印刷する（活用マニュアルの「ネットワークでの設定」を 
参照） 

Step 4 IP アドレスとサブネットマスクを設定する（活用マニュアルの「オプション」を参照） 



ネットワークオプションの詳細については、プリンターソフトウェア CD-R 〇 M に収録されている活用マニュアルの 
n 章オプション」をご覧ください。 


マルチプロトコル LAN アダプタ（型番 PR - NPX -05) は PrintAgent、SNMP (Printer M 旧 、 Host Resource M 旧）には対応してい 
ません。詳しくは PR - NPX -05 のセットアップガイドをご覧ください。 


. —プリンタ—の設置 
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オプション品の紹介 


MultiWriter 2130には以下のようなオプションが用意されています。各オプションの詳細については、プリ 
ンターソフトウェア CD - R 〇 M に収録されている「活用マニュアル」をご覧ください。 



プリンターケーブル 


使用できるコンピューターの種類については活用マニュアル（電子マニュアル）をご覧ください。 


型番 

ケーブルの種類 

説明 

PR - UCX -02 

US 巳ケーブル 

プリンターの USB インターフエースとコンピユーターの USB インターフエース 
を接続するためのケーブルです。ケーブルの長さは 2 m 。 

PC - PRCA -02 

プリンタ _ ケ _ ブル 

PC 98- NX シリーズを含む旧 M PC / AT 互換機 （ DOS 対応機）用プリンターケー 
ブルです。 D - sub 25 ピン、ケーブルの長さは 1.5 m 。 

PC - CA 202 

プリンターケーブル 

PC - 9801シリーズ用プリンターケーブルです。ハープピツチ36ピン、ケーブル 
の長さは1 .5 m 。 

PC - CA 203 

プリンターケーブル 

PC - 9801シリーズ用プリンターケーブルです。14ピン、ケーブルの長さは 4 m 。 

PC - CA 204 

プリンターケーブル 

PC - 9801シリーズ用プリンターケーブルです。ハープピツチ36ピン、ケーブル 
の長さは 4 m 。 

PC - CA 205 

プリンタ _ ケ _ ブル 

PC 98- NX シリーズ用プリンターケーブルです。 D-sub 25ピン、ケーブルの長さ 
は 4 m 。 
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この章では 、 Windows XP* 1 、Windows Me、Windows 98 * 2 、Windows 95 、 Windows Server 2003、 
Windows 2000, Windows NT 4.0 日本語版環境にプリンターソフトウェアをインス! -- ルし、プリンター 
を指定するまでの手順について説明します。 また、その他の環境で使用する際の設定も説明します。 




重要 —— 

Multiwriter のプリンターソフトウェアを正しくインス!ルするためには、インス!ルする前 
に 「 PrintAgent を正しく動作させるために」 （75 ベージ）をお読みください。 

インス!-ールプ□グラムを実行する前に、起動中のアプリケーションをすべて終了させてください。 
プリンターソフトウェア CD - ROM については、ご使用になる前にメニュープ□グラムの「はじめに」 
をお読みください。 


Windows Server 2003をお使いのお客様へ 

Windows Server 2003をお使いのお客樹ま 、 Windows XP の記述を Windows Server 2003に読み替えてくださ 
い0 

フ□ッピーディスクでインストールする場合 

フロッピーディスクの作成手順については活用マニュアル「ユーザーサービス」をご覧ください。本書では CD - 
ROM を使った手順で説明しています。プリンターソフトウェア CD - R 〇 M がら作成したプリンターソフトウェア 
ディスクを使用してインストールをする場合、インストールの途中でフロッピーディスクの交換を求める画面が 
表示されることがあります。その場合は画面の指示に従ってフロッピーディスクの入れ替えを行ってください。 


:1 以下、本書で Windows XP と表記している場合は 、 Windows XP Home Edition と Professional を含みます 0 
: 2 以下、本書で Windows 98 と表記している場合は 、 Windows 98 Second Edition を含みます。 


2 プリンタ—ソフトウェアのインスト—ル 
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プリンターソフトウェアの動作環境 


MultiWriter 2130に添付のプリンターソフトウェアの動作環境は以下のとおりです。 


接続方法 

動作コンピューター* 1 

対応 OS 

メモリー 

パラレルインタフェース 

PC 98- NX シリーズを含む旧 M 
PC / AT 互換機 （ D 0 S / V 対応 
機） 

Windows XP * 2 (日本語版） 

Windows Me (日本語版) 

Windows 98 (日本語版) 

Windows 98 Second Edition (日本語版） 
Windows 95 (日本語版) 

Windows Server 2003* 3 (日本語版） 
Windows 2000 (日本語版) 

Windows NT 4.0 (日本語版) 



PC - 9800シリーズ 

〇 S の動作条 
件に準じま 
す。 

USB インターフェース 

PC 98- NX シリーズを含む旧 M 
PC / AT 互換機 （ DOS / V 対応 
機） 

Windows XP * 2 (日本語版) 

Windows Me (日本語版) 

Windows 98 (日本語版) 

Windows 98 Second Edition (日本語版) 
Windows Server 2003* 3 (日本語版） 
Windows 2000 (日本語版) 


* 1 〇 s によって動作するコンピューター条件が異なります。詳しい動作条件は各〇 s のマニュアルを参照してください。 

* 2 Windows XP 64 -Bit Edition には対応していません。 

* 3 64ビットパージョン Windows Server 2003には対応していません。 

* 4 USB インターフェース接続において、〇 S のアップグレードの組み合わせによっては正常に動作しない場合があります。 

-チェック- 

メモリーについては、 PrintAgent をクライアントーサーバーシステムでご使用の場合、プリントサーバー 
には 64 M バイト以上 （Windows XP、Windows Server 2003 、 Windows 2000の場合は 256 M バ 
イト以上）にメモリーを増設し運用することを推奨します。 


プリンターソフトウェアの容量 


プリンターソフトウェアをインス!-ールするのに必要なハードディスク容量は次のとおりです。インス I 
ルする前に以下の表で確認してください。 


インストール方法 

Windows XP 、 
Windows Server 2003、 
Windows 2000 
日本語版 

Windows Me 、 
Windows 98、 
Windows 95 
日本語版 

Windows NT 4.0 
日本語版 

PrintAgent を含む標準設定 

約 11.5 MB 

約 11.0 MB 

約12.0 MB 

PrintAgent を含む一般ューザー向 
け(最大) 

最大約15.0 MB 

最大約 14.5 MB 

最大約 15.5 MB 

PrintAgent を含む管理者向け 

最大約17.0 MB 

最大約 16.5 M 巳 

最大約 17.5 MB 

プリンタードライバーのみ 

約4.0 MB 

約 3.5 M 巳 

約 4.5 M 巳 
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USB ケーブルで接続する場合 

ご使用の〇3は. • • 

Windows XP、 

Windows Server 2003、 

Windows Me、 

Windows 98、 

Windows 2000 

、 「 usb インターフェース接続によるインストール」 
， (31 ページ）へ進んでください。 

パラレルインターフェースケー 

ブル（プリンターケーブル）で接続する場合 

プリンタードライバーと PrintAgent を共にイ 
ンストールする 

、『「インストールプログラム」からのインストール 
， (26 ページ)』へ進んでください。 

プラグ*アンド•プレイ*でインストールする 

、活用マニュアル2章の「パラレルインターフェース 
接続によるインストール」へ進んでください。 

ネットワークで接続する 


プリンタードライバーと PrintAgent を共にインス I ルする 


『「インストールプログラム」からのインストール （26 ページ)』へ進んでください。 


プリンタードライバーのみインストールする 


ネットワーク接続に [NEC TCP/IP Port] を 
使用する 


『「インストールプログラム」からのインストール 
(26 ページ)』へ進み、接続先に [NEC TCP/IP Port] 
二を選択して、 PrintAgent のインストール選択手順で 
[インストールを選択しない]を選択してインストー 
ルしてください。 


ネットワーク接続に〇 S がもつ LPR 機能を使 
用する 




活用マニュアル3章の「接続先の設定とプリンター 
ドライバーのインストール」へ進んでください。 


ターミナルサービスを使用する 


活用マニュアル3章の「ターミナルサービス環境」へ進んでください。 


MS - DOS 環境でご使用の場合 

活用マニュアル2章の「日本語 MS - D 〇 S 環境」へ進んでください。 


* 「プラグ • アンド • プレイ」機能とは 、 Windows XP、Windows Me、Windows 98 、 Windows 95 、 Windows Server 2003、 
Windows 2000がインストールされているコンピューターで新しい周辺機器などを接続すると、コンピューターの起動時や接続時に 
その周辺機器を検出し、自動的にインストールが実行される機能です。 


インストール方法の選択 


プリンターソフトウェアをコンピューターにインス I ルする前に、お使いになるコンピューターの条件に 
従ってインス!ル方法を選択します。以下の条件を確認して、それぞれのページへ進んでください。 

なお、プリンターを管理したり、オプションの LAN アダプターの設定を行う場合は、「管理者インス!ル」 

をする必要があります。インス!ル手順については、添付のプリンターソフトウェア CD - R 〇 M に収録さ C 
れている活用マニュアル2章の「プリンター管理者用インス!ル」をご覧ください。 

• コンピューターとケーブルで接続する 〇 


プリンタ I ソフトウェアのインスト I ル 
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「インス!^ ー ルプログラム」か5の 
インスト ー ル 

Windows XP、Windows Me、Windows 98 、 Windows 95 、 Windows Server 2003 、 Windows 2000、 
Windows NT 4.0 で動作しているコンピューターで MultiWriter をご利用になる場合、プリンターソフトウ 
ェア CD - R 〇 M のインス I ルプログラムを使ってプリンターソフトウェア（プリンタードライバーおよび 
PrintAgent ) をインス!ルします。プリンターソフトウェア CD - R 〇 M はドライブに挿入するだけで自動 
的にメニュープ□グラムが起動します。 


• パラレルインターフェースで接続されたプリンターに印刷を行う場合は、以下の手順でインストールを行い、 

手順❼で、[口ーカルポート]を選択します。 

• LAN アダプターで接続されたプリンターに印刷を行う場合は、以下の手順でインストールを行い、手順❼で、 
[NEC TCP/IP Port ] を選択します。* 

* マルチプロトコル LAN アダプタ ( PR - NPX -05) は対応していません。[□—カルボート]を選択し、インストールしてください。マ 
ルチプロトコル LAN アダプタ ( PR - NPX -05) に接続する設定は添付されているセットアップガイドを参照してください。 

ここでは Windows XP 日本語版を例にとり、プリンターケーブルで接続している場合のプリンターソフト 
ウェア（プリンタードライバーおよび PrintAgent ) のインス! -- ル手順を説明します。 

— t チェック- 

Windows XP にインス I ルするユーザーは、アカウントの種類が[コンピュータの管理者]である必要が 
あります。また 、 Windows Server 2003 、 Windows 2000または Windows NT 4.0 にインストール 
するには、 [ Administrators ] または [Domain Admins ] グループのメンバーである必要があります。 


〇 Windows XP 日本語版を起動する。 

Q プリンターソフトウェア CD - ROM をセツトす 
る0 


[プリンタソフトウェア CD-ROM メニュー ] が起動し 


ます0 


お使いのコンピューターによっては、自動的にメ 
ニュープログラムが立ち上がらない場合がありま 
す。その場合は CD - R 〇 M のルートディレクトリーに 
ある 「 MWSETUP . exe 」 を実行してください。 


❺ 



〇右側のボックスから [ MultiWriter 2130] を選んで 
[インストール開始]をクリックする。 



お使いの〇 S にインストール可能なプリンター名が 
表示されます。 
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0 [次へ]をクリックする。 



Mul 刪 ter2130 のブリンダノフトウ: c ァをインストルします。 

ブリン$リフトウIアはブリンタドライノ化 Print Agent のことで•寸。 

• ブリンタドライノ似印刷を行うために必要で寸。 

• Print Agen 似:快適な印刷現境を実現します。 

D 欠へ]ポめを押下して、表示されるタイア[]ヴの指示に従って設定処理を 

※実行前に、すべてのアブリケーンョンを終了してください。 

^パスワード設定： 

kM セキュリティのために、 PrintAgent 音理者オブションにパ ( - 5 ^/〇\ -1 

■ スワードを設定/変更することがで•きま寸。 I一_ 找疋⑤ _I 

FD 作成： 

媒体イメージを FD やサーバ上に作成吉ることがで•きま |~~| 


[ キゃンセル 


はじめに、プリンタードライバーをインストールす 
る設定を行います。 

〇[プリンタドライバをインストールする]を選 
び、[次へ]をクリックする。 

[プリンタドライバをインストールしない]を選んだ 
場合は、手順©へ進んでください。 



MOPYING 設定ウィンドウを表示させるには、ここで 
[印刷開始時に MOPYING 設定ウィンドウを表示する] 
をチェックしてください。 

MOPYING 設定ウィンドウの詳細については添付 
のプリンターソフトウェア CD - R 〇 M の 「¥ MW 213 〇 
¥ Disk 1 ¥ Drivers . txt 」 を参照してください。 


〇 プリンターの接続先を選ぶ。 


ネットワーク接続されていない場合はこのダイアロ 
グボックスは表示されません。次の「[□ーカルポー 
卜]を選んだ場合」へ進んでください。 



[□一カルポート]は、コンピューターがプリン 
夕 _ とプリンタ _ ケープルで接続されていると 
きに選びます。 

[ネットワーク共有プリンタ]は、プリンターが 
プリントサーバー上に共有されているときに選 
びます。 

[NEC TCP/IP Port ] は、プリンターと LAN アタ' 
プターが接続され、ネットワーク上に接続され 
ているときに選びます。 


<[□ ーカルポート]を選んだ場合> 

希望するポートを選び[次へ]をクリックする。 
手順©へ進んでください。 



2 プリンタ—ソフトウェアのインスト—ル 
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く[ネットワーク共有プリンタ]を選んだ場合〉 

プリンターの接続先を指定し、[次へ]をクリックす 
る0 


プリンタ _ の接続先を[ネットワ _ クパス名]に直接 
入力するが、[参照]をクリックして表示される一覧 
がら指定します。 

手順©へ進んでください。 



く [NEC TCP/IP Port ] を選んだ場合〉 

LAN アダプターの IP アドレス、またはホスト名を設 
定し、[次へ]をクリックする。 



IP アドレスを設定する場合 

[検索] をク リックします。検索結果ダイアログボック 
スで使用するプリンターを選択し、 [0 K ] をクリック 
すると簡単に IP アドレスが設定できます。 



〇 [次へ]をクリックする。 

ネットワークに接続され 、 Windows XP、Windows 
Server 2003 、 Windows 2000または Windows NT 
4 .〇をご利用の場合は、次のダイアログボックスが表 
示されます。 

このダイアログボックスが表示されない場合は、次 
の手順©へ進んでください。 



— k チェック- 

すでに代替ドライバーがインス I -ールされ 
ている場合はリストに表示されません。 


続いて、 PrintAgent のインストールを行います。 

0 [ PrintAgent をインストールする]を選び、[次 
へ]をクリックする。 

[ PrintAgent をインストールしない]を選んだとき 
は、手順®へ進んでください。 



© 使用目的に応じて[標準インストール]または 
[一般ユーザ向けカスタムインストール]のイン 
ストール方法を選び、[次へ]をクリックする。 
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[一般 ユーザ 向けカスタムインストール]を選ぶと、標 
準的なソフトウェアの項目が表示されます。インス 
卜ールする項目にチェックを付けて[次へ]をクリッ 
クしてください。[全追加]をクリックするとすベて 
チェックが付きます。[全削除]をクリックするとす 
ベてチェックが外れます。 



0 PrintAgent のインス!-ール先とスプールファ 
イルの作成先を指定する。フォルダーを確認 
して[次へ]をクリックする。 

すでに他の機種の PrintAgent がインストールされ 
ているときはこのダイアログボックスは表示されま 
せん。手順®へ進んでください。 



Pr_ent のインストル先、スブール先©ディレりトリを設定い:ください。 

インストル先达)： _ 

I C：¥ Print Agent¥ 


匚 参照®... 


■ [c：¥PrintAeent¥Spool¥ 


匚 く戻純 ） ] y ^ a ： w>k 


I 参照⑤… ] 


匸 キャンセル 


次のメッセージが出たときはインストール先のディ 
スク空き容量が少なくなっています。フォルダーを 
変更する、または不要なファイルを削除してくださ 
い。 


驟齡のる■擎ィ麟纖，謝確_、、 


0設定した内容を確認し、[完了]をクリックす 
る0 



❿ [0 K ] をクリックする。 


セツトアップを閉始します。よろしいですか？ 


OK k j I キャンセル 


© インストールが終了したら [0 K ] をクリックす 
る0 


セ、)トアクブブ的ラムが完了しました。 


r チェック 


再起動を促すダイアログボックスが表示さ 
れた場合は、画面の指示に従ってコン 
ピューターを再起動してください。 


璧定臂觀ヒ、プリン饨正常に肋作させる為には再起動)を行う必要があります。 
再起!^はフロッピィディスクを抜〇てください。 


... 取.、發卜 


[ (X 柳 I 


プリンターソフトウェアが正常にインストー 
ルされていることを確認する。 


カスタムインストールでインストールを行った場 
合、選択されたオプションによっては登録されてい 
るアイコンが異なります。 


□ [プリンタ]フォルダー内に 、 [NEC 

MultiWriter 213 0] アイコンが登録されている。 


»ブリンタと FAX 


E 回® 

ファイル®編集©表示⑼お'気に入り⑻ツ n 

〆 梭索 フォルダ 

3?ヘルプ (U) 

國， 

1ST 

アドレス®) ブリン处 FAX 


v 0 移動 


I I pa プリンタのインスト'-ル 

■ _ 印刷ジョブの表示 


1 


2 プリンタ—ソフトウェアのインスト—ル 
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— 〆 ェック 

Windows XP、Windows Server 2003 
をご使用の場合、プリンターソフトウェア 
をインストール後にプリンターケーブルで 
プリンターを接続す ると 「新しい八 ー ド 
ウェアの検出ウィザード」が表示されるこ 
とがあります。この時は、以下の 0 S の手順 
に従ってプリンタードライバーを再びイン 
ス I ルしてください。この場合、[プリン 
夕と FAX ] フォルダーに新たなプリンター 
アイコンは作成されません。 

手順は 「 USB インターフェース接続による 
インス!ル」 （31 ページ）の手順❶〜手 
順©を行った後に、以下の手順に従ってく 
ださい。 

6. [新しい八ードウェアの検出ウィザー 
ド]ダイアログボックスで[ディスク 
使用]をクリックする。 

7. プリンターソフトウェア CD - ROM を 
セットする。 

8. [フロッピーディスクからのインス 
I ル]ダイア□グボックスでファイ 
ルのコピー元を指定して、 [0 K ] をク 
リックする。ファイルの指定は、 CD - 
ROM ドライブ名、コロン （ ： ） 、円記 
号 （¥) に続けて 「 MW 21 30¥ DISK 4」 
と入力し、 [0 K ] をクリックします。 



9. [新しい八ードウエアの検出ウィザー 
ド]ダイアログボックスで[次へ]を 
クリックする。 

10■[八ードウエアのインス!ル]ダイア 
□グボックスで[続行]をクリックす 
る 0 



1.[新しい八ードウエアの検出ウイザー 
ド]ダイア□グボックスで[完了]を 
クリックする。 



□ タスクバーのトレイに、 [ PrintAgent システム]ア 
イコンが登録されている。 



□ スタートメニューの[すべてのプログラム]に 
[ MultiWriter 2130] というフォルダーが追加 
され、その下に PrintAgent 関連のアイコンが 
登録されている。 



r チェック 


Windows XP、Windows Server 2003 
以夕 I の場合は、スタートメニューの[プ□グ 
ラム]から確認することができます。 


□ スタートメ ニューの [すべてのプ □グラム] に 
[ PrintAgent 管理ツール]というフォルダーが 
追加され、[プリンター覧]が登録されている。 
(カスタムインストールでプリンター覧を選 
択した場合） 



□ スター トメ ニューの[すべてのプログラム]の 
下に [ PrintAgent リプリント 2] が登録されて 
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USB インターフェース接続によるインストール 

ここでは、 USB インターフェースでプリンターに接続したときのプリンターソフトウェアをインス!ルす 
る手順について説明します。パラレルインターフェースで接続した場合の「プラグ • アンド_プレイ」機能 
を使ったインス!ル手順については、活用マニュアルの「2章プリンターソフトウェアのインス!ル」 
を参照してください。 


Windows XP、Windows Server 2003日本 



ここでは 、 Windows XP 日本語版にプリンターソフトウェアをインス I ルする手順を例にとって説明し 
ます。 


〇 USB ケーブルを接続する。 

❷ MultiWriter 2130の電源を ON にする。 

0 コンピューターの電源を ON にする。 

Windows XP 日本語版を起動します。 

新しいハードウエアの検出画面が表示されます。 

〇 [一覧または特定の場所からインストールする（詳 
細） ] を選び、[次へ]をクリックする。 

このダイアログボックスが表示されながった場合、 
26 ページの『「インストールプログラム」からのイ 
ンストール』を行ってください。 

接続先のポート名は rusBxxx 」 になります。 



新しい八ードウエアの検索ウイザードの開始 

，トドウエアに必要な10トウ:[アをインストルしまず 


こ©ウィザ-| 
NECMul 


ドでは、 'Am- 
jltiWHter2130 


这紐離 


インストル方法を逞んでください。 

〇リ フトウIアを自觔的にインストールする(推奨)® 
® 二置ま駙特定の塌所からインストール朽 

続行するには、 d 欠へ]初リックしてくださ u 


匚 < 戻る i[ 




キャンセル | 


〇 [検索しないでインストールするドライバを選 
択する]を選び、[次へ]をクリックする。 


新し〇八ードウIアの按出ウィザード 


検索とインストール®オプションを透んでくださ〇〇 


通 


〇 次の塌所で•最適のドライノ泫検索する@ 

下のチ：[ックボックスを使って、リムーパブルメディアやローカルパスから検索できます。検索された最適のドラ 
イパがインストルされまも 

[3 リム-パブルメディア（フ□タピ' CD-ROM など〉を検索 (M) 

□次の埸所を含める®: 

[ ft ¥ し参照®~ I 


® 賒索し fc いで.、インストル寸るドライバ杏選折寸る®1 

猶时雛このオプションを難■隱_は、ハイウ 1 アに最: 


匚 < 戻 5® |[ 加 


キャンセル丨 


A(N)>^ | [ 


Q [プリンタ]を選び、[次へ]をクリックする。 


通 


ハードウ：[アの種類を逞択して D 欠へ]をクリックしてください。 

共通 A - ドウIアの種類㈣： 

S ネットワークサービス 

ネットワークブ□トコル 
嫌 パクテリ 

Sa ヒ1ーマンインターフェイスデバイス 
ぶブラヴアンドブレイではないドライパ 

_ブロ iz クサ 

a フ□ツビ“ディスクコント□-ラ 


匚 < 戻る(旦〉 i[ 次/ 


A<N) >^ | 匚 


キゃンセル I 


2 プリンタ—ソフトウェアのインスト—ル 


31 










































〇 [ディスク使用]をクリックする。 



〇プリンターソフトウェア CD - ROM をセツトす 
る。 

Q ファイルのコピー元を指定し、 [0 K ] をクリツ 
クする。 

ファイルの指定は、 CD - R 〇 M ドライブ名、コロン 
(:)、円記号 （¥) に続けて rMW 2130¥ DISK 4 J 
と入力します。 



© 使用するプリンター名を選び、[次へ]をクリツ 
クする。 

インストールを開始します。 



一 k チェック- 

以下の[八ードウェアのインス!ル]ダイ 
アログボックスが表示される場合がありま 
す。添付のプリンターソフトウェア CD - 
ROM に収録されているプリンターソフト 
ウェアは、弊社により動作を確認されてい 
ます。 


[続行]をクリックし、インス!ルを続行 
してください。 

なお、[インストールの停止]をクリックし 
た場合はインス I ルが中止されます。 



❿ [完了]をクリックする。 



これでプリンタードライバーのインストールは完 
了です。 


次に PrintAgent をインストールするには、『「イン 
ス I -ールプログラム」がらのインス!ル』の手 
順❻ （27 ページ）で[プリンタドライバをインス 
I ルしない。 ] を選んだ場合の手順に従ってイン 
ス I ルしてください。 
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Windows 


日本 



ここでは 、 Windows Me 日本語版にプリンターソフトウェアをインス!ルする手順を説明します 


〇 USB ケーブルを接続する。 

〇 MultiWriter 2130の電源を ON にする。 

〇コンピューターの電源を ON にする。 

Windows Me 日本語版を起動します。 

[新しいハードウェア]ダイアログボックスが表示さ 
れた後、[新しいハードウェアの追加ウィザード]が 
表示されます。 

〇プリンターソフトウェア CD - ROM をセットす 
る。 

& [適切なドライバを自動的に検索する]を選び、 
[次へ]をクリックする。 


加 D 新しい八ードウ： e アが見つかりました： 

MultiWHter 2130 

«て驟 fr 篇溫フ届微微 

(ま、モのメディアを挿入して、はへ]をクリ妁してください。 
オプション棚 R して傲い。 

C 逋切なドライパ杏白動的に検索 fS (推奨 K 沿 
r ドライパの埸所を指定する群しい知識のあ5方向け)⑤ 


次へ〉^]—キャンセル -I 



USB ドライバーのインストールが開始されます。 
このダイアロク'ボックスが表示されなかった場合 
は、次ページの「[新しいハードウエアの追加]ダイ 
アログボックスが表示されなかった場合」の手順を 
行った後、手順©からやり直してください。 

〇選択項目の中の[場所]が CD - ROM のドライブ 
でフォルダー名 rUSBDRVJ を選んで、 [ OK ] 
をクリックする。 


麻 1 BagttBigU 


ドウ I ア用のドライパが複数見つかりました。言語およ U デ ; W スが一致才るドライノ泫逞折してください。 


Q ：¥MW2130¥DISK2MMWhB.INF 

!：¥USBDRV¥I 


ベライパの日付 

7-30-2001 

7-30-2001 


キゃンセル」 


〇インストールされたことを確認し、[完了]をク 
リックする。 



令 


NEC Mul 刪 ter 2130 


ア 


7 ) イスに必要な逞択したリフトウ1ァがインスト 


< 戻！ ■(B 1 |[： 


〇 [適切なドライバを自動的に検索する]を選び、 
[次へ]をクリックする。 

このダイア□グボックスが表示されなかった場合、 
26 ページの『「インストールプログラム」からのイ 
ンストール』を行ってください。 

接続先のポート名は rusBxxxj になります。 


〉欠の新しいハードウ：[アが見つかりました： 
NEC MultiWHter 2130 



ハードウ: E アをサボ'-卜しているリフトウ: E アを自觔的に検索して、インス 
卜ールできま寸〇八ードウ: E アに付届のインストルメディアがある埸合 
は、そのメディアを挿入して、はへ]初リックしてく€さい。 

オプションを逞択してください。 

_1 體遐 I 删睡 111 :豐圈 

r ドライパの場所を指定する群しい知識のある方向け〉® 


く戻る@ j 次へ〉 kJ _キャンセル _( 


〇選択項目の中の[場所]が CD - ROM のルートを 
示しているドライバーを選択して、 [ OK ] をク 
リックする。 


八ードウ I ア用のドライパが褚数見つかりました。言語 te よ 0 デ / S イスが一致するドライノ後逞択してください。 


■ 旧(_腳哪暫羽 | 隱 ㈣ MV / 2130.1 NF ■ 

^NEC MultiWHter 2130 Q：¥MW2130¥DBK2¥OEML2595.IW 


OK 卜 I —キャンセル」 




2 プリンタ—ソフトウェアのインスト—ル 
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© プリンター名を確認し、[完了]をクリックす 
る。 

プリンタードライバーのインストールが開始されま 
す0 



❿ [完了]をクリックする。 

先に [ PrintAgent セットアップ]ダイアログボックス 
が表示されますが、ここでの手順を終了した後、次 
の手順へ進んでください。 



® PrintAgent をインストールする場合は [0 K ] 
をクリックする。 



このあとは27ページの手順©からと同じです。 
PrintAgent をインス I ルしない場合は、[キャンセ 
ル]をクリックし、インス!-ールを終了します。 


[新しいハードウェアの追加]ダイアログボックスが表示されなかった場合 

以下の手順を終了した後、再び USB ケーブルを接続する手順を行ってください。 


[コントロールパネル]フォルダーを開く。 

© [システム]アイコンをダブルクリックする。 

〇 [デバイスマネージャ]シートをクリックする。 

〇 [その他のデバイス]で？マークの [Multi 
Writer 213 0] を選択し、[削除]をクリックす 
る0 



0 USB ケーブルを取り外す。 

〇削除されたことを確認して、 USB ケーブルを 
接続する。 


34 















































Windows 98 日本 



ここでは 、 Windows 98日本語版にプリンターソフトウェアをインス!ルする手順を説明します。 


〇 USB ケーブルを接続する。 

〇 MultiWriter 2130の電源を ON にする。 

〇コンピューターの電源を ON にする。 

Windows 98日本語版を起動します。 

USB デバイス検出画面が表示されます。 

〇プリンターソフトウェア CD - ROM をセットす 
る。 

0 [次へ]をクリックする。 



次の新し0ドライパを桉索しています 
NEC Mul 册 iter2130 


〈戻 5® fa 


. 汶ベ . y _ キャンセル」 


このダイアログボックスが表示されながった場合 
は、前のページの「[新しいハードウェアの追加]ダ 
イアログボックスが表示されながった場合」の手順 
を行った後、手順©からやり直してください。 

〇 [使用中のデバイスに最適なドライバを検索 
する]を選び、[次へ]をクリックする。 



検索方法5逞択してく g さい。 

使聯 f バイス.に,通な.ドライ脚考狗(推奨〉 

r 特定の埸所にあるすべてのドライパの一覧を作成し、インス 
トールするドライパを逛択 t る 


<戻る®エ次へ〉 


〇 USB ドライバーの検索場所を指定し、[次へ] 
をクリックする。 

[検索場所]をチェックし、 CD - R 〇 M のドライブ名、 
f ¥ USBDRVJ を入力します。 



新しいドライパは、ハードドライブのドライバデー5ベースと、〉欠の逞択 
した埸所から検索されます。検索を閉始するには、 D 欠 A] をクリックし 
てください。 

「フ□ッビ-ディスクドライブ® 
r CD-ROM ドライブ© 

厂 Microsoft Windows Update(M) 

17 検索場所の指定 (U: 


|Q：¥USBDRV 


1 

参照®...」 


< 戻る® I 


〇デバイス名を確認し、[次へ]をクリックする。 


新しい八ードウ： E ア®逅加ウィザ'-ド 



)欠のデパイス用のドライバファイルを検索します八 


NEC Multi 髓 er 2130 


廳記醒溫敷で編】 

ドライパのあ5場所： 

D：¥USBDRV¥MWUSB.INF 


く戻5(旦 ） IsJ キゃンセル 


USB ドライバーのインストールが開始されます。 


Q [完了]をクリックする。 


ードウ： E ア©追加ウィザード 



令 


NEC Mul 鎌 iter 2130 


燹しいハ-ドウ I アデノ S イスに必要なリフトウ; r アがインストルされまし 


(j 


今 


2 プリンタ—ソフトウェアのインスト—ル 


35 

























































❿ [次へ]をクリックする。 

このダイアログボックスが表示されなかった場合、 
26ページの『「インス!ルプ□グラム」からのイ 
ンストール』を行ってください。 

接続先のポート名は fUSBXXXJ になります。 




次の新しいドライパを検索しています 
NEC MultiVWiter2130 

デバイスドライパは、ハードウェアデバイスが射)作するために必要なリ 
フトウエアで•す。 



キャンセル 


0 [使用中のデバイスに最適なドライバを検索 
する]を選び、[次へ]をクリックする。 



❿ [次へ]をクリックする。 



© プリンターの名前を確認して、[完了]をクリツ 
クする。 

プリンタードライバーのインストールが始まりま 
す。 



❿ [完了]をクリックする。 

先に [ PrintAgent セットアップ]ダイアログボックス 
が表示されますが、ここでの手順を終了した後、次 
の手順へ進んでください。 


© 選択項目の中から [ CD - ROM ドライブ]を 
チエツクして[次へ]をクリツクする。 




® PrintAgent をインストールする場合は [0 K ] 
をクリックする。 

このあとは27ページの手順©か6と同じです。 
PrintAgent をインス I ルしない場合は、[キャンセ 


ル]をクリックし、インス!-ールを終了します。 
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Windows 2000 日本 



ここでは 、 Windows 2000日本語版にプリンターソフトウェアをインス! -- ルする手順を説明します。 


〇 USB ケーブルを接続する。 

〇 MultiWriter 2130の電源を ON にする。 

〇コンピューターの電源を 0 N にする。 

Windows 2000日本語版を起動します。 

新しいハードウェアの検索ウィザード画面が表示さ 
れます。 

〇 [次へ]をクリックする。 

このダイアログボックスが表示されなかった場合、 
26 ページの『「インストールプログラム」がらのイ 
ンストール』を行ってください。 

接続先のポート名は rusBxxx 」 になります。 


新し ( AA -ドウ I アの検索ウイザードの開始 

ザ 17 デ 船 用のデ 船呀舰ン 



続行寸るには、 MA ] 奄勿叻してくたさ U 




キャンセル」 


&[デバイスに最適なドライバを検索する]を選 
び、[次へ]をクリックする。 


八ードウエアデバイスドライバ®インスト'-ル 

デパイスドライパは、八'-ドウエアデバイスがオペレーティングシステムで•正しく勒作 ts ように設定する 
リフトウ：[アブ□グラムです。 


次 ( D デパイスをインストルします 

昝不明 

■ 

さい0 

検索方法を逞択してくださ0。 

a r 服^ IS 調强検 索 fS 画 顆 
r このデバイスの既知のドライパを表示して、その一覧から逞択する® 


く戻る®」次へキゃン t ル」 


既に一度プリンタードライバーをインストールした 
コンピューターの場合 、 [NEC MultiWriter 213 0] が 
表示されます。 


〇 [場所を指定]を選び、[次へ]をクリックする。 

ドライバファイル©特定 ES 9 I | 

ドラィパファィルをどこで検索しま寸か？ 


細トドウIアデバイスのドライパファイルの検索 




こ®コンビ； L-$ 上®ドライパデ-$ベ-スおよ U 指定の検索塌所から適切なドライバを検索しま寸。 


険索塌所のオプション 

□ツビ-ディス 5 ドライブ®" 
WT CD-ROM F ラ石© 

定® 

ift Windows Update (M) 


W 埸所を指定®: 
r Microsoft Win 


< 戻る⑧;欠へ妙> _キャン t ル」 




〇プリンターソフトウェア CD - ROM をセツトす 
る。 

〇ファイルのコピー元を指定し、 [0 K ] をクリツ 
クする。 

ファイルの指定は、 CD - ROM ドライブ名、コロン 
( : ) 、円記号 （¥) に続けて 「 MW 2130¥ DISK 4」 
と入力します。 




瑪 


製适元のファイルのコビ-元®: 


|Q：¥MW2130¥D1SK4 


#PS(B)... J 


Q 内容を確認し、[次へ]をクリックする。 

インストールを開始します。 


次©デ y 彳イスのドライ/彳が検索されました： 


昝不明 

このデパイスのドライパが見つかりました0このドライパをインストルするには、 D 欠へ]初リックしてくださ 
い0 

^5^ e：¥mw2130¥disk4¥w2setup.inf 


巧 


キャンセル」 


2 プリンタ—ソフトウェアのインスト—ル 
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❿ [完了]をクリックする。 



[ 完7 


一チェック- 

[デジタル署名が見つかりませんでした]と 
メッセージダイア□グボックスが表示され 
る場合があります。添付のプリンターソフ 
トウェア CD - ROM に収録されているプリ 
ンターソフトウェアは、弊社により動作を 
確認されています。 

[はし、]をクリックし、インス!ルを続行 
してください。 

なお、[いいえ]をクリックした場合はイン 
ス I -ールが中止されます。 



これでプリンタ _ ドライバーのインスト _ ルは完 
了です。 

次に PrintAgent をインストールするには、『「イン 
ス I -ールプログラム」がらのインス!ル』の手 
順❻ （27 ページ）で[プリンタドライバをインス 
トールしない。 ] を選んだ場合の手順に従ってイン 
ス I ルしてください。 
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3 章 

臓のセツト 



この章では、 MultiWriter 2130で使用できる用紙、用紙のセット方法について説明します。 

MultiWriter 2130は給紙機構（ホッパー、 MP) をもつプリンターです。用途に合わせて使い分けてくださし、 



3 


用 

紙 

の 

セ 

ヅ 


MultiWriter 213◦では大量給紙をするのに便利なリレー給紙機能がご利用できます。ホッパー、 MP 、 増設ホッパー 
に用紙をセットし印刷中に用紙がなくなると、自動的に同じ用紙サイズで同じ方向に用紙がセットされている給紙先 
に切り替える機能です。設定手順については活用マニュアルをご覧ください。 



ホッパーに 



増設ホッパーに 


セツトする 


MP に 
セツトする 





42 ページ 参照 



活用マニュアル 



44 ページ 参照 
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用紙について 

ここでは MultiWriter 2130で使用できる用紙、用紙のセット方向について説明します。用紙をセットする前 
に必ずお読みになり、使用できる用紙を確認してがら印刷してください。 

使用できる用紙 

使用できる用紙の種類、サイズ、および枚数は以下の表のとおりです。用紙の規格、印刷範囲については付 
録「用紙の規格」 （91 ページ）を参照してください。 


給紙 口 

セツトできる用紙 

種類 

サイズ 

枚数 

標準ホッパー 

普通紙 5 " 1 (乾式 PPC 用紙） 

A 3、 B 4、 A 4、 巳 5、 A 5、 レター 

250* 3 

ラベル紙 

A 4、 B 4 

30 

MP 

普通紙* 1 (乾式 PPC 用紙） 

A 3、 B 4、 A 4、 巳 5、 A 5、 レター 

定形外用紙* 3 (100〜297 x 148〜 420 mm ) 

100* 3 

厚紙* 2 

— 

ラペル紙 

A 4、 B 4 

30 

はがき 

はがき、往復はがき 

30 

〇 HP フイルム 

A 4 

30 

封筒 

洋形 4 号（内カマス、のりなし） 

10 

増設ホッパ (250) 

普通紙* 1 (乾式 PPC 用紙） 

A 3、 B 4、 A 4、 B 5、 A 5、 レター 

250* 3 

増設ホッパ (500) 

普通紙* 1 (乾式 PPC 用紙） 

A 3、 B 4、 A 4、 レター 

500 * 3 


* 1 坪量64.0〜 81.4 g / m 2 (連量55〜 70 kg ) の用紙です。 
* 2 坪量 81.4 〜 128 g / m 2 (連量70〜11 0 kg ) の用紙です。 
* 3 坪量 64.0 g / m 2 (連量 55 kg ) の用紙を使用した場合です。 


用紙についての注意事項 

用紙をセットする前に以下の注意事項をお読みください。また、はがき、往復はがき、 OHP フィルム、ラべ 
ル紙、封筒、定形外用紙をセットする際の注意事項については47ページ〜48ぺージに記載していますので、 
併せてお読みください。 

• 次のような用紙への印刷は避けてください。ご使用になると印刷不良、紙づまり、プリンターの故 
障の原因となるおそれがあります。 

一無塵紙 

一裏写り防止用の白粉（ミク□パウダー）が塗布された用紙 
—熱で変質するインクを使った用紙、変質しやすい用紙 
ーカーボン紙、ノンカーボン紙、感圧紙、感熱紙、酸性紙 
一ざら紙や繊維質の用紙など、表面が滑らかでない用紙 
—ミシン目のある用紙、穴あき用紙 

—紙の表面に特殊コーティングした用紙、表面加工したカラー用紙 

ーシワがある、折れている、破れている、湿っている、ぬれている、長期間放置した、力ールし 
ている、静電気で密着している、貼り合わせてある、のりが付いているなどの用紙 
—ホチキス、クリップ、リボン、テープなどが付いている用紙 
-のりが付いている封筒 

一 熱転写プリンタ—、インクジェットプリンターで印刷した後の用紙 
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—次のような状態のラベル紙 

台紙全体がラベルで覆われていないもの、部分的に使用したもの、ラベルがはがれがかってい 
るもの、カールしているもの、表面にのりがしみ出ているもの 
—すでに一度印刷した用紙（プレ印刷された用紙やいわゆる裏紙も含む） 

再生紙、ラベル紙の使用については制限があります。添付の 「NEC サービス網一覧表」に記載の 
サービス窓□へお問い合わせください。 

はがき、往復はがき、封筒、 OHP フィルム、およびラベル紙の印刷品質は、規格を満たす普通紙の 
印刷品質より劣る場合があります。 


用紙のセツト方向 


標準ホッパー、 MP には A4 サイズの用紙を横置き、縦置きのどちらの方向でもセットできます。また、 MP 3 
には往復はがきを横置き、縦置きのどちらの方向でもセットできます* 1 。 

用 
紙 
の 
セ 

ヅ 



い0 
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ホッパーに用紙をセットする 

ホッパーがら印刷するには、標準カセットに用紙をセットします。用紙は坪量 64.0 g / m 2 (連量 55 kg ) の普 
通紙なら250枚までセットできます。 

要 

• ホッパーにセットする用紙は、両面とも印刷のされていない用紙をセットしてください。すでに一度 
印刷された用紙（プレ印刷された用紙やいわゆる裏紙）をホッパーにセットしないでください。一度 
印刷された用紙をセットして、その用紙の裏に印刷すると、印刷不良や給紙できなかったり、紙づま 
りを起こすばかりでなく、プリンターの故障の原因となる場合があります。 

• 標準カセツト前側のラバー部には手を触れないでください。給紙不良の原因となることがあります。 


r チェック 


• 標準カセツトを取り外す際は、軽くカセツトを持ち上げて取り外してください。 


用紙をセツトする際は、リフトプレートが下 
がっていることを確認してください。リフト 
プレートが完全に下がっていないと、標準力 
セツトをプリンターに取り付けることはで 
きません。下がっていない場合は、完全に下 
がるまで下に押してください。 

出荷時は用紙サイズ設定ダイヤルを [ A 4 ヨ 
コ]に設定しています。 


リフトプレート 



〇標準カセツトを両手で軽く上に持ち上げ、 
ゆっくりと取り外す。 



〇用紙カセツトカバーを取り外す。 



〇サイドガイド□ックレバーを押し上げてサイ 
ドガイドをスライドさせ、使用する用紙のサ 
イズに合わせる。 

サイドガイド 



〇エンドガイドをセットする用紙サイズに合わ 
せる。 

< B 5、 A 5、 A 4、 レターサイズの場合> 

エンドガイドの中央部をつまみながら、エンドガイ 
ドをスライドさせ、セツトする用紙サイズに合わせ 
ます。 
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< B 4、 A 3 サイズの場合 > 

① スライドカセットロックを左に動かし 
“ UNLOCK ” に合わせ、用紙カセットを引き伸 
ばした後、スライドカセットロックを右に戻し 
“ LOCK ” に合わせます。 

② エンドガイドの中央部をつまみながら、エンド 
ガイドをスライドさせ、 “ B 4” または “ A 3” 表 
示に合わせます。 


① 


〇印刷する面を上にして、エンドガイド側から 
用紙をそろえてセットする。 

用紙をセットした後は、サイドガイドを再セットし 
てください。 

- k チェック- 

• 包みから出した新しい用紙は、さばか 
ないでください。用紙をさばくと静電 
気が起きて紙づまりの原因になること 
があります。 

• 用紙は、エ 
ンドガイド 
の最大積載 
表爪 （ vj を 
越えないよ 
うにして 
セツトして 
ください。 

• 1つの用紙カセット内にサイズや質の 
異なる用紙をセットしないでくださ 
し)。 

• 用紙のつぎ足しは、しないでください。 




〇用紙サイズ設定ダイヤルをセツトした用紙サ 
イズに合わせる。 

=4重要 = 

セツトした用紙サイズと用紙サイズ設定ダ 
イヤルの表示を合わせてください。セツト 
した用紙サイズと用紙サイズ設定ダイヤル 
の表示が異なると紙づまりなどの障害の原 
因になることがあります。 



〇用紙カセットカバーを用紙カセツトの溝に合 
わせて取り付ける。 




3 


〇標準カセットを両手でゆっくり取り付ける。 

要 = 




用紙をセツトし終えた標準カセツトは、重 ツ 

くなっています。取り付ける際は標準力 卜 

セツトを両手で持ってプリンターに差し込 
んで < ださい。 



ペーパーサポートを引き出す。 

A 3、 B 4 サイズの場合、ペーパーサボートを引き出します。 

ぺーパーサポート 


A 3、 B 4 サイズ以外の場合は、そのままお使いください。 




残った用紙の保管方法 

残った用紙は変質を防ぐため、次のことに注意して 
正しく保管してください。 

• 用紙は包装してあった紙で包み直してください。 

• キャビネットの中など直射日光の当たらない、 
湿気の少ない場所に保管してください。 

• 用紙はしわ、折れ、カールなど癖がつかないよう 
に、平らな場所に水平にして保管してください。 
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MP に用紙をセツトする 

MP とは「マルチパーパス（多用途)」のことで、いろいろな種類の用紙をセットすることができる給紙機構 
を指します。 MP から印刷するには、 MP カセットに用紙をセットします。 MP カセットには普通紙やラベル 
紙をはじめ、厚紙、はがき、往復はがき、封筒、 OHP フィルム、定形外用紙をセットすることができます。 

MP カセットの容量は坪量 64.0g/m 2 (連量 55kg) の普通紙で約100枚です。はがき、往復はがき、 OHP フィ 
ルム、ラベル紙は約30枚、封筒は約10枚セットすることができます。 

重要 

• MP カセットにセットする用紙は両面とも印刷のされていない用紙をセットしてください。すでに一 
度印刷された用紙（プレ印刷された用紙やいわゆる裏紙）を MP カセットにセットしないでください。 

一度印刷された用紙をセットして、その用紙の裏に印刷すると、印刷不良や給紙できなかったり、紙 
づまりを起こすばかりでなく、プリンターの故障の原因となる場合があります。 

• MP カセットにレターサイズ、はがき、往復はがき、および封筒をセットした時は、 MP カセットの用 
紙サイズを操作パネルで設定する必要があります。詳細は活用マニュアルを参照して、 [MP] スイッチ 
で設定してください。また、異なる用紙サイズをセットした時にもそのつど操作パネルで設定を行っ 
てください。 

• MP カセツト前側のラバー部には手を触れないでください。給紙不良の原因となることがあります。 


r チェック ' 


• 厚紙、〇 HP を使用する際は、メニューモードの「ヨウシメニュー」-「ヨウシシュベツ」- 「MP ヨウ 
シシュべツ」でそれぞれ「アツガミ」、 「OHP」 に設定する必要があります。詳細は活用マニュアルを 
参照してください。厚紙は坪量8 1.4 〜128.0 g/nr^ (連量70〜110 kg) までセツトすることがで 
き•ます。 


• MP カセットを取り外す際は、軽くカセットを 
持ち上げて取り外してください。 

• 用紙をセットする際は、リフトプレートが下 
がっていることを確認してください。リフト 
プレートが完全に下がっていないと、 MP 力 
セットをプリンターに取り付けることはでき 
ません。下がっていない場合は、完全に下が 
るまで下に押してください。 


リフトプレート 



〇 MP カセットを両手で軽く上に持ち上げ、ゆつ 
くりと取り外す。 



〇用紙カセットカバーを取り外す。 
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0 サイドガイド □ックレバーを 押し上げてサイ 
ドガイドをスライドさせ、使用する用紙のサ 
イズに合わせる。 



〇エンドガイドを使用する用紙サイズに合わせ 
る。 

< B 5、 A 5、 A 4、 レターサイズ、はがき、封筒、往 
復はがきの場合> 

エンドガイドの中央部をつまみながら、エンドガイ 
ドをスライドさせ、セツトする用紙サイズに合わせ 
ます。 



< B 4、 A 3 サイズもしくは A 4 縦以上の定形外用紙の 
^ 〇 > 

①スライドカセットロックを左に動がしに 
“UNLOCK” に合わせ、用紙カセットを引き伸ば 
した後、スライドカセットロックを右に戻し 
“LOCK” に合わせます。 


②エンドガイドの中央部をつまみながら、エンド 
ガイドをスライドさせ、セツトする用紙サイズ 
の表示に合わせます。 



&印刷する面を上にして、エンドガイド側から 
用紙をそろえてセットする。 

A3 サイズ、 B4 サイズ、はがき、封筒は縦置きで、 
B5 サイズ、 A5 サイズ、レターサイズは横置きでセッ 
卜してください。 

A4 サイズ、〇 HP フィルム、往復はがきは縦置き、横 
置きどちらでも用紙をセットできます。 

用紙をセットした後は、サイドガイドを再セットし 
てください。 

- t チェック- 

• 包みから出した新しい用紙は、さばか 
ないでください。用紙をさばくと静電 
気が起きて紙づまりの原因になること 
があります。 

• 用紙は、エンドガイドの最大積載表示 
(▽) を越えないようにしてセットして 
ください。 

• 1つの用紙カセット内にサイズや質の 
異なる用紙をセットしないでください。 

• 用紙のつぎ足しはしないでください。 



• 出荷時は用紙サイズ設定ダイヤルを 
[A4 タテ]に設定しています。 

• ジョブセパレート機能による簡単仕分 
けをご利用にならない場合は、 [A4 夕 
テ]以外に設定してください。（ジョブ 
セパレート機能による簡単仕分けにつ 
いては活用マニュアル4章の「より進ん 
だ使い方」を参照してください。 


Q 用紙サイズ設定ダイヤルをセットした用紙サ 
イズに設定する。 

はがき、往復はがき、封筒、レターサイズ、定形外 
をセットした場合は、用紙サイズ設定ダイヤルの表 
示を「氺」に設定してください。 


用紙サイズ設定ダイヤル 
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要： 

セツトした用紙サイズと用紙サイズ設定ダ 
イヤルの表示を合わせてください。セツト 
した用紙サイズと用紙サイズ設定ダイヤル 
の表示が異なると紙づまりなどの障害の原 
因になることがあります。 


〇はがき、往復はがき、封筒、レターサイズを 
セツトした場合は、操作パネルで用紙サイズ 
を設定する。 


操作パネルの[印刷可]スイツチを押してがら、 [MP] 


スイッチを押して、用紙サイズを設定します。（操作 
パネルの詳細は活用マニュアル参照。） 


一 k チェック- 

• 用紙サイズ設定ダイヤルをあらかじめ 
「*」に設定していないと、 [MP] スイッ 
チによる用紙サイズ設定はできませ 
ん〇 

• 定形外用紙の場合は、用紙サイズ設定 
ダイヤルを「*」に設定してください。 


MP 



〇用紙カセットカバーを MP カセットの溝に合わせ 
て取り付ける。 



Q MP カセットを両手でゆっくり取り付ける。 



重要= 

用紙をセツトした MP カセツトは、重く 
なっています。取り付ける際は MP カセツ 
卜を両手で持ってプリンターに差し込んで 
ください。 


CE ) ペーパーサポートを引き出す。 

A3、 B4 サイズ、または A4 縦以上の定形外用紙の場 
合、ペーパーサポートを引き出します。 

ぺーパーサポート 



上記以外の場合、そのままお使いください。 



残った用紙の保管方法 

残った用紙は変質を防ぐため、次のことに注意して 
正しく保管してください。 

• 用紙は包装してあった紙で包み直してください。 

• キャビネットの中など直射日光の当たらない、 
湿気の少ない場所に保管してください。 

• 用紙はしわ、折れ、カールなど癖がつかないよ 
うに、平らな場所に水平にして保管してくださ 
い0 
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用紙をセツトする時の注意 

はがき、往復はがき 

要 

往復はがきは、折り返しや折り目がついているものを使用しないでください。折れた状態で MP カセツト 
にセツトすると、紙づまりの原因となるだけでなく、プリンターが故障するおそれがあります。 


• はがき、往復はがきに反りがあるときは、反りの幅が 
2 mm 以内になるように反りを直してください。反りが 
ある用紙を MP カセットにセットする場合は、反りの 
方向を直して（反っている凸面を下にして）セットし 
てください。 

• 印刷所で印刷を施された官製はがき（年賀状など）には裏写り防止用の白い粉が塗布されているこ 
とがあります。このプリンターでこのようなはがきへの印刷を繰り返すと、白い粉によりプリン 
ター内部の口ーラーの摩擦力が低下し、はがきがうまく送れなくなることがあります。このような 
はがきを使用するときは、印刷の前にはがきの両面についている粉を乾いた布などで軽く払ってく 
ださい。 




3 


用 

紙 

の 

セ 

ヅ 


• はがきをまとめて MP カセツトにセツトする場合は、はがきを十分さばいて 
がらセットしてください。 


• 印刷したはがきは、反りが 5 mm 以内になるように直してください。反りが大きいと郵便番号読取機 
の処理に不都合が生じます。 



• 往復はがきを MP カセットにセットする場合は、横置 
き、縦置きのどちらでもセットできます。横置き、縦 
置きにセットできる向きを、それぞれ右図に示しま 
す。操作パネルで設定する際にご注意ください。 



往復はがき横置き 



往復はがき縦置き 


OHP フイルム、ラベル紙 

• 〇 HP フィルム、ラベル紙は十分にさばいてがらセットしてください。 

• 〇 HP フィルムは使用環境、種類によっては静電気が発生し、正常に給紙できないときがあります。 
その際は、 MP に1枚ずつセットして印刷することをお勧めします。 

• ラベル紙は保管状態によっては反りが生じ、正常に給紙できないときがあります。その際は、反り 
を直して印刷してください。 


• ラベル紙への印刷は、ラベルの切れ目部分に文字やイラストががからない 
ようにしてください。 
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封筒 

= 要 

フラップ（封筒の折り返し部分）面には印刷をしないでください。紙づまりの原因となるだけでなく、プ 
リンターが故障することがあります。 


• 封筒は、洋形4号、内カマス、のりなしをご使用ください。ただし封 
筒の材質によりご使用になれない場合があります。 

• 封筒をセットする前に、封筒の束を平らなところへ置き、フラップ 
(封筒の折り返し部分）をきちんと折り曲げてフラップがはね上がら 
ないようにしてください。フラップをきちんと折り曲げない状態で 
セットすると、用紙サイズエラーになることがあります。 

• 封筒の両端を持って、十分さばいてがらセットしてください。 

• MP カセットにセットする場合は、印刷する面を上にして縦方向に 
セットしてください。 



定形外用紙 

= CT 重要 - 

形状が長方形以外の不規則な形状の用紙、角が直角でない用紙は正常な給紙ができません。紙づまりの原 
因となるだけでなく、プリンターが故障するおそれがあります。 


一馱チェック- 

Windows 擐境以外から印刷を行う場合、メニューモードの「用紙メニュー」で「テイケイガイヨウシ」 
を 「ON」 にする必要があります。詳細は活用マニュアルを参照してください。 


• 対応可能な用紙の厚み（坪量）は、定形用紙に比べて扱える範囲がせまくなる場合があります。定 
形外用紙を使用する場合は、事前に十分な試し印刷をして印刷動作を確認することをお勧めします。 

• 紙質、繊維目方向、プレ印刷、ホールパンチ、ミシン目などにより正常に印刷されない場合があり 
ます。 

• 種類、繊維目方向によっては印刷後大きく力ールするものがあります。 

• 印刷した用紙が正常にスタックされない場合があります。この場合はそのつど用紙を取り除いてく 
ださい。 
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この章では、アプリケーションがら印刷する手順、および定形外用紙に印刷する手順を説明します。また、 
本プリンターのもつ便利な機能を紹介します。 


Windows Server 2003をお使いのお客様へ 

Windows Server 2003をお使いのお客樹ま、 Windows XP の記述を Windows Server 2003に読み替えてくださ 
い0 


印刷手順 


アプリケーシヨンか5印刷する 


ここでは 、 Windows XP に付属されている日本語ワードプロセッサー「ワードパッド」を例にとって一般的 
な印刷手順について説明します 。 Windows Me、Windows 98 、 Windows 95 、 Windows Server 2003、 
Windows 2000、および Windows NT 4.0 の場合は多少画面の表示が異なりますが基本的な操作は同じです。 


[スタート]メニューからワードパッドを起動 
し、印刷したいデータを開く。 



〇 [ファイル]メニューの[印刷]をクリックする。 

@1 _集 (£> 表示⑽挿入 ( P 軎式 ( Q ) ヘルブ < jj ) 


新規妙... Ctrl+N 

Ctrl+O 

上番き保存迄） Ctrl+S 

名前を付けて保存达)... 


%® > 

% 

V 日本語 

V B / u 』 

•5- i *6* i *7- i *8* i '9 *i .10. 1 .11 


印刷ブレ£ュ ー M 
ページ設定 


送信®... 


ワードパッドの終了凶 


4 印刷するには 
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0 [ E |] 刷]ダイアログボックスの[プリンタの選択]に 
[NEC MultiWriter 213 0] が選択されているこ 
とを確認する。 

選択されていなければ、[プリンタの選択]から [NEC 
MultiWriter 21 3〇]を選択してください。 



Windows XP/Server 2003 



Windows 2000 

Windows Me、Windows 98 、 Windows 95、 Win ¬ 
dows NT 4 .〇の場合は、[プリンタ名]から [NEC 
MultiWriter 21 3〇]を選択してください。 



Windows Me/98/95、Windows NT 4.0 

〇必要に応じてプロパティダイアログボックス 
で印刷の詳細を設定する。 

プロパティダイアログボックスの開き方については 
次ページをご覧ください。 


&ページ範囲と印刷部数を指定して、 [0 K ] をク 
リックする。 

[ MOPYING 設定ウィンドウを表示する]が設定され 
ている場合は、この後 M 0 PYING 設定ウィンドウが 
表示されます。次の手順に進んでください。 

設定されていない場合は、印刷が開始されます。 

〇 [ M 0 PYING 設定ウィンドウを表示する]が設 
定されている場合は、複数ページレイアウト 
印刷などを設定し、[印刷開始]をクリックす 
る0 


印刷が開始されます。 



r チェック 


M 0 PYING 設定ウインドウは、アプリケー 
シヨンから印刷を行うごとに表示されま 
す。表示する必要がない場合は、「今後この 
ウインドウを表示しない」をチェックして 
ください。 
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Windows XP、Windows Server 2003、 Windows 2000、 Windows NT 4.0 の場合 


ブリンタの逞択 

m 霱 

ブリンタの追加 


状態：準備完了 
場所: 

ント： 

□ 77 イル A •出力® | 詳細設定 (BI | 

| プリン$の検索ぐ、 

「ページ範囡—— 

® すべて (L> 

" 逞択した部分(I) 現在のページ (U) 

部瞻： [1 _ ■ 

— 1 □部単位で.印刷 (0) 

〇 ペ-ジ指定(③：1 1-65535 
备 m のみか、またはべ-ジ範固のみを入力し 



印刷 (£〉 ] i キヤンセル ) 


[詳細設定]をクリックするとプロパティ 
ダイアログボックスが表示されます。 


I ■メイン用紙 ！ B 他し 


A 


^ A 4 

flA 4 


_ 圖 園 


マル秘 ユーザー 名 


NEC 


——ネ复数ページレイアウト 

配蛋 

_ベ'-ジ数必11べ-ジ—1べ-ジ 浼| 

圓-境界碑 1 :逆なし_ 

_ / 


功 


:，逆 n 型 y 
：)N 型⑽ 


=7 


[ 設定-⑽ I 


[ 初期値に戻，迫）] 


^ ] I キャンセル j [ ヘルブ 


各シートをクリックして設定しま 
す。 

* Windows NT 4.0 の場合は[印刷] 
ダイアログボックスの画面イメ _ジ 
が多少異なります。 


[ かんたん設定の登録と削除]ダイアログボックス 


圍 I 


圖 國 


_ #鳞 a 園 


[プリンタと FAX ] フォルタ'—からプ□パ 
ティダイアログボックスを開いた場合 
に、[メイン]シートの[登録と削除]ボタン 
をクリックすると「かんたん設定」の登 
録が行えます。「がんたん設定」とは、よ 
<使う印刷設定をあらがじめ登録してお 
ける機能です。詳細は活用マニュアルま 
たはヘルプをご覧ください。 

ノ 


Windows Me、Windows 98、 Windows 95 の場合 



[プロパティ ] をクリックするとプロパティ 
ダイアログボックスが表示されます。 



印刷の詳細設定（プロパティダイアログボックスの開き方) 


印刷の詳細設定はプロパティダイアログボックスで行います。設定内容などの詳細については各プロパティ 
ダイアログボックスのヘルプをご覧ください。以下は、アプリケーションメニューからプロパティダイアロ 
グボックスを開いた例です。 


各〇 S とも、プロパティダイアログボックスはアプリケーションのメニューから開く方法と[プリンタと FAX ] フォル 
ダー (Windows XP、Windows Server 2〇〇3以外は[プリンタ]フォルダー)から開く方法があります。 

アプリケーションメニューがら開いた場合は、一般的にそのアプリケーションでのみ有効な設定になります。また、 
[プリンタと FAX ] フォルダー （Windows XP、Windows Server 2〇〇3以外は[プリンタ]フォルダー）がら開いた 
場合は、すべてのアプリケーションの基本設定になります。 




0® 


4 印刷するには 
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MOPYING 設定ウィンドウを使って印刷する 


本プリンターのプリンタードライバーには、より快適に M 〇 PYING するために、 M 〇 PYING 設定ウィンドウ 
があります。 M 〇 PYING 設定ウィンドウを使って印刷する場合は以下の手順を行ってください。 

Step 1 MOPYING 設定ウィンドウを有効にする 
Step 2 MOPYING 設定ウィンドウを使って印刷する 

- t チェック- 

MOPYING 設定ウィンドウは一部のアプリケーションにのみ対応しています。対応アプリケーションや使 
用する際の注意事項などについては、プリンタードライバーのヘルプ、または添付のプリンターソフトウ 
エア CD - ROM に収録されている 「¥ MW 2130 ¥ Diskl ¥ D 「 ive 「 s . txt 」 をお読みください。 


Step 1 MOPYING 設定ウインドウを有効にする 


〇 [プリンタと FAX ] フォルダーを開く。 

Windows XP、Windows Server 2003以外の場合 
は、[プリンタ]フォルダーを開きます。 

© [NEC MultiWriter 213 0] アイコンをクリツ 
クする。 


〇 [ファイル]メニューの[印刷設定]*をクリツ 
クする。 

プロパティダイアログボックスが表示されます。 



* Windows Me/98/95 の場合は[プロパティ] 

Windows NT4.0 の場合は[ドキュメントの既定値] 

〇 MOPYING 設定を有効にする。 


< Windows XP /2000 /NT 4.0 の場合〉 

[その他]シートをクリックします。 

[拡張機能]の下の [MOPYING 設定ウィンドウ]を選 
び[表示する]を選択し、[〇 K ] をクリックします。 



く Windows Me /98/95 の場合〉 

[ 補助機能]シートを開きます。 [ 印刷開始時に 
M 〇 PYING 設定ウィンドウを表示する]をチェック 
し、[〇 K ] をクリックします。 
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Step 2 MOPYING 設定ウインドウを使って印刷する 


〇アプリケーションの[ファイル]メニューで[印 
刷]をクリックし、[印刷]ダイアログボックス 
を開く。 

〇 [印刷]ダイアログボックスの [ ED 刷]をクリッ 
クする。 



状態：準備完了 
塌所： 

コメント： 

ページ範囡 
® すべて (U 
，ン逞択した部分® 


□ファイルへ出力® [ 詳細設定® 


〇 ページ指定 (©: 11-65535 

ページ番号のみか、またはページ範囲のみを入力し 

てください。例: 5-12 


I ブリン⑽検索®… I 

部数|1 ■ 

□部単位で印刷©) 


][ キャンセル II : 


MOPYING 設定ウィンドウが表示されます。 


© 複数ページレイアウト印刷などの設定をし、[印 
刷開始]をクリックする。 


丁合い: ON 
ジョブセパレ'-卜: ON 
リブ 1 J ント: ON 


CjA 4 


A 


部数® 


褚数ベージレイアウト 


圖ページ数®: IIページ— 1 ページ v| 

_境界線(级I 


F ~I 逆 Z 卿 

j I 。迸卿』 

: N ^( K ) 


NEC 


□今後、こ (D ウィンドウ奄表示しない0? 


印刷が開始されます。 


設定を解除する 

M 〇 PYING 設定ウィンドウの表示を無効にする手順を説明します。 


〇 52ページの手順❶〜❸を行い、プロパティダ 
イア□ク'ボックスを開く。 

〇 MOPYING 設定を解除する。 

< Windows XP /2000 /NT 4.0 の場合〉 

[その他]シートをクリックします。 

[拡張機能]の下の [ MOPYING 設定ウィンドウ]を選 
び、[表示しない]を選択し、[〇 K ] をクリックします。 

ftm l _ 


^ 印刷*度く 音 il> 

3 a フォント 

Q TrueType フォント星捵< 有効に寸る〉 

: <5> OCRS； 宇の文宇ビッチ<固定しない> 
<4> 文宇の表現く 標準(ヴレ-スケール >> 
d 4 拡張糊能 

@印刷位蚩微調整 

EQ 棟作バネル表示く NE。Corporation〉 


□ フォームく 無効(こす S > 
< S > 用紙サイズエラべ 検出: 


its> 


〆 ヒ liTIV ' ...' — ェ ‘ I り,.少いノ 


@ 1編 關 dMM—IH 

® 自釣切替■能 使用しない 

^フリン9栢抑)取符 


r MOPYING 設定ウィンドウ (M> — 


NEC 


j I キゃン咖 ] I 適用®^ 11 ヘルプ ] 


く Windows Me /98/95 の場合〉 

[ 補助機能]シートを開きます。 [ 印刷開始時に 
MOPYING 設定ウィンドウを表示する]のチェック 
を外し、[〇 K ] をクリックします。 



r チェック 


この手順以外でも MOPYING 設定ウイン 
ドウが表示されているときに、[今後、この 
ウインドウを表示しない]をチェックする 
ことにより、 MOPYING 設定を無効にする 
ことがでぎます。 


4 印刷するには 
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定形外用紙に印刷する 


定形外用紙（ユーザー定義）の用紙に出力するには、以下の手順を行ってください。 

Step 2および Step 3は、 0 S ごとに説明します。 

Step 1定形外用紙をセツトする（詳細は 3 章を参照してください。） 

Step 2定形外用紙（ユーザー定義）の用紙サイズを設定する 
Step 3定形外用紙（ユーザー定義）の用紙サイズで印刷する 

要 

MP カセツトに定形外の用紙をセツトする場合はあらかじめ使用できる用紙の種類、用紙サイズを確認し 
ておいてください。用紙については付録の「用紙の規格」 （91 ページ）をご覧ください。 

MP カセットにセツトできる用紙サイズは、幅100〜 297 mm 、 高さは148〜 420 mm です。 


Step 1定形外用紙をセットする 

—チェック- 

定形外用紙をセツトする際、3章の「用紙をセツトする時の注意」 （47 ページ）を参照して用紙をセツト 
してください。 


〇 MP カセツトに用紙をセツトする。 

手順は、3章の 「 MP に用紙をセツトする」 （44 ペー 
ジ）を参照してください。 


0 MP カセットの用紙サイズ設定ダイヤルを「* *」 
(アスタリスク）に設定する。 

このとき、操作パネルの [ MP ] スイッチによる用紙サ 
イズ設定は必要ありません。設定は無効になります。 


Step 2定形外用紙（ユーザ定義）の用紙サイズを設定する 


定形外用紙の用紙サイズをユーザー定義サイズとして、次の手順で設定します。各〇 s ごとに説明します。 

— k チェック- 

新しい用紙サイズを作成する場合の幅、高さは、プリンターにセットできる用紙サイズ内の大きさ（幅 
100〜 297 mm 、 高さ148〜 420 mm ) を設定してください。プリンターにセットできる用紙以外の大 
きさを設定した場合は、その用紙は使用できません。 


• Windows XP、Windows Server 2003 、 Windows 2000 、 Windows NT 4.0 の場合、複数の用紙 
サイズ（ユーザー定義サイズ）を追加することができます。 

• Windows Me、Windows 98 、 Windows 95の場合、設定できる用紙サイズ（ユーザー定義サイ 
ズ）は一種類のみです。 
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く Windows XP / 2000 /NT 4.0 の場合〉 

〇 [プリンタと FAX ] フォルダーを開く。 

Windows XP 以外の場合は、[プリンタ]フォルダー 
を開きます。 

〇[ファイル]メニューから[サーバーのプロパ 
ティ ] をクリツクする。 

〇 [用紙]シートを開く。 

〇 [新しい用紙を作成する]をチェックして、任意の 
用紙名、用紙サイズを入力し、[用紙の保存]を 
ク 1 J ツクする。 


—”エック- 

プリンターにセットできる用紙サイズ内の大 
きさ（幅100〜 297 mm 、 高さ148〜 
420 mm ) を設定してください。 


〇ボックスに新規作成した用紙名が追加された 
ことを確認して[閉じる]または [0 K ] をクリツ 
クする。 



Windows XP、Windows 2000 



Windows NT 4.0 

これで新しい用紙サイズが追加されました。 


く Windows Me /98/95 の場合〉 

〇 [プリンタ]フォルダーを開く。 

〇使用するプリンターのアイコンをクリックす 
る。 

0 [ファイル]メニューの[プロパティ ] をクリックす 
る。 

[プロパティ ] ダイアログボックスが表示されます。 

〇 [用紙]シートを開き、[用紙サイズ]ボックスか 
ら[ユーザ定義]を選ぶ。 


—”エック- 

[ユーザ定義]を選択すると給紙方法で[ホッ 
パ]は選択できません。 



〇 用紙の[幅]と[長さ]を入力し、 [ ok ] をクリツ 
クする。 


— k チェック- 

プリンターにセットできる用紙サイズ内の大 
きさ（幅100〜 297 mm 、 高さ148〜 
420 mm ) を設定してください。 


幅®: [iOHl mm [100.0 〜 297.0] 


長さ ( L 〉: 1297.0 mm [148.0 ~ 420.0 ] 


ーキャンセル | 標準に戻す®」 


〇 [ OK ] をクリックし、[プロパティ]ダイアログ 
ボックスを閉じる。 

これでユーザー定義の用紙サイズが設定できまし 
た0 
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Step 3 定形外用紙（ユーザ定義）の用紙サイズで印刷する 


く Windows XP / 2000 /NT 4.0 の場合〉 


< Windows Me /98/95 の場合〉 


〇アプリケーションの[ファイル]メニューで[印 
刷]をクリックし、[印刷]ダイアログボックス 
を開く。 

アプリケーションによっては、この手順後に[印刷] 
ダイアログボックスの[詳細設定]または、[プロパ 
ティ ] をクリックします。 

〇 [用紙]シートを開き、[用紙サイズ]ボックスか 
ら、 Step 2 で追加した用紙サイズを選択する。 

- k チェック- 

• 定形外用紙を選択すると給紙方法で 
[ホッパ]は選択できません。 

• 坪量81 ,4 g / m 2 (連量 70 kg ) を超える 
用紙の場合[用紙種類]ボックスで[厚紙] 

を指定してください。 


〇アプリケーションの[ファイル]メニューで[印 
届!!]をクリックし、[印刷]ダイア□ク'ボックス 
を開く。 

0 [プロパティ ] をクリックする。 

© [用紙]シートを開き、[用紙サイズ]ボックスか 
ら、[ユーザ定義]を選択する。 


一 K チェック- 

•[ ユーザ 定義]を選択すると給紙方法で 
[ホッパ]は選択できません。 

• 坪量81 ,4 g / m 2 (連量 70 kg ) を超える 
用紙の場合[用紙種類]ボックスで[厚紙] 
を指定してください。 


0 [給紙方法]と[用紙種類]を指定する。 

〇印刷部数を指定し、[印刷](または [0 K ]) を 
クリックする。 


印 a 設定 fTifx ] 



Jy ] f キゃンゼル 11 ヘルフ | 


〇 [給紙方法]と[用紙種類]を指定する。 

& [ユーザ定義]ダイアログボックスで[幅]と[長 
さ]を確認し、 [0 K ] をクリックする。 


〇印刷部数を指定し、 [0 K ] をクリックする。 



MP カセットから給紙する場合について 

MP カセットから定形外用紙の印刷を行う場合、プリンターの電源投入後、初めて定形外用紙をセットし、印刷を行 
うと、 「 MP テイケイガイホキユウ」のアラームが表示されます。この時、 MP カセットの用紙が定形外用紙であ 
ることを確認して、[印刷可]スイッチを押してください。印刷が再開されます。 

また、次回異なる用紙サイズの定形外用紙の印刷を行った場合、もしくは、プリンターの電源を再投入した後、定形 
外用紙の印刷を行った場合は、 MP カセットの用紙確認のため、プリンターは 「 MP テイケイガイホキユウ」の 
アラームを表示します。[印刷可]スイッチを押して、印刷を再開してください。 
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機能の紹介 

前に説明した以外にも本プリンターにはいろいろな機能があります。様々な機能を組み合わせて M 〇 PYING 
したり、ネットワーク環境で MultiWrite 「を一元管理することなどができます。ここではその便利な機能に 
ついて紹介します。各機能の詳細、および設定方法については添付のプリンターソフトウェア CD - R 〇 M に 
収録されている活用マニュアルの「より進んだ使い方」またはヘルプをご覧ください。 

PrintAgent の便利な機能 


4 


印 

刷 

す 

る 

に 

は 


機首巨 

機能の説明 


リプリントする 

PrintAgent リプリント2を使用して、一度印刷した文書をアプリ 
ケーションを起動せず再印刷します。 


文書を結合する 

PrintAgent リプリント2を使用して、一度印刷した別々の文書を自 
由に組み合わせたり、結合したりして印刷します。 


「 PrintAgent 」 ツールバー 

ボタン操作で PrintAgent の機能を表示させることができます。 


プリンターの状態や印刷状況を見る 

プリンタステータスウィンドウを使用して、プリンターの状態をパ 
ソコンで確認することができます。 

a , 

プリンターを自動切り替えする 

グループプリンタを使用して、自動的に空いているプリンターから 
印刷します。 


パソコンから電源を入れる 

パソコンからプリンターの電源を入れます。 

繾 

保守情報をメール通知する 

プリンターの保守情報を管理者にメ _ルで通知します。 

像 

印刷履歴状況を出力する 

プリントサーパーで管理している印刷履歴の状況を PrintAgent か 
ら出力します。 

酿 

ブラウザ—でプリンタ_の状況を見る 

ブラウザーを使用して、プリンターの状態をバソコンで確認するこ 
とができます。 

□曝 

プリンタ_ドライバ_をバージョンアツプする 

すでにインストールされているプリンタードライバーを CD-ROM 
やネットワークからバージョンアップできます。 


プリンタードライバーの便利な機能 


機首巨 

機能の説明 

設定するシート 

Windows XP、Windows Server 2003、 
Windows 2000 、 Windows NT 4.0 

Windows Me、Windows 98 、 Windows 95 

複数ページ印刷する 

複数のページを1枚の用紙に印刷します。 

[メイン]シート 

[レイアウト]シート 

仕分け印刷する 

ジョブセパレート、丁合い、電子ソートを使用し 
て、出力した用紙を仕分けします。 

[メイン]シート、[用紙]シート、[プリ 
ンタの設定]シート 

[用紙]、[出力制御]、[プリンタの構成] 

拡大 • 縮小印刷する 

用紙の大きさを変えたり、変えないで、拡大•縮 
小印刷します。 

[用紙]シート、[プリンタの設定]シート 

[用紙]シート 

よく使う設定を登録する 

かんたん設定を使用して、よく使う設定を登録し 
ておきます。 

[メイン]シート 

- 

印刷位置をずらす 

印刷する位置を任意の位置にずらして印刷しま 
す。 

[その他]シ 卜 

[レイアウト]シート 

スタンプを押す 

各ページに任意のスタンプを押します。 

[メイン]シート 

[レイアウト]シート 

ヘッダ_ . フッタ_をつける 

ユーザー名や日付などをヘッダーまたはフッター 
として印刷します。 

[メイン]シート 

[レイアウト]シート 

〇 HP の間に紙を挟む 

〇 HP シートとの間に任意の紙を挟み込みます。 

[用紙]シート 

[用紙]シート 

ページ単位で給紙先を変更する 

ページ毎に給紙先を選択します。 

[用紙]シート 

[用紙]シート 

ユーザー名を表示する 

プリンターの操作パネルに利用中のユーザー名を 
表示させます。 

[その他]シ 卜 

[補助機能]シート 
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プロパティシートの説明 

MultiWriter 2130のプリンタードライバーには、様々な機能を利用するために複数のプ□パティシートが用 
意されています。表示されるプ□パティシートは〇 S によって異なります。ここでは、アプリケーションの 
メニューから表示した場合の各プロパティシートについて説明します。詳しくは、プリンタードライバーの 
ヘルプや活用マニュアルの「より進んだ使い方」を参照してください。 


タブをクリックすると、 
そのシートが表示されま 
す0 



OS 

シー ト名 

説明 


[メイン] 

複数印刷、仕分け方法、リプリント、かんたん設定、スタンプ、 
ヘッダー/フッター、丁合いを設定するシートです。 

Windows XP 、 

Windows Serve 2003、 
Windows 2000、 

[用紙] 

用紙サイズや種類、印刷部数、給紙方法、印刷向き、出力方法を 
設定するシートです。 

Windows NT 4.0 

[その他] 

網かけのパターン、ハーフトーンカラーの調整、印刷の品質や濃 
度、フォント、印刷位置などの設定やプリンターの最新情報を取 
得する（双方向通信時）シートです。 


[用紙] 

用紙のサイズ、給紙方法、印刷向きを設定するシートです。 


[出力制御] 

仕分け方法、リプリント、丁合いを設定するシートです。 


[レィアウト] 

複数印刷、印刷位置、スタンプ、ヘッダー/フッターを設定する 
シー トです。 


[ヴラフィツクス] 

グラフィックの解像度、濃度、描画方法などを設定するシートで 
す。 


[フォント] 

フォントについての設定を行うシートです。 

Windows Me 、 

Windows 98、 

Windows 95 

[印刷品質] 

印刷の濃度、従来互換の印刷範囲の使用などを設定するシートで 
す。 


[フォーム] 

フォーム印刷を行うかどうかを設定するシートです。 


[補助機能] 

印刷中に ユーザー 名や任意の文字をプリンターの操作パネルに 
表示するかどうか、 MOPYING 設定ウィンドウを表示するかどう 
かを設定するシートです。 


[プリンタの構成] 

プリンターにホッパーやメモリーのオプシヨンを増設した場合 
に設定するシートです。 


[プリンタの状態] 

印刷しようとしているプリンターの名前、解像度メモリ、現在の 
構成が表示されます。 
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日常の保守 



この章では、日常の保守として消耗品の交換およびプリンターの清掃について説明します。清掃は、本プリ 
ンターを正しく動作させるために定期的に行うことをお勧めします。 

EP カートリッジの交換 

ディスプレイが“ 76トナーナシ EP コウカン”または“ 89 EP ジュミヨウ EP コウカン”と表示 
し、トナーランプが点灯したら、 EP カートリッジの交換時期です。ディスプレイが“89 EP ジュミヨウ 
EP コウカン”と表示した場合、 EP カートリッジを速やかに交換してください。 


交換する前に 


ディスプレイが“ 76トナーナシ EP コウカン”と表示した場合、交換する前に使用中の EP 力ートリッ 
ジをプリンターから取り出し、トナーが均一になるようにゆっくり 
と振ってください。取り出し方については 「 EP カートリッジの交 
換手順」 （61 ページ）を参照してください。 

もう一度セットしてトナーランプが消灯すれば、まだしばらく、そ 
の EP 力ートリッジを使用することができます。それでもトナーラ 
ンプが点灯したままなら、新しい EP 力ートリッジに交換します。 

重要 

EP 力一トリッジの取っ手を持たないよう、図のように両端部をやさしく持ってゆっくり振ってください。 

EP カートリッジを激しく振ると、落下や0 PC ドラムにキズがつくおそれがあります。 

新しい EP 力一トリッジに交換する場合は、保護シャッターを止めているテープをはがさずに振ってくだ 
さい0 


トナーランプ点灯前でも、印刷が薄くなったり、部分的に印刷が抜けるような場合は EP カートリッジを取り 
出してゆっくり振り、トナーを均一にしてください。 



5 日常の保守 
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EP 力一トリツジの回収と購入 


回収について 

ご使用済みの NEC 製 EP 力ートリツジは地球資源の有効活用を目的 
として回収し、再利用可能な部品は再利用しております。 

ご使用済みの NEC 製 EP 力ートリツジは捨てずに、 EP 力ートリツジ 
回収センターに直接お送りいただくか、お買い上げの販売店、また 
は添付の 「 NEC サービス網一覧表」に記載されているサービス施設 
までお持ち寄りください。なお、その際は EP 力ートリツジの損傷 
を防ぐため、ご購入時の梱包箱に入れてください。 

• EP 力ートリツジ回収に関する Web ページ 

「ECOLOGY ^TECHNOLOGY 」 

URL : http://www.nec.co.jp/eco/ja/recycle/ep_recycle.html 



購入について 

新しい EP カートリッジは、本プリンターをお買い求めになった販売店、または添付の 「 NEC サービス網一 
覧表」に記載されているサービス施設などでお求めになれます。 

要 

このプリンターは、純正の EP カートリッジを使用時に印刷品質やプリンター性能が最も安定するように 
設計されています。純正品と異なる仕様の EP 力一トリッジを使用された場合、プリンター本来の性能を 
発揮できない場合がありますので、 EP 力一トリッジは純正品のご使用をお勧めいたします。 

お買い求めの際には次の 「 EP 力一トリッジの種類」をよくご覧になり、ご使用のプリンターに対応した 
EP カートリツジをお選びください。 


EP カートリッジの種類 

MultiWriter 2130でお使いになれる EP カートリッジは以下のとおりです。購入した時に添付されている EP 
力ートリツジは、 PR - L 2300 -11 (相当品）です。 



EP 力一トリッジ（型番 PR-L 2300 -11) 

印刷可能ページ数は約6,00◦枚です。 

EP 力一トリッジ（型番 PR-L 2300 -12) 

印刷可能べージ数は約12,000枚です。 


— k チェック- 

• 各 EP 力一トリッジの1個あたりの印刷可能ページ数は A 4 用紙サイズに画像面積比5%の印刷を行つ 
たときの値です。 （62 ページ参照） 

• 印刷用紙サイズ、画像面積比、印刷濃度設定などの印刷に関する設定の要因によって、印刷可能ペー 
ジ数は異なります。 
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EP カートリッジの交換手順 


△注意 


電源スイッチを〇 FF にした直後は、定着ユニット周辺、プリンター内部の金属部、および EP 
カートリッジの取っ手は高温になっている場合があります。やけどをするおそれがあります 
ので、十分に冷めてから取り扱ってください。 

EP カートリッジを絶対に火の中に投げ入れないでください。残留しているトナーの粉じん爆 
発により、やけどをするおそれがあります。 

床などにこぼしたトナーは、ほうきで掃き取るか、固く絞った布などでふき取ってください。 
掃除機でトナーを吸い取ると、吸い取ったトナーが掃除機の内部で粉じん発火 • 爆発するお 
それがあります。 


〇電源スイッチを OFF にする。 

電源ランプが消灯します。 



〇 左右のフロントユニット開閉レバーを押しな 
がら手前に引いて、フロントユニットをゆつ 
くり開ける。 

フロントユニットが開いて止まります。 



0 トップカバーの左右を持ち、ゆっくり開ける。 



〇左右の取っ手を図のように持ち、使い終わっ 
た EP カートリッジを引き出す。 

EP 力一トリツジは、手前に引き出せば簡単に取り出 
せます。 


cT 動 


トナーで手や衣服を汚さないように気をつ 
けてください。万一、トナーが手や衣服に 
ついた場合は、水で洗い流してください。 



NEC 製 EP カートリツジは地球資源の有効活用を目的 
として回収し、再利用可能部品は再利用しておりま 
す。 EP カートリツジの回収については6◦ページをご 
覧ください。 


〇 新しい EP 力一トリッジを1章の「5 EP 力一卜 
リッジを取り付ける」 （13 ページ）に従って取 
り付ける。 

〇電源スイッチを ON にする。 

〇テスト印刷を実行する。 

1章の「8テスト印刷をする」 （18 ページ）に従って 
印刷が正しく行われることを確認してください。 


5 日常の保守 
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EP カートリッジの寿命 

MultiWriter 213◦に添付されている EP カートリッジ （ PR - L 2300 -1 1相当品）の寿命は、 A 4 用紙で画像面 
積比率 （1 ページ中の黒い部分の面積と印刷範囲の面積との比率）約 596 の連続印刷を行ったとき、約6,0〇〇 
枚 ( PR - L 2300 -11 使用時も同等)になります。また、 PR - L 2300 -12 使用時は約12,000枚になります。 

以下は、画像面積比率約 596 を目安とした文書例です。 


EP カートリツジの寿命について 


本プリンタの'消耗品の 「 EP カートリッジ」には寿命6 0 0 0枚 （ A 4、 画像面積比5%)のものがあ 
ります。 

ここで画像面積比5 %の意味及び EP カートリッジの寿命について説明します。 

従来、シリアル系ドットインバクトプリンタ、熱転写プリンタ等においては、テ肖耗品であるイン 
クリボンの寿命は「何文字」という表現をしていました。これに対し、本プリンタの様なページプ 
リンタにおいては、「何枚」という単位で表現されています。 

この様に、表現が「文字数」から「枚数」に変化した理由は、 

① ページプリンタにおいては、処理の単位がページ単位であること。 

② ①にも関連して、グラフィック等、文字数では十分把握できない様な印刷を行うケース 
が増えてきている。 

の2つが考えられます。 

EP カートリッジの寿命を決定するものの1つに、その EP カートリッジ内部に収納されている卜 
ナーの量があります。トナーをすべて消費してしまえば EP カートリッジの寿命となります。（これは 
従来のインクリボンにおいてインクがなくなるまでをリボンの寿命と呼んだのと同じことです）。 

従って「枚数」で寿命と考えるときは、1ページの中でどれくらいのトナーを消費しているかと 
いうことが問題となります。 

1ページ中の印刷領域（印刷用紙の上下左右端から各々5_の部分を除く領域）に黒い部分がど 
の位の割合であるか表したものが画像面積比です。1ページの中に印刷が全くない状態が0%、印 
刷領域全域が真っ黒にすべてのドットを埋め尽くした状態が10 0 %です。 

この画像面積比によりカートリッジの寿命は長くも短くもなります。このことから「画像面積比 
何％のときに寿命が何枚」という表現をします。従って、印刷する内容の画像面積比が5 %より高 
い場合、6 0 0 0枚印刷する前に EP カートリッジの寿命となる場合があります。 

なお、この印刷サンプルが画像面積比約5%®当の目安となります。 


画像面積比5%の印刷例 


— k チェック- 

• EP カートリッジの寿命は画像面積比率、印刷用紙サイズ、両面印刷などの印刷条件によって異なりま 
す。 

• 画像面積比率は、お使いのコンピューターの環境 （ OS 、 アプリケーション、使用フォントなど）に 
より変化します。 
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清掃 

MultiWriter 2130を正しく動作させるためには、図に示す箇所を定期的に、あるいは必要に応じて清掃する 
ことをお勧めします。 


清掃箇所と清掃時期 


清掃する箇所と清掃時期について示します。 


プリンター表面 



清掃には、糸くずの出ない乾いた柔らかい布を用意してください。清掃用にクリーニングキットを別売して 
います。 

重要 

プリンターの清掃手順については、活用マニュアル（電子マニュアル）をご覧ください。 


クリーニングキット（型番 PC - PR 601-14) 



5 日常の保守 
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メ モ 
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この章では、「故障がな？」と思ったときの症状を以下の項目に分けて、原因と処置方法を説明します。下 
記以外の症状については添付の CD - R 〇 M に収録されている活用マニュアルをご覧ください。 

• 印刷できないときは • アラー厶表示が出ているときは 
• 印刷に異常が見られるときは • 思うように印刷できないときは 
• PrintAgent を正しく動作させるために • 紙づまりのときは 

また、プリンター本体を運搬するときの方法、プリンター本体および、消耗品の廃棄方法についても記載し 
ています。その他プリンターソフトウェアを利用する際の補足情報はプリンターソフトウェアの「はじめに 
お読みください」 （ Readme . txt ) に記載されています。これらはプリンターソフトウェア CD - R 〇 M のメ 
ニュープログラムがら参照できます。 


修理に出す前に 


「故障がな？」と思ったら、修理に出される前に以下の手順を実行してください。 


〇電源コードおよびプリンターケーブルが正し 
く接続されているかどうかを確認する。 

G 定期的な清掃を行っていたか、 EP カートリツ 
ジの交換は確実に行われていたかを確認する。 


© 本章の66ページ〜74ページをご覧ください。 
該当する症状があれば、記載されている処理 
を行う。 


以上の処理を行っても、なお異常があるときは無理な操作をせずに、お近くのサービス窓□にご連絡くださ 
い。その際にディスプレイのアラー厶表示の内容や、不具合印刷のサンプルがあればお知らせください。故 
障時のディスプレイによるアラーム表示は修理の際の有用な情報となることがあります。サービス窓□の電 
話番号、受付時間については 「 NEC サービス網一覧表」をご覧ください。 


なお、保証期間中の修理は、保証書を添えてお申し込みください。 

また、プリンターをお持ち込みいただくときは、本書の88ページや梱包箱に表示されている手順を参照し 
てプリンターを梱包してください。詳しくは、「プリンターを運搬するときは」 （88 ページ）を参照してく 
ださい。 


6 故障かな？と思つたら 
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印刷できないときは 

プリンターにデータを送ったのに印刷ができないなどの症状、および原因と処理方法を示します。それぞれ 
の方法に従って原因の確認、処理を行ってください。 


症状 

原因と処理方法 

電源ランプが点灯しない 

電源スイッチが OFF になっている。 

一 電源スイッチを〇 N にしてください。 

電源コードがきちんと差し込まれていない。 

- プリンター側とコンセント側の両方を確認してください。 

コンセントに電気が供給されていない。 

- 配電盤などの状態を調べてください。 

データを送り終わつたのに印刷 
ができない、または長い間印刷を 
開始しない 

印刷可ランプが消灯している。 

一 [印刷可]スイッチを押して、印刷可ランプを点灯させてください。 

プリンターケーブルまたはネットワークケーブルが正しく選択されていない、または正 
しく接続されていない（データランプ消灯)。 

- 22ページおよび活用マニュアルを参照して、プリンターケープルまたはネット 

ワークケープルの種類を確認後、接続してください。 

改ページまたは排出コードがない（データランプ点灯)。 

—[シフト]スイッチを押しながら[排出]スイッチを押して、プリンター内に残ってい 
る未印刷データを印刷してください。また、この状態が多く発生するソフトウェア 
をお使いの場合は、メニューモードで自動排出を選択することをお勧めします。 

用紙がなくなったか、または指定されたサイズの用紙がない（印刷可ランプ（赤）点滅)。 

- 「3章用紙のセット」 （39 ページ）を参照して、用紙を補給してください。 

印刷可ランプ（赤）が点灯している。 

- 「アラーム表示が出ているときは」 （67 ページ）をご覧ください。 

データ送信中（データランプ（橙）点滅） 

ー プリンターはページ単位で処理するプリンターなので、1ページ分のデータがそろ 
わないと印刷を開始しません。また、グラフィックモードで多量のデータを送る 
場合などは、データ転送に時間がかかります。もう少しお待ちください。 

MultiWrite 「2130 が「通常使うプリンタ」として選択されていない。 

一 MultiWriter 213 ◦を「通常使うプリンタ」として選択してください。 

コンピューターのメモリーが不足している。 

ー コンピューターのメモリーを増やしてください。 

ホッパーにセットした用紙サイ 
ズを認識しない 

用紙サイズ設定ダイヤルの設定が正しくない。 

- セットした用紙サイズを用紙サイズ設定ダイヤルで設定してください。 

用紙のセットのしかたが悪い。 

-「ホッパーに用紙をセットする」 （42 ページ）を参照して、用紙をセットし直してください。 

MP から印刷ができない 

給紙方法が自動、ホッパーのいずれかになっている。 

- プリンタードライバーの給紙方法を MP に設定し直してください。 

MP にセットした用紙サイズが正しく設定されていない。 

一 A 3、 A 4、 A 5、 B 4、 B 5 サイズをセットした場合は用紙サイズ設定ダイヤルでセットし 
た用紙サイズを設定してください。レターサイズ、はがき、往復はがき、封筒、定形 
外をセソトした場合は、用紙サイズ設定ダイヤルを 「氺」 に設定して、 [ MP ] スイッチ 
で用紙サイズを設定してください。 （44 ページ参照） 

用紙をセットしてください。 

-「 MP に用紙をセットする」 （44 ページ）を参照して用紙をセットし直してください。 

給紙先を MP に指定していないの 
に 、 「MP A 4 タテホキユウ」が表 
7]^ される。 

印刷データが A 4 サイズ、用紙種別が普通紙（標準設定）で印刷している場合、ジョブ 
セパレート機能が機能している。 

- MP カセットに A 4 サイズの用紙を縦方向にセットしてください。 

一 MP カセットの用紙サイズ設定ダイヤルを A 4 タテ以外に設定してください。 

ー プリンタードライバーの給紙方法を[自動]以外に設定してください。 

- プリンタードライバーのジョブセパレート機能を無効にしてください。ジョブセ 
パレート機能の詳細については、活用マニュアルの4章「より進んだ使い方」を参 
照してください。 
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アラーム表示が出ているときは 

保守が必要な時期になったりエラーが発生したりすると、赤色のランプが点滅または点灯し、ディスプレイ 
にその内容が表示（アラー厶表示）されます。このとき、ブザーが3◦秒ごとに6回ずつ鳴ります。 

-チェック- 

メモリースイッチ 3-8 の設定が ON のときは、ブザーは鳴りません。 


次の表に、アラーム表示とその内容、および処理方法を示します。それぞれの方法に従って処理してください。 


ディスプレイ表示 


アラームの 内容と処理方法 


ホッハ。 1 A 4 ヨコホ キュウ 


用紙がない。または印刷フォーマツトで指定されたサイズの用紙がない。 

— 標準カセツト、 MP カセツトのいずれかに表示されているサイズの用紙を補給して 
ください。 


ホッノ v ° —が増設されているときは、 
この位置にホッノト番号 （ 1、2、 3) 
が表示されます。 


給紙先が MP のときは、 [ MP ] と表示されます。 


ヨウシカセットナシ 
ホッハ。 


用紙カセツトが抜かれている。 

— 用紙をセツトし、表示された場所の用紙カセツトをゆっくり戻してください。 


MP テイケイカ’' イホキュウ 
フツウシ 


用紙がない。 

— 用紙を MP カセットにセットしてください。 

セットされた用紙の確認 （ MP カセットの用紙サイズ設定ダイヤルが「*」に設定され 
ていて、すでに定形外の用紙がセットされている場合)。 

- セットした用紙が定形外用紙であることを確認して、[印刷可]スイッチを押してく 
ださい。 

MP カセットの用紙サイズ設定ダイヤルが「*」に設定されていない。 

一 MP カセツトを引き抜き、用紙サイズ設定ダイヤルを「氺」に設定し、用紙を確認 
してください。 


MP LT ホキュウ 
ヨウシサイス'' ヲヘンコウシマス 


MP カセットの用紙サイズ設定ダイヤルが「*」のときに設定の異なる用紙サイズを指 
定して印刷した。 

- MP カセットを引き抜き、用紙サイズ設定を確認してください。 

- MP カセソトを弓 I き抜き、用紙をセットし、用紙サイズ設定ダイヤルで用紙サイズを設定 
してください。 

- [印刷可]スイッチを押してください。 


7 2 カハ，一オーフ。 


フロントユニット、トップカバーが開いている。 

— フロントユニット、トップカバー をきちんと閉じてください。 


73 EP カートリツゾナシ 


EP カートリッジが取り付けられていない。 

— EP カートリッジを取り付け直してください。 EP 力一トリッジを取り付けた後、フ 
ロントユニットをきちんと閉じてください。 


7 4カミツ、、マリ 
ホンタイ 


紙づまりが発生した場所が表示されます。 


紙づまりが発生している。 

—「紙づまりのときは」 (8 1ページ）を参照して、つまつた用紙を取り除いてください。 


75ヨウシサイズェラ- 


ホッハ。 


増設ホッノ（一が選択されているときはホッパー 
番号（1、2、 3) 、または MP が右端に表示 
されます。 


指定サイズと異なる用紙がセットされている。 

- 指定サイズの用紙をホッパーにセットして、[印刷可]スイッチを押してください。 
— MP の場合、用紙サイズ設定ダイヤルと操作パネルの設定がセットされている用紙 
サイズとあっているか確認してください。 


6 故障かな？と思つたら 
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ディスプレイ表示 

アラームの 内容と処理方法 

76 トナ-ナシ ' 

EP コウカン 

EP カートリッジの交換時期を示している。 

-「 EP カートリッジの交換」 （59 ページ）に従って、 EP カートリッジを交換後、フロ 
ントユニットとトップカバーをきちんと閉じてください。 

EP カートリッジを交換しなくても、[印刷可]スイッチを押してプリンターをセレ 
クト状態にすれば、少しの間は印刷を続けることができますが、トナーランプは 
点灯を続けます。目的の印刷が終了したら、すみやがに交換してください。また、 
この状態のままプリンターの電源を〇 FF にし、再び電源を〇 N にしても“ 76卜 
ナ ナシ”アラームは解除できません。 

77 テイキホシュ 

定期保守（定着ユニットなどの交換）の必要な時期を示している。 

- 販売店にお問い合わせください。このアラームが発生してもただちに印刷できな 
くなるわけではありませんので、[印刷可]スイッチを押してプリンターをセレクト 
状態にすれば、印刷を続けることはできます。しかし、なるべく早く定期保守を 
行ってください。“ 77テイキホシュ”アラームは、電源を〇 FF にしても、次に 
〇 N にしたときに再発生します。 

78 ヨウシビックミス 

ホッハ。 

H - 

ピックミスが発生した給紙口が表示されます。 

用紙ピックミスが発生している。 

— この後の「紙づまりのときは」に従って、給紙できながった用紙を取り除いて再 
度用紙をセットしてください。 

82 メモリオーハ'’一 
メモリヲゾウセツシテクタ'' サイ 

印刷データを蓄えるメモリーが不足している（メモリースイッチ 6-2 OFF の場合のみ 
表爪する ） 0 

一 [印刷可]スイッチを押してください。そのページのみ解像度を下げて印刷を行う 
か、“83インサツフカ”のアラーム表示をします。 

メモリーを増設してください。 

83 インサツフカ 

メモリヲゾウセツシテクダサイ 

メモリーオーバーで解像度を落として印刷しようとしたが、それでもメモリーが不足し 
ている。 

- [印刷可]スイッチを押してください。解像度を落として印刷しようとしたページの 
データを廃棄します。 

メモリーを増設してください。 

8 4 フォームオーハ、' 一 XXX 

フォー厶登録に必要なメモリーが不足している。 

—[印刷可]スイッチを押してください。アラームの対象となった番号（ XXX )の 
フォームデータが読み捨てられます。メモリーを増設してください。 

88 EP タイフ。チカ'' イ 

EP コウカン 

EP カートリッジのタイプが違う。 

- 正しいタイプの EP 力ートリッジを取り付けてください。 「 EP 力ートリッジの交換」 
(59 ページ）に従って EP 力一トリッジを取り付け後、フロントユニットとトップ 
カバーをきちんと閉じてください。 

89 EPy ュミョウ 

EP コウカン 

EP カートリッジの寿命を示している。 

-「 EP 力一トリッジの交換」 （59 ページ）に従って EP 力一トリッジを交換後、フロン 
トユニットとトップカバーをきちんと閉じてください。 

XX コ-ル XXX 

障害が発生している。 

— 電源を〇 FF にして、もう一度〇 N にしてください。それでもアラームが再発する場合は、 
プリンターの故障が考えられます。保守サービス窓□に修理をお申し付けください。 

— ネットワークに接続されたプリンターに印刷しているときにプリンターフォルダーや 
プリントマネージャの画面から「印刷中止」や「印刷ドキュメントの削除」を行った 
場合、ネットワーク環境によっては印刷が中断されたことがプリンターに伝わらない 
場合があります。この場合はプリンター内に印刷データが残ったままとなり次の印刷 
データと混じることにより、アラームが表示されたり誤印字したりすることがありま 
す。そのような環境でお使いの場合は PrintAgent のプリンタステータスウィンドウの 
ジョブキャンセル機能を使って印刷を中止してください。 

上記以外の表示 

障害が発生している。 

— 電源を〇 FF にして、もう一度〇 N にしてください。それでもアラームが再発する場合は、 
プリンターの故障が考えられます。保守サービス窓□に修理をお申し付けください。 
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印刷に異常が見5れるときは 


印刷にカスレや汚れなど異常が発生する場合は、次の表を参照して異常原因を取り除いてください。 


症状 


原因と処理方法 


用紙にしわが入ったり、文字の 
周りがにじむとき 


あいう无おか#くけこ 
アイウエオカキクケ11 
ABCDEFGHIJ 
abcdefgh i j 
さしすせそたちつてと 
サシスケソタチツテト 
KLMNOPQRST 


k I if 


opq r 


用紙が規格に合っていない。 

—「用紙の規格」 （91 ページ）を参照して、確認してください。 

サイドガイドが用紙の幅に合っていない。 

—「3章用紙のセット」 （39 ページ）を参照して、もう一度用紙をセットし直して 
ください。 

MP 給紙の「用紙種類」の設定が、セットされている用紙に対して正しく設定されてい 
ない0 

— プロパティダイアログボックス、メニューモードで正しい用紙種類を設定し直し 
てください。 

設定濃度が濃すぎる。 

4 メニューモード、プリンタードライバーで濃度を設定し直してください。 


用紙が汚れているとき 


あ華、うえおかきく I けこ 

ア^^ェ牙カキクケコ 
ABCDE FGH I J 
abcdefgh I j 
さしすせそたちつてと 
サシスケソタチツテト 
K LMN O^RST 
k I m n 〇 p q r s t 


プリンターの内部が汚れている。 

- 「活用マニュアル」の「清搨」を参照して、よく清掃してください。 


印刷が薄いとき 


あいうえおかきくけこ 
アイウエオカキクケコ 
ABCDEFGH I J 
abcdefgh I j 
さしすせそたちつてと 
サシスケソタチツテト 
KLMNOPQRST 


c I rr 


〇 p q r 


トナーがない（トナーランプ点灯)。 

- EP カートリッジの交換時期です。 「 EP 力一トリッジの交換」 （59 ページ）を参照 
して、 EP 力一トリッジを交換してください。 

設定濃度が淡すぎる。 

— メニューモード、プリンタードライバーで濃度を設定し直してください。 

EP カー トリッジの トナーシールが 引き抜かれていない。 

- 「5 EP カートリッジを取り付ける」 （13 ページ）を参照して、トナーシールを引 
き抜いてください。 

MP 給紙の「用紙種類」が、セットされている用紙に対して正しく設定されていない。 

- プロパティダイアログボックス、メニューモードで正しい用紙種類を設定し直し 
てください。 


何も印刷されない 


トナーがない（トナーランプ点灯)。 

- EP カートリッジの交換時期です。 「 EP 力一トリッジの交換」 （59 ページ）を参照 
して、 EP 力一トリッジを交換してください。 

EP カー トリッジの トナーシールが 引き抜かれていない。 

- 「5 EP カートリッジを取り付ける」 （13 ページ）を参照して、トナーシールを引 
き抜いてください。 


真っ黒に印刷されたとき 



EP カートリッジが正しく取り付けられていない。 

-「 EP 力一トリッジの交換」 （59 ページ）を参照して、 EP 力一トリッジを取り付け 
直してください。 

EP カートリッジに問題がある。 

— 「 EP 力一トリッジの交換」 （59 ぺージ）を参照して、新しい EP カートリッジと交 
換してください。 


6 故障かな？と思つたら 
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症状 原因と処理方法 


文字のグレー印刷ができない プリンタードライノ \'一の設定が正しくない。 

— Windows XP、Windows Server 2003, Windows 2000 : 

プリンタードライノ\'一の[印刷設定]ダイアログボックスを開き、[その他] 
シートの[文字の表現]で[標準（グレースケール） ] が選択されているがど 
うが確認してください。選択されていない場合は、選択してください。 
Windows Me、Windows 98 、 Windows 95 : 

プリンタードライバーの[プロパティ ] ダイアログボックスを開き、[フォン 
卜]シートの[文字を白黒で印刷する]がチェックされているがどうが確認 
してください。チェックされている場合は、チェックを外してください。 
Windows NT 4.0 : 



印刷に縦線や横線が入るとき 



プリンタードライバーの [ ドキュメントの既定値]ダイアログボックスを開 
き、[その他]シートの[文字の表現]で[標準（グレースケール） ] が選択され 
ているかどうが確認してください。選択されていない場合は、選択してく 
_ださい。_ 

EP カートリッジが正しく取り付けられていない。 

-「 EP 力一トリッジの交換」 （59 ページ）を参照して、 EP カートリッジを取り付け 
直し、数枚テスト印刷をしてください。 

EP カートリッジに問題がある。 

— 「 EP 力一トリッジの交換」 （59 ぺージ）を参照して、新しい EP 力一トリッジと交 
換してください。 


印刷用紙の裏が汚れるとき 



転写 ローラが 汚れている。 

- 数枚テスト印刷をしてください。 

r / mm 転写□ーラーを直接清掃すると用紙送り不良の原因となるおそれがあ 
ります。 


リブプレートが汚れている。 

-「清掃」 （63 ページ）を参照して、プリンターの内部を清掃してください。 
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症状 


原因と処理方法 


部分的に白く抜けるとき 


あいうえおかきくけこ 
アイウェオカキクケコ 



用紙が湿気を吸収している可能性がある。 

- 「3章用紙のセツト」 （39 ページ）を参照して、セツトしてある用紙をすべて交 
換してください。 

用紙が規格に合っていない。 

—「用紙の規格」 （91 ページ）を参照して、確認してください。 

プリンター内部が結露している可能性がある（冬期など)。 

— 電源を〇 N にしたまま3◦分〜1時間放置してから印刷してください。 

EP カートリツジに問題がある可能性がある。 

— 「 EP 力一トリッジの交換」 （59 ぺージ）を参照して、新しい EP 力一トリッジと交 
換してください。 


縦線の形状で白く抜けるとき 


EP カートリッジが正しく取り付けられていない。 

-「 EP 力一トリッジの交換」 （59 ページ）を参照して、 EP 力一トリッジを取り付け 
直し、数枚テスト印刷をしてください。 

EP カートリッジに問題がある。 

— 「 EP 力一トリッジの交換」 （59 ぺージ）を参照して、新しい EP 力一トリッジと交 
換してください。 


正しく印刷できずに文字が化け 
る 


プリンター切り替え器などを介して印刷している。 

— 切り替え器などを介さずにプリンターを接続してください。 


改行量（行の 
間隔）が2倍に 
なる 


1行が2行にわ 
たる 


各行の文字が 
重なって印刷 
されてしまう 


用紙の途中が 
6印刷が始 
まってしまつ 


アプリケーションで設定した用紙サイズと、使用する用紙サイズが異なっている。 

- ソフトウェアの用紙サイズ設定と使用する用紙のサイズを合わせてください。 

- 他の用紙サイズに印刷するが、メニューモードを使って A 4 ポートレート桁数を 
8 ◦桁にしてください。 

A 4 ポートレートの用紙に8◦桁分の印刷（パーソナルコンピューターの画面コ 
ピーなど）を行うと、このような症状になることがあります。 
アプリケーションのプリンター設定が「シリアルプリンター」になっている。 

- ページプリンターまたはレーザープリンターを選択してください。 

- メニューモードを使ってプリンターの136桁モードを有効にしてください。 

アプリケーションがシリアルプリンター専用に作られている場合には、136桁 
モードを有効にすることでこれらの症状は改善されます。特に、「用紙の途中か 
ら印刷が始まってしまう」場合には、136桁モードの用紙位置設定を中央合わせ 
にすることで正しい印刷結果が得られるようになります。 


6 故障かな？と思つたら 
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思うように印刷できないときは 

プリンターの動作がおがしくて思うように印刷ができないとき、プリンターまたはアプリケーションの設定 
を変えれば、ほとんどの場合は改善できます。 

ここで説明する項目を参照して原因の確認と処置を行ってください。 


症状 

原因と処理方法 

正常に印刷できない 

他のプリンタードライバーが同一のポートを使用している。 

— プリンタードライバーによっては接続先のポート （ LPT 1:、 C 0 M 1: など）に対し 
て常に通信を行おうとするため、同ーポートに接続されているプリンターに悪影 
響を与えることがあります。 Windows のヘルプを参照して、他のプリンタード 
ライバーのポートを本プリンタードライバーと違うポートに変更するが、他のプ 
リンタードライバーを削除してください。 

プリンターのメモリースイッチ 5-1 が ON で、 I / F 設定が 「 ECP 」 になっている。 

— お使いのプリンターを Windows がら印刷する場合は、メモリースイッチ 5-1 を 
〇 N のままメニューモードの I / F 設定メニューの「ソウホウコウセツテイ」を「二 
ブル」に設定してください。プリンターの I / F 設定を変更した場合は、プリンター 
の電源の再投入が必要となります。 

お使いのコンピューターのプリンタポート設定とプリンターの I / F 設定が異なる。 

— お使いのコンピューターのプリンタポート設定とプリンターの I / F 設定の動作モードを 
同じ設定にしてください。詳しくは、お使いのコンピューターの取扱説明書をご覧 
<ださい。 

PrintAgent が正しく動作していない。 

— 活用マニュアル9章の 「 PrintAgent システムが起動しないときは」を参照してく 
ださい。 

プリンターと双方向通信ができない。 

— 本章の 「 PrintAgent の機能を十分に発揮させるために」 （78 ページ）を参照して 
ください。 

印刷位置が以前使用していたプ 
リンターと合わない 

アプリケーションの用紙 • 印刷に関する設定が間違っている。 

— アプリケーションの説明書を見て正しく設定してください。アプリケーションに 
よっては、わずかでも異なる設定項目があると、印刷位置がずれる場合がありま 
す。 

プリンターの A 4 ポートレートの印刷桁数が80桁に設定されている。 

- メニューモードで A 4 ポートレート桁数を78桁にしてください。 A 4 ポートレート 
の印刷桁数が80桁に設定されている場合には、本来の印刷位置よりわずかに左 
にずれて印刷されます。したがって、80桁に設定されているプリンターとそう 
でないプリンターとでは印刷位置が異なります。 

使用している用紙がプリンターの規格に合っていない。 

—「用紙の規格」 （91 ページ）を参照して、規格に合っているが確認してください。 
本プリンターのようなレーザープリンターは、用紙送りを口ーラ _ の摩擦によっ 
て行っています。そのため、他のレーザープリンターと同様に縦方向、横方向と 
も多少の誤差が発生します。この誤差は用紙によっても異なります。 

以前使用していたプリンターと本プリンターとの間に印刷位置の互換性がない。 

ー プリンターの印刷位置は、 PC - PR 200 0/6 W 等の NPDL または NPDL ( Level 2) 対 
応のプリンターおよび PC - PR 601、 PC - PR 602, PC - PR 602 R に対して互換性が 
あります。その他のプリンターに対しては印刷位置の互換性はありません。 

従来互換の印刷範囲に設定するには、プリンタードライバーの以下に示すシート 
で設定を変更してください。 

< Windows XP、Windows Server 2003 'Windows 2000 、 Windows NT 4.0> 
[プロパティ]一[プリンタの設定]シートー[従来互換の印刷範囲] 

< Windows Me、Windows 98 、 Windows 95> 

[プロパティ]—[印刷品質]シートー[従来互換の印刷範囲を使用する] 
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症状 

原因と処理方法 

“データガノコッテイマス”を表 
示したまま印刷を開始しない 

改ページコードまたは排出コードがありません。 

—[印刷可]スイッチを押して印刷可ランプを消灯させてがら、[シフト]スイッチを 
押しながら[排出]スイッチを押してください。本プリンターはページ単位で処理 
するプリンターなので、1ページ分のデータが揃わないと印刷を開始しません。 
また、アプリケーションの中にはページの最後に排出コードなどのページの終わ 
りを示す制御コードをプリンターに送らないものがあります。このような場合は 
上記の方法で処理してください。 

なお、メニューモードで自動排出を有効にしておくと設定した時間内に印刷デー 
夕が来ない場合、自動的に印刷•排出されます。ただしコンピューターからの 
データ送信が長い時間途切れるような場合には、この機能を使用しないでくださ 
い0 

アプリケーションのプリンター設定が「シリアルプリンター」になっている。 

— ページプリンターまたはレーザープリンターを選択してください。ソフトウェア 
のプリンター設定がシリアルプリンターになっていると、排出コードをプリン 
ターに送らないためにこのような症状が起こります。 

また、新たにソフトウェアを作成する場合には、このような症状を防ぐため、各 
ページの最後に排出コード （ OCh ) を付加するようにしてください。 

コンピューターからのデータ送信が途切れている。 

— プリンターへのデータ送信について、プリンタードライバーの「タイムアウト設 
定」の設定時間を長くしてください。複雑なデータやアプリケーションによって 
は、設定時間が短いとデータ送信を中止することがあります。 

ページの途中までしか印刷され 
ない 

または1ぺージ分のデータが2 
ページにわたって印刷されてし 
まラ 

自動排出機能が有効になっている。 

—メニューモードで自動排出を無効にしてください。 

プリンターには自動排出機能（コンピューターからのデータの送信が一定時間途 
切れると、そこまでのデータが自動的に印刷•排出する機能）があります。この 
とき、コンピューターがらのデータ送信が設定した自動排出時間以上に途切れた 
場合には、ページの途中でもそれまでのデータを印刷 • 排出してしまいます。 
また、各〇 S でプリンターへのデータ送信についてタイムアウト時間を設定でき 
ます。このタイムアウト設定の時間が短いと、複雑なデータなどでプリンターの 
ビジー時間が長くなった場合、コンピューターが印刷データの送信を中止する場 
合があります。その場合にはプリンターの自動排出を無効にするだけでなく、夕 
イムアウト設定の時間を長くしてください。タイムアウト設定の時間変更は各 
〇 S のマニュアルを参照してください。 

用紙の左側が空白になる（印刷 
文字が用紙の右側にかたよって 
印刷される） 

一部のソフトウェアでは、用紙位置が異なる場合がある。 

—メニューモードで136桁モードを有効にし、用紙位置を調整してください。 

縮小すると、縮小前と印刷結果 
が異なる 

印刷データによっては、縮小すると印刷結果が異なる場合がある。 

— プリンターでは、座標値などを縮小することにより縮小印刷を行っています。こ 
のときに、数値の丸め誤差が生じ、図形と図形の重なりなどが変わることによ 
り、印刷結果が異なってしまう場合があります。 

改行量がおかしくなり、徐々に 
ずれてしまう 

一部のソフトウェアには、ソフトウェアの指定によって改行で用紙を排出するものが 
ある0 

— ソフトウェアの設定をシートフィーダー付きにするが、1ページの長さを67行 
( A 4 サイズの用紙の場合）に設定してください。 

画面の文字と異なる文字が印刷 
された 

ご使用のコンピューター環境に最も適した方法でプリンターを指定していない。 

—「2章プリンターソフトウェアのインス!ル」 （23 ページ）を参照して確認し 
てください。 

途中で長い時間中断させるような使い方をしている場合に自動排出機能が有効 
になっていると、ページの途中でもそれまでのデータを印刷•排出してしまうこ 
とがあります。 

適切なェミュレーションモードを選択していない。 

— 活用マニュアルを参照して、ェミュレーションモードを選択し直してください。 
動作自動設定を選択している場合は、動作モード設定にて正しいェミュレーショ 
ンを選択し直してください。 


6 故障かな？と思つたら 
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症状 

原因と処理方法 

画面の文字と異なる文字が印刷 
された（続き） 

プリンターケーブルがきちんと接続されていない。 

- プリンター側とコンピューター側の接続状態を確認してください。 

プリンターバッファーや切り替え器を使用している。 

- プリンターバッファーや切り替え器を使用しない接続方法に変更してください。 

白紙が出る 

ソフトウェアのプリンター設定がシートフィーダー付きになっている。 

— シートフィーダー付きになっている場合は、メニューモードで1"136桁モード」 
を有効にしてください。 

丁合い印刷ができない 
または多部数印刷ができない 

プリンターと双方向通信ができない。 

— 本章の 「 PrintAgent の機能を十分に発揮させるために」 （78 ページ）を参照して 
ください。 

— 双方向通信が行えない環境の場合は、電子ソート機能を有効にする必要がありま 
す。電子ソート機能を有効にするためにはプリンターにメモリーを増設し、プリ 
ンタードライバーの設定を変更する必要があります。詳しくは、活用マニュアル 
4章の「電子ソート機能」をご覧ください。 

ー アプリケーションの丁合い印刷、または部数印刷を設定してください。 

印刷速度が遅い 

プリンターバッファーなどを取り付けている。 

— コンピューター本体とプリンターを市販のプリンターバッファー、プリンター切 
り替え器、プリンター共有器、コピープロテクターなどで接続している場合に 
は、プリンタードライバーの双方向通信機能を無効にする必要があります。本章 
の 「 PrintAgent の機能を十分に発揮させるために」 （78 ページ）を参照して、双 
方向通信機能を無効にしてください。 

プリンターと双方向通信ができない。 

— 本章の 「 PrintAgent の機能を十分に発揮させるために」 （78 ページ）を参照して 
ください。 

Microsoft Windows のターミナルサービス環境で印刷している。 

— 本章の「その他の注意事項」 （79 ページ）を参照してください。 

B 4、 B 5 サイズで印刷できない 

プリンタードライノ\一の用紙サイズ設定が異なっている。 

Windows XP、Windows Server 2003, Windows NT 4 .◦を使用している場合 
は「用紙サイズ」で 「 B 4( JIS )」 または 「 B 5( JIS )」 を選択してください。 


プリンターをリセットする方法について 

プリンターをリセットするには以下の手順で行います。 

〇 [シフト]スイッチを押した状態で[リセット]スイッチを2回続けて押す。 

ディスプレイに“リセツトジッコウ”と表示し、未印刷データは消失され、プリンターは初期状態になります。 


1 

3。。 ④ 

( 少フト 

リセ乂） 


Q リセット後、ブザーが2回鳴ったことを確認する。 
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PrintAgent を正しく動作させるために 

PrintAgent はネットワーク環境で使用することで、より効果を発揮します。以下は PrintAgent を正常に機 
能させるための注意事項についてネットワーク関連の設定を中心に説明します。 


PrintAgent を動作させる前に 


PrintAgent が利用できるネットワーク環境について 

PrintAgent はネットワーク環境で、プリンターを次の形態でご使用の場合にご利用できます。 

• オプションの LAN アダプターでプリンターがネットワークに接続されている。（対応している型番に 
ついては活用マニュアルの n 章オプション」をご覧ください。） 

• 無線 LAN 環境ではオプションの無線 LAN プリンタアダプタ（型番 PR - WL -01) で接続されている。 

• 共有プリンターの場合（クライアント•サーバー接続)、プリントサーバーコンピューターの 0 S が 
Windows XP、Windows Me、Windows 98 、 Windows 95 、 Windows Server 2003、 Win ¬ 
dows 2000, Windows NT 4.0 で、プリントサーバーコンピューターに本プリンターソフトウェア 
がインス!ルされている。 

• お使いのコンピューターに、ネットワ_クに接続するためのネットワークボード/力ード/アダプ 
夕一などを接続し、ネットワークの設定に TCP / IP プロトコルがインス I -- ルされている。 

詳しくは〇 S のマニュアルをご覧ください。 

= 要 - 

ネットワーク環境でネットワーク共有プリンターをお使いになるためには、あらかじめ OS の共有設定を 
有効にしておく必要があります。詳しくは OS のマニュアルをご覧ください。 


PrintAgent をインス I ル/アンインス I ルする時の注意事項 

PrintAgent をインス! -- ルまたはアンインス I ルする時は以下のことに注意してください。 

• インス!ルプログラムを実行する前に、起動中のアプリケーションをすべて終了させてください。 

• [ PrintAgent セットアップ]のウィンドウが閉じるまで、 CD - R 〇 M やフロッピーディスクなどインス 
I ル元のメディアを取り出さないでください。 

• PrintAgent のインス!ルまたはアンインス!-ール終了後、再起動を促すメッセージが表示される 
ことがあります。画面の指示に従ってコンピューターを再起動してください。 

• インス! -- ル時に指定した PrintAgent ソフトウェアのフォルダー(ディレクトリー)名を変更する 
とアンインス!ルできません。インス!ル時のフォルダー（ディレクトリー）名に戻してがら 
アンインス I ルしてください。 

• プリンターのプロパティダイア□グボックスを表示している時、および MultiWriter が印刷中の時、 
PrintAgent をアンインス!ルすることができません。プリンターのプロパティダイアログボッ 
クスを閉じ、印刷が終了してがらアンインストールしてください。 


6 故障かな？と思つたら 
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• Windows XP、Windows Server 2003で、インストールしようとしているコンピューターに他の 
ユーザーがログオンしている場合は、インス!ルはできません。各ユーザーに切り替えてすべて 
のユーザーをログオフしてがらインス!ルしてください。 

• Windows XP に PrintAgent をインス I —ルまたはアンインス I —ルす るユー ザーは、アカウント 
の種類が[コンピュータの管理者]である必要があります。また 、 Windows Server 2003、 
Windows 2000または Windows NT 4.0 に PrintAgent をインストールまたはアンインストールす 
るには、 [ Administrators ] または [ DomainAdmins ] グループのメンバーである必要があります。 

• Windows XP、Windows Server 2003 、 Windows 2000 、 Windows NT 4.0 で PrintAgent をイン 
ス I ルする場合、アクセス権により使用可能なユーザーが制限されているフォルダー（ディレク 
トリー）にインス!ルしないでください。 

• Windows XP、Windows Server 2003 、 Windows 2000 、 Windows NT 4.0 で[プリンタの追加 
ウィザード]より、他のコンピューターに接続されたプリンタ _ を指定してインストールしたプリン 
タードライバーを PrintAgent で使用している時に、さらに[プリンタの追加ウィザード]で口ーカル 
接続のプリンタードライバーをインス!ルする場合は、[現在のドライバを使う（推奨） ] ではな 
く、[新しいドライバに置き換える]を選択してインス!ルしてください。 

• Windows XP、Windows Server 2003の場合は[コント□—ルパネル]の[プログラムの追加と削除] 
より 、 Windows Me、Windows 98 、 Windows 95 、 Windows 2000 、 Windows NT 4.0 の場合は 
[コントロールパネル]の[アプリケーションの追加と削除]より起動した PrintAgent の追加と削除で 
PrintAgent オプションの追加をすると、セットアップに必要なファイル*を要求する画面が表示され 
る場合があります。この場合は、以前にインス!ルで使用したプリンターソフトウェア CD-ROM 
を挿入するか、もしくはプリンターソフトウェア CD - ROM よりインス!ルプ□グラムを実行し力 
スタムインストールにて PrintAgent のオプションを追加してください。 

* フロッピーディスクをご利用の場合、メッセージに従って NMPS ディスクを使用してください。 


共有プリンターの利用/提# * 、について 


Windows XP、Windows Server 2003 、 Windows 2000および Windows NT 4.0 で、共有プリンターの 
提供の設定は[コンピュータの管理者]および Administrators 権限のある方が変更できます。 

[共有プリンタを利用する]、[共有プリンタを提供する]は、通常は〇 N のままで支障ありませんが、次の場 
合は〇 FF にすることをお勧めします。 

• ネットワークの回線速度が遅い 

低速回線を経由する共有プリンターに対して、 PrintAgent を使用すると、通信速度の関係でプリン 
タステータスウィンドウなどの操作がしにくがったり、状態の表示が遅れたりすることがあります。 
この場合は、 [ PrintAgent のプロパティ ] で[共有プリンタを利用する]のチェックを外してください。 
ネットワーク共有プリンターについての PrintAgent の双方向通信機能を無効にすることができま 
す。この場合、この設定を外しても口ーカルに接続しているプリンターでは、引き続き PrintAgent 
がご利用になれます。 

• 転送データ量に応じて課金されるネットワーク環境 

転送データ量に応じて課金される従量課金制のネットワークを経由して PrintAgent を使用している 
場合に、 PrintAgent の双方向通信によってデータ転送が発生し、課金されることがあります。 
考慮すべきネットワーク環境の例としては以下のケースがあります。 

ーネットワークプリンターが、公衆回線を経由した別のネットワーク上に存在する場合 
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—フリントサーバー、 DNS サーバー、 WINS サーバーが公衆回線を経由した別のネットワーク上 
に存在する場合 

—口ーカルネットワークの通信自体が課金ネットワークの場合 

これらを避けたい場合にも、上記操作によってネットワーク共有プリンターについての 
PrintAgent の双方向通信機能を無効にしてください。 

• コンピューターの処理能力が十分でない 

コンピューターの性能があまり高くない場合、 PrintAgent のご利用により、他の作業の処理速度に 
影響する可能性があります。この場合、この設定を外しても口ーカルに接続しているプリンターで 
は、弓 I き続き PrintAgent がご利用になれます。 


従量課金回線での課金を最小限（印刷時のみ）とするためには 

• クライアントコンピューター側で [ PrintAgent のプロパティ ] の[共有プリンタを利用する]のチェックを外 
します。 

• サーパーコンピューター側で [ PrintAgent のプロパティ ] の[共有プリンタを提供する]のチェックを外しま 
す。 

• サーバーコンピューターが Windows Me、Windows 98 、 Windows 95の場合は、プリンターの[プロパ 
ティ]の[詳細]—[スプールの設定]—[このプリンタの双方向通信機能をサポートしない]を選択して 
ご利用ください。 

• サーバーコンピューターが Windows XP、Windows Server 2003 、 Windows 2000の場合は[プリンタ 
のプ□パティ ]、 Windows NT 4.0 の場合は[デバイスプ□パティ]の[ポート]-[双方向サボートを有 
効にする]のチェックを外してご利用ください。 

• Windows XP、Windows Server 2003 、 Windows 2000の環境で Standard TCP/IP Port ( LPR ) を使用 
して印刷する場合は、 [ SNMP ステータスを有効にする]のチェックを外してください。 


クライアント • サーバーシステムでお使いの場合 

PrintAgent をクライアント•サーバーシステムでお使いの場合、以下のことに注意してください 

• PrintAgent は口ーカルプリンターに対してもネットワーク上の共有プリンターに対しても使用でき 
ます。ただし、ネットワーク上で使われる場合 PrintAgent ソフトウェアはサーパーコンピュー 
夕一、 クライアントコンピューター両者にインス!ルされている必要があります。 

• 1台のサーバーコンピューターに接続されたクライアントコンピューターの中で PrintAgent を使用 
するクライアントコンピューターは30台以下を推奨します。サーバーコンピューターの性能やネッ 
トワークトラフィックによっては、印刷時にプリンターの状態情報が取得できなくなる、クライア 
ントコンピューターでオフライン作業になる、またはネットワークプリンターの状態が不明になる 
場合があります。このような場合、印刷時以外は [ PrintAgent のプ□パティ]の設定の[共有プリン 
夕を利用する]のチェックを外して PrintAgent を動作させないようにするが、 PrintAgent を終了さ 
せて運用してください。 

• プリントサーバーコンピューターには 64 M バイト以上のメモリーを搭載し、運用することを推奨し 
ます 。 （Windows XP、Windows Server 20 〇 3 、 Windows 2 〇〇〇 日本語版をプリントサーバーコ 
ンピューターとしてご利用の場合には、 256 M バイト以上を推奨します。） 


6 故障かな？と思つたら 
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ドキュメントは、チぶされているホ H のうち、最初に利用可能なもので印刷されます。 


全股トト I スクシ W »| 共有|セキュリティ旧ブリンタの設定| 
NEC MultiV^iter2130 






PrintAgent の機能を十分に発揮させるために 

PrintAgent の機能を十分に発揮させるために、双方向通信でお使いになることをお勧めします。 
• 双方向通信が可能なポートに接続してください。 


^Windows 95には対応していません。 


”エック- 

上記の表以外のポートでご利用の場合には双方向通信を無効に設定してください。この場合、 
PrintAgent の機能はご利用になれません。 

ネットワークオプションのマルチプロトコル LAN アダプタ（型番： PR - NPX -05) は Print Agent に 
対応していません。 


• 双方向通信を有効にしてください。 

< Windows XP、Windows Server 2003 、 Windows 
2000の場合〉 

[プロパティ]ダイアログボックスの[ポート]シートで 
[双方向サポートを有効にする]をチェックする。 


<Windows Me の場合> 

[プ □パティ] ダイアログボックスの[詳細]—[スプー 
ルの設定]一[このプリンタの双方向通信機能をサポー 
卜する]を選択する。 

く Windows 98 、 Windows 95の場合〉 

[プ □パティ] ダイアログボックスの[詳細]—[スプー 
ルの設定]一[このプリンタで双方向通信機能をサポー 
卜する]を選択する。 

く Windows NT 4.0 の場合〉 

[プ□パ ティ] ダイアログボックスで[ポート]シートの 
[双方向サボートを有効にする]をチェックする。 





i 


OS 

パラレルインターフェース 
接続 

USB インターフェース 
接続 

LAN 接続 

Windows XP 、 

Windows Server 2003、 
Windows 2000 

LPTx 

USBxxx 

NEC Network Port 

Windows Me、Windows 
98 、 Windows 95 

LPTx 

USBxxx * 

NEC TCP/IP Printing 
System 

Windows NT 4.0 

LPTx 

—— 

NEC Network Port 
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その他の汪意事項 

PrintAgent を動作させる前に、以下のことに注意してください。 

• ネットワーク共有プリンターが直接つながっているコンピューターの〇 S が Windows XP、Windows 
Server 2003 、 Windows 2000 、 Windows NT 4.0 の場合、プリンタープールはサボートしていま 
せん。サーバーコンピューター上ですベてのプリンターのプリンタ_プ_ルを無効にする必要があり 
ます。サーバーコンピューターが Windows XP、Windows Server 2003 、 Windows 2000の場合 
は[プリンタのプロパティ ]、 Windows NT 4.0 の場合は[デバイスプロパティ]の[ポート]—[プ 
リンタブールを有効にする]のチェックを外してください。[プリンタプールを有効にする]をチェッ 
クした場合、プリンターの状態が正しく表示されません。権限がない場合は管理者に連絡してくださ 
い0 

• PrintAgent がサボートしているネットワークプ□トコルは TCP / IP です。また、 l _ AN アダプターを装 
着したプリンターと接続する場合、サポートしているネットワークプロトコルも TCP / IP のみです。 

• PrintAgent は 、 Windows Server 2003, Enterprise Edition 日本語版 、 Windows Server 2003, 
Datacenter Edition 日本語版 、 Windows 2000 Advanced Server、Windows 2000 Datacenter 
Server、Windows NT Server , Enterprise Edition 4.0 のクラスタ機能を使ったクラスタリングシス 
テム、あるいは Windows NT Server 4.0, Terminal Server Edition、Windows 2000の Terminal 
Service、Windows Server 2003 (リモートデスクトップによる接続を含む）を実装したシステム 
には対応していません。これらのシステムでは、 PrintAgent が正常に動作しない場合がありますの 
で、 PrintAgent をインス!ルしないでご利用ください。またこれらのシステムでご使用の際には、 
双方向通信に対応していないプリンタードライバーをお使いください。双方向通信に対応していない 
プリンタードライバーは添付のプリンターソフトウェア CD - R 〇 M の以下に収録しています。 

- Windows Server 2003 、 Windows 2000対応プリンタードライバー: ¥ MW 2130 ¥ WIN 2 KTS 
一 Windows NT 4.0 対応プリンタードライバー: ¥ MW 2130¥ NT 40 TSE 

プリンタードライバーのインス!ル方法については、活用マニュアルの3章の「ターミナルサービ 
ス用プリンタードライバーのインス!ル」を参照してください。また、〇 S の「プリンタの追加」 
機能で上記のフォルダーを指定することでプリンタードライバーのインス I ルを行なうこともで 
きます。 

• PrintAgent をインス I -- ル時に指定する Print Agent モジュールのフォルダー名（指定しなければ 
「 PrintAgent 」 になります）はインス!-ール終了後に変更しないでください。フォルダー名を変更 
するとアンインス! -- ルが正常に行えません。また、 PrintAgent が正しく動作しません 。 Windows 
3.1 や DOS 上でフォルダーの移動などを行うと、フォルダーの名前が 「 PRINTA ~1」 などに変わって 
しまう場合があります。 

• プリンターソフトウェアをインストールする際に指定する出カポート（インターフェースコネク 
夕 _) に、プリンターインターフェース変換アダプターやプリンターバッファーを使用している場 
合、 PrintAgent はご利用になれません。 PrintAgent をインストールしないでご利用ください。また、 
PrintAgent を利用する場合は、出カポート（インターフェースコネクター ） がらプリンターインター 
フェース変換アダプターやプリンターバッファーなどを取り外してお使いください。 

• ドメインに参加していない Windows XP をプリントサーバーとしてご使用の場合、プリンタステータ 
スウィンドウやリプリントが正しく動作しない場合があります。 

• コンピューターの〇 S が Windows Me、Windows 98 、 Windows 95 の場合でネットワークアダプターが 
他のインターフェースなどと同一の割り込み要求 ( IRQ ) に設定されていると、 Windows 起動時にェラー 
が発生することがあります。このような場合は、使用していないインターフェースの割り込み要求 ( IRQ ) 
を解放し、ネットワークアダプターで使用する割り込み要求 ( IRQ ) と競合しないように設定を変更してく 
ださい。割り込み要求 ( IRQ ) の解放、変更についてはお使いのコンピューター、ネットワークアダプター 
の取扱説明書または各〇 S のヘルプなどを参照してください。 


6 故障かな？と思つたら 
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• PrintAgent はプリンタステータスウィンドウの表示に加えて音声メッセージを通知させることもできます。 
この機能を利用できるのは PCM 録音•再生など「サウンド機能」を持ったコンピューターです。お手持 
ちのコンピューターが音声メッセージ機能を使用できるがどうがはコンピューターに添付のマニュアルを 
ご覧ください。 


PrintAgent の動作中は 


コンピューターに PrintAgent 対応プリンターが複数インス I ルされている場合、プリンタ ステー タスウィ 
ンドウを表示させるとき、ダイアログボックスで「プリンタの選択」を要求されることがあります。 


PrintAgent の制限事項 


• PrintAgent とプリンターポートを直接アクセスしてプリンターの状態を監視するユーティリ 

ティー （ DMITOOL など）を同時に使用すると正しく動作しない場合があります。このような場合 
は、お使いのユーティリティーに応じて、プリンターの監視を行わないように設定してください。 

• プリンターとお使いのコンピューターのプリンターポート（パラレルポート）の設定が異なる場合、 
PrintAgent の動作に不具合が生じることがあります。（例えば、コンピューターは ECP モード、プリ 
ン ターは ニブルモードといった場合です。）双方の設定を合わせてご使用ください。設定を変更する 
場合、お使いのコンピューターの取扱説明書を参照して、プリンターポート（パラレルポート）の設 
定を変更するか、プリンターの設定を変更してください。プリンターの設定を変更するには活用マ 
ニュアルを参照してください。 


OS をアップグレードする場合 


お使いのコンピューターの〇 S をアップグレードする場合、以下のことに注意してください。 

• 〇 S をアップグレードする前に、活用マニュアルの「プリンタードライバーの削除」、 「 PrintAgent の 
追加 • 削除」の手順に従ってプリンタードライバーおよび PrintAgent を削除してください。〇 S を 
アップグレードした後に、再度プリンターソフトウェアをインス!ルしてください。 

• 従来 0 S 用の PrintAgent は Windows XP、Windows Server 2003 、 Windows 2000では使用できませ 
ん 。 Windows Me、Windows 98 、 Windows 95 、 Windows NT 4.0 、Windows 3.51から Windows 
XP、Windows Server 2003 、 Windows 2000にアップグレードする場合は、 PrintAgent をアンイン 
ストールしてから Windows XP、Windows Server 2003 、 Windows 2000へのアップグレードを 
行ってください。〇 S のアップグレードが正しく行えた後に 、 Windows XP、Windows Server 2003、 
Windows 2000に対応した PrintAgent をインストールし、ご使用ください。 

— t チェック- 

• アップグレード前の OS が Windows 3.51 で、他の MultiWriter シリーズや PrintAgent 対応プリンター 
の PrintAgent をインス 卜ールしてご使用の場合、 PrintAgent のアンインストールした後 、 Windows 
2000 への アップグレードを行うと正しくアップグレードできないことがあります。できなかった場合 
には 「PrintAgent Eraser 」 を Windows 3.51 上で使用して、 PrintAgent を削除してください。 

• すでに OS を Windows XP、Windows Server 2003 、 Windows 2000にアップグレードしてし 
まった場合、 PrintAgent をアンインストールせずに 、 Windows XP . Windows Server 2003、 
Windows 2000上で 「 PrintAgentEraser 」 を使用して PrintAgent を削除してください。 

「PrintAgent Eraser 」 は添付のプリンターソフトウェア CD - ROM に収録されている 
「¥ PAe 「 ase 「¥ Readme . txt 」 をご覧ください。 

• Web PrintAgent は、 OS のアップグレード時に停止されます。アップグレード後、インターネット 
インフォメーションサービス ( IIS ) の Web サイトを再び開始してください。 
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紙づまりのときは 


紙づまりが発生すると、操作パネルの印刷可（赤）ランプが点滅し、ディスプレイに“ 74カミツ'マリホ 
ンタイキュウシ”、または“78ヨウシビックミスホッパ MP ” と表示されます。同時にプリンター 
は印刷を中止し、ディセレクト状態（印刷可ランプが赤色に点滅）になります。 


“カミヴマリ”または 
“ヨ_ウシピックミス”と 
表示される 


MultiWriter 213〇 



〇電源〇デ-夕 （ 


ストップ MP 印刷可 

□ □□口 

シフト 排出 リセット 

設定変更 メニュー終了 


■ 赤色に点滅 


紙づまりの発生箇所 


紙づまり、またはピックミス（用紙給紙ミス）のときのディスプレイ表示と発生箇所は次のとおりです。ディ 
スプレイ下段の表示は紙づまり、またはピックミス（用紙給紙ミス）が発生している箇所を表しています。 
H 〜囵で示す網掛け部分が紙づまり、またはピックミスの発生箇所です。処理手順については次ページ以降 
を参照してください。 


[ c ] 給紙部 


7 4カミツ，、マリ 
キュウシ 


國本体部 


7 4カミツ、、マリ 
ホンタイ 


ドキュメント®オブシヨン®ヘルブ砂 

a 亙 衍钗噔 


rintAeent PSW - NEC MultiWriter21 30 


["ドキュメント® オブショレ®ヘルブ砂 

a 爸 衍钗唆 


_ 紙づまりです m 紙づまりです 

概棰 -MultiWHter 2130 接続先 - LPT1 : / 槪種 - MultiWHter21 30 接続先 - LPT1 : 


例：増設ホッパ（250) 
例：増設ホッパ (500) • 



H 用紙カセ、 


78ヨウシビックミス 

ホッハ。 


ピックミスが発生した給紙口が表示されます。 


["ドキュメント® オブシヨン®ヘルブ砂 

a 亙 ©钗 噔 



櫟棰 -Mult ter 2130 


A 4胃 定着ユニット周辺、およびプリンター内部の金属部は高温になっていますので手を触れないよ 
う十分に注意して、つまった用紙を取り除いてください。 


紙づまり、ピックミスの発生箇所 


6 故障かな？と思つたら 
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ピックミス（用紙給紙ミス）の処理 


発生箇所 （®) に応じて、ピックミス（用紙給紙ミス）の処理をしてください。 


一 k チェック- 

• 給紙されなかった用紙を取り除くことができたら、カバー類を閉めてください。完全に取り除かれて 
いればアラームは解除され、自動的に印刷は再開されます。 

• ピックミスが頻発するようでしたら、「ピックミス、紙づまり処理後の確認」 （87 ベージ）を参照し 
てピックミスを誘発させる事柄がないか確認してください。 

• 給紙できなかった用紙は、このマニュアルの手順どおりに取り除いてください。無理に引き抜こうと 
すると、用紙が破れ、残った紙片がプリンターの正しい用紙送りを妨げることがあります 


® 用紙カセツト 

用紙カセットでピックミスが発生した場合の処理方法を説明します。 


〇操作パネルの表示でピックミスが発生した箇 
所を確認する。 

© プリンターの電源を ON にしたまま、ピックミ 
スが発生した箇所の用紙カセットをゆっくり 
と取り外す。 

重要 = 

用紙カセットを取り外すとき、用紙がセッ 
卜されていると重くなっています。カセツ 
卜を両手で上に軽く持ち上げ持って取り外 
してください。 



© 給紙されなかった用紙を取り除く。 

- t チェック- 

給紙されなかった用紙は用紙カセットから 
取り去って、再セットしないでください。 
用紙の折れ曲がりなどにより紙づまりの原 
因となります。 



〇用紙のセット方法、およびセットした用紙の 
種類が正しいか確認する。 

用紙カセットカバーを外し、エンドガイドとサイド 
ガイドの位置が正しいが確認してください。「3章用 
紙のセット」 （39 ページ）を参照してください。 


エンドガイド 



&用紙カセットを取り付ける。 

= CT 重要 = 

用紙カセツトを取り付けるとき、用紙が 
セツトされていると重くなっています。両 
手で持つて取り付けてください。 
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紙づまりの処理 


発生箇所 （_ 、囵）に応じて、紙づまりの処理をしてください。 


r チェック ' 


つまった用紙を取り除くことができたら、カバー類を閉めてください。完全に取り除かれていればア 
ラームは 解除され、自動的に印刷は再開されます。紙づまりが頻発するようでしたら、「ピックミス、紙 
づまり処理後の確認」 （87 ページ）を参照して紙づまりを誘発させる事柄がないか確認してください。 

つまった用紙は、このマニュアルの手順どおりに取り除いてください。無理に引き抜こうとすると、 
用紙が破れ、残った紙片がプリンターの正しい用紙送りを妨げることがあります。 

紙づまりが発生した場合、つまった用紙が取り除かれると、紙づまりによって正しく排出されなかっ 
た用紙の印刷データから印刷を再開します。しかし、紙づまりが発生した位置によっては、正しく排 
出されなかった印刷データから印刷を再開できない場合があります。 


圓本体部の紙づまり 


本体部で紙づまりが発生した場合の処理方法を説明します。 


A [胃定着ユニット周辺、およびプリンター内部の金属部は高温になっています。触れるとやけどをす 
— # るおそれがありますので、十分に注意してください。 


〇プリンターの電源を ON にしたまま左右のフロン 
トユニット開閉レバーを押しながら手前に引い 
て、フロントユニットをゆっくりと開ける。 

フロントユニットが開いて止まります。 



Q トップカバーの左右を持ち、ゆっくりと開け 
る0 



6 故障かな？と思つたら 
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0 つまった用紙の両端をつまんで、ゆっくりと 
手前に引き抜く。 


〇つまった用紙の両端をつまんで、ゆっくりと 
下方向に引き抜く。 


用紙が口ーラーにかかっていないときは、用紙を 
しっがりと持って手前にゆっくりと引き抜きます。 
つまった用紙が見つか6ない場合は、手順©に進ん 
でください。 



〇トップカバーをゆっくりと閉じる。 

〇フロントユニットをゆっくりと閉じる。 

つまった用紙が取り除かれていれば、アラームが解 
除され、自動的に印刷は開始されます。これで終わ 
りです。 

〇標準カセット、または MP カセットを両手で軽 
く上に持ち上げてゆっくりと取り外す。 



つまっている用紙が見つからながった場合は、その 
まま次の手順へ進んでください。 

- k チェック- 

つまった用紙は用紙カセットから取り去っ 
て、再セットしないでください。 

用紙の折れ曲がりなどにより紙づまりの原 
因となります 



〇トップカバーをゆっくりと閉じる。 

0フロントユニットをゆっくりと閉じる。 

© 取り外した標準カセット、または MP カセット 
を取り付ける。 
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m 給紙部の紙づまり 

給紙部で紙づまりが発生した場合の処理方法を、増設ホツパーを装着した場合を例にして説明します。 
重要 

• 用紙カセツトを取り外すときは、両手で持ってください。 

• 用紙カセツトを取り外すときは、ゆっくりと引き出してください。用紙カセットを強く引き出すと、 
つまっている用紙が切れてしまい取り除けなくなるおそれがあります。 


〇 MP カセットを両手で軽く上に持ち上げてゆつく 
りと取り外す。 



G 標準カセツトを両手で軽く上に持ち上げて 
ゆっくりと取り外す。 



© つまった用紙をゆっくり引き抜く。 

用紙を強く引っ張ると、途中で切れてしまい、用紙 
が取リづ6 くなりますのでゆっくりと引き抜いてく 
ださい。 

つまった用紙が見つからない場合は、手順©に進ん 
でください。 



〇標準カセット、 MP カセットを取り付ける。 

つまつた用紙が取り除がれていれば、アラームが解 
除され、自動的に印刷は開始されます。これで終わ 
りです。 


6 故障かな？と思つたら 
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0 つまった用紙が見つからない場合は、増設力 
セットを上から順番に取り外し、つまった用 
紙を取り除く。 

用紙を強く引っ張ると、途中で切れてしまい、用紙 
が取りづらくなりますのでゆつくりと引き抜いてく 
ださい。 



重要= 

用紙カセツトを取り外すとき、用紙がセツ 
卜されていると重くなっています。両手で 
持って取り外してください。 


Q 増設カセツトを取り付ける。 



重要= 

用紙カセツトを取り付けるとき、用紙が 
セツトされていると重くなつています。両 
手で持つて取り付けてください。 


〇標準カセット、 MP カセットを取り付ける。 

つまつた用紙が取り除かれていれば、アラームが解 
除され、自動的に印刷は開始されます。これで終わ 
りです。 
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ツクミス、紙づまり処理後の確認 


給紙できなかった用紙または、つまっていた用紙を取り除いたら、紙づまりの再発を防止するために次の事 
項を確認してください。 

□ 用紙の破片が紙づまりした場所に残っていませんが。 

□用紙は正しくセットされていますが。 

□セットした用紙サイズと用紙サイズ設定ダイヤルの設定は合っていますが。 

□用紙は規格内のものを使用していますか。また、「用紙の規格」 （91 ページ）に記載されている事柄は 
守られていますが。 

□用紙の量が多すぎませんが。エンドガイドおよびサイドガイドの最大積載表示 （▽) 以下にセットされ 
ていますが。（坪量 64.0 g / m 2 (連量 55 kg ) の普通紙で、標準ホッパーの容量は約250枚です。） 

□一度印刷した用紙を使用していませんか。 

□プレ印刷用紙（すでに1°卜線などが印刷されている用紙）を使用していませんが。 

□フロントユニット、トップカバーは確実に閉じられていますが。 

□標準カセット、 MP カセット、または増設カセットが奥までまっすぐに差し込まれていますが。 

□標準カセット、 MP カセット、または増設カセット内のサイドガイドおよびエンドガイドが用紙サイズ 
に合っていますか。 

上記の確認後、「テスト印刷をする」 （18 ページ）に従って印刷が正しく行われることを確認してください。 
(紙づまり処理直後は口ーラーなどに付着したトナーで用紙が汚れることがあります。数ページ、テスト印 
刷をしてください。） 


6 故障かな？と思つたら 
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プ IJ ンターを運搬するとぎは 

引っ越しや修理などでプリンターを運搬するときは、次の手順でプリンターがら付属品、消耗品、および才 
プシヨンを取り外してがら行ってください。 

〇付属品および消耗品 （EP カートリッジ、用紙 
カセット、用紙、電源コード、プリンターケー 
ブル）を取り付けたときと逆の手順で取り外 
す。（「1章プリンターの設置」を参照してく 
ださい。） 


どの付属品を取り外すときも、電源が OFF 
になっていることを確認してください。 


〇オプションを取り付けている場合は、各オプ 
ションの取扱説明書か、活用マニュアルを参 
照して取り外す。 

0 購入時の箱や緩衝材がない場合は、プリン 
夕一に衝撃を与えないよう柔らかいもので保 
護し、静かに運搬する。 


プリンター • 消耗品を廃棄するとぎは 

• プリンターの廃棄については各自治体の廃棄ルールに従ってください。詳しくは、各自治体へお問 
い合わせください。また、廃棄の際は EP カートリッジを取り外してお出しください。 

• NEC 製 EP 力ートリッジは地球資源の有効活用を目的として回収し、再利用可能な部品は再利用して 
います。ご使用済みの NEC 製 EP 力ートリッジは捨てずに、 EP カートリッジ回収センターに直接お 
送りいただくが、お買い上げの販売店、または添付の 「 NEC サービス網一覧表」に記載されている 
サービス施設まで、お持ち寄りください。なお、その際は EP カートリッジの損傷を防ぐため、ご購 
入時の梱包箱に入れてください。回収については、6章の 「 EP カートリッジの回収と購入」 （60 ベー 
ジ）を参照してください。 

• 本書はリサイクルに配慮して製本されています。本書が不要となった際には、資源回収またはリサ 
イクルにお出しください。 


= CT 重要 


△注意 


プリンターの質量は約 15.2 kg です （ EP 力一卜 
リッジ含まず)。 

1人で運ぶと腰を痛めるおそれがあります。 

また、プリンターの重心は前面にありますので、 
前面方向へ倒れないように注意してください。 
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仕様 


項目 

内容 

印刷方式 

電子写真記録方式 

露光方式：レーザーダイオード+ポリゴンスキャナー 
現像方式：1成分乾式 

印刷速度 5 ^ 

( A 4 サイズ横置き、 

ホッパー給紙片面印刷時） 

約17ページ/分 
<補足> 

• A 4 サイズ縦置き給紙で連続印刷100枚までの場合は、約 13.3 ページ/分にな 
ります。ただし、100枚を超える連続印刷を行った場合は約10〜12ページ/ 
分になります。 

• はがき、往復はがき横置き給紙で連続印刷30枚までの場合は、約 7.5 ページ/ 
分になります。ただし、30枚を超える連続給紙印刷を行った場合は約 4.5 
ページ/分になります。 

ウォームアップの待ち時間 
(室温 20° C ) 

電源投入時：15秒以下 
節電時： 9.5 秒以下 

ファーストプリントタイム 

A 4 サイズ：約7秒（横置き、ホッパー給紙） 

A 3 サイズ：約 9.5 秒（ホッパー給紙） 

B 4 サイズ：約9秒（ホッパー給紙） 

用紙容量 

標準ホッパー: 250枚、坪量 64.0 g / m 2 の普通紙（連量 55 kg 相当）の場合 

MP : 100枚、坪量 64.0 g / m 2 の普通紙（連量 55 kg 相当）の場合 

スタック容量 

250枚、坪量 64.0 g / m 2 の普通紙（連量 55 kg 相当）の場合 

ドット間隔 

0.0423 x 0.0423 mm (1/600 X 1/600インチ） 

CPU 

RM 5231 A (200 MHz ) 

メモリー 

標準 12 MB 、 最大 268 MB (オプション増設時） 

オプションメモリーソケット 

1ソケット （ SO - DIMM 用） 


印刷速度は連続印刷の場合の最大値です。最初のページ、また印刷データの内容あるいはコンピューターからのデータの送り方など 
によって異なります。 
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項目 

内容 

インターフェース 

EEE1284 規格準拠双方向パラレルインターフェース（背面に1つ装備）、 
USB2.0 に準拠 M (背面に1つ装備） 

環境 

動作温度：10〜 35°C、 動作湿度： 20〜8096 (RH) ただし結露しないこと 
保管温度： 〇〜 35°C、 保管湿度：10〜8096 (RH) ただし結露しないこと 
塵埃量：一般事務室程度 
ガス成分：一般事務室程度 
気圧：1013〜752.4 hPa (海抜〇〜2500 m) 

騒音 

(音圧レベル、 A 補正） 

動作時： 50dB 以下 
待機時： 36dB 以下 

電源 

電圧： AC 10 0V 士 1096 
周波数： 50/60Hz± 1 Hz 

消費電力 5 " 2 

動作時最大 5 " 3 

プリンター単体時： 830W 以下 （840VA 以下） 

フルオプション時： 850W 以下 （860VA 以下） 

動作時平均 

プリンター単体時： 400W 以下 

節電モード時 

20W 以下（節電モード0:工場出荷時）、 15W 以下（節電モード 1) 

外形寸法 

459 ( 幅） x 583 (奥行き） x 319mm (高さ）（カセット伸長時、突起部除く） 
459 ( 幅） x 448 (奥行き） x 319mm (高さ）（カセット縮小時、突起部除く） 

質量 

約 15.2kg (EP 力ートリッジ、オプション含まず） 

約 17.0kg (EP カートリッジ含む、オプション含まず） 

製品寿命 5 " 4 

印刷枚数60万枚または使用年数5年のいずれか早い方 

消耗品寿命 

EP 力ートリッジ（本体添付）：約6,000枚（印刷枚数） 

(ただし A4 用紙、画像面積比596印刷時） 

言語 

• NPDL Level 2 (201 PL エミュレーション含む） 

• ESC/P エミュレーション 

内蔵フオント 

明朝体 -L アウトラインフォント、ゴシック体 -M アウトラインフォント、 

〇 CR-B 相当文字* 5 、バーコード*5、*6 (カスタマパ-]-ド、 JAN (8 桁、 
13桁)、 Code 39、 NW-7、Industrial 2 of 5、 Interleaved 2 of 5、 UCC/EAN- 
128) 

対応 0S 

• Microsoft Windows XP 日本語版* 7 、* 8 

• Microsoft Windows Millennium Edition 日本語版* 7 

• Microsoft Windows 98 日本語版* 7 

• Microsoft Windows 98 Second Edition 日本語版* 7 

• Microsoft Windows 95 日本語版 

• Microsoft Windows Server 2003日本語版* 7 、* 9 

• Microsoft Windows 2000日本語版* 7 

• Microsoft Windows NT 4.0 日本語版 

• 日本語 MS-DOS (ver3.3 以上）、 MS-DOS 5.0/V 以上または旧 M DOS 
Ver. J5.0/V 以上 (DOS/V) 

• Mac OS 日本語版* 10 


* 1 USB インターフェースは、すべての USB 対応機器について動作を保証するものではありません。 


* 2 電源プラグがコンセントに差し込まれていても、電源スイッチが切れた状態では電力の消費はありません。 

* 3 最大値は瞬間的ピークを除いた値です。 

* 4 10万枚印刷毎に定期交換部品の交換が必要です。 

* 5 〇 CR-B 相当印刷やパーコード印刷の読みとりについては、〇 CR 装置、パーコードスキャナでの評価が必要です。ご使用の前にあ 
らかじめご確認されることをお勧め致します。 

* 6 MS-DOS などのアプリケーションがプリンターの制御コードを発行できる環境で使用できます。 

* 7 USB インターフェース接続において、〇 S のアップグレードの組み合せによっては、正常に動作しない場合があります。また、 
PC-9821 シリーズの USB インターフェース接続には対応していません。 

* 8 Windows XP 64-Bit Edition には対応していません。 

* 9 64ビットパージョン Windows Server 2003には対応していません。 

* 10 Mac OS 対応プリンタードライバーは 「http://nec8.com/」 で提供しています。詳細は、同 Web ページをご覧ください。 
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用紙の規格 


用紙の種類 

寸法 

坪量 

表面電気抵抗 

普通紙 

(乾式 PPC 用紙） 

A 3 判 (297 x 420 mm ) 

A 4 判 (210 x 297 mm ) 

A 5 半!！ （148 X 21 Omm ) 

B 4 判 （257 x 364 mm ) 

巳5半!！ (182 x 257 mm ) 

レターサイズ 
(約21 6 X 約 280 mm ) 

定形外用紙 

(100〜297 XI 48〜 420 mm ) 
(定形外用紙は MP のみ） 

ホッパー給紙： 64〜 81.4 g / 
m 2 (連量* 55〜 70 kg ) 

MP 給紙： 64〜 81.4 g / m 2 
(連量* 55〜 70 kg ) 

1 X 10 9 〜1 X 
10 12 0 

厚紙 

MP 給紙： 81.4 〜 128 g / m 2 
(連量*70〜110 kg ) 

はがき 

官製はがき、官製往復はがきと同等の 
寸法、坪量のものを使用してくださ 
し、ただし、往復はがきは折り目がな 
いものを使用してください。 

官製はがき 
(100 x 148 mm ) 

官製往復はがき 
(200 X 148 mm ) 

MP 給紙：1 57 g / m 2 
(連量* 135 kg ) 

— 

OHP フイルム 

乾式 PPC 用、表面処理されているもの 
を使用してください。 

A 4 判 (210 x 297 mm ) 

厚さ： 0.1 mm 土 0.025 mm 
( lOOum 士 25 |im) 

— 

ラベル紙 

乾式 PPC 用、台紙全体がラベルで覆わ 
れたものを使用してください。 

A 4 判 (210 x 297 mm ) 

B 4 判 (257 x 364 mm ) 

— 

— 

封筒 

洋形4号、内カマス、のりなしのもの 
を使用してください。ただし材質に 
よってご使用になれない場合があり 
ます。 

105 x 235 mm 

— 

— 


連量とは、用紙 788X1 091 mm (四六判）のサイズの用紙1000枚あたりの重さを示します。 


一 V チェック- 

一般的に使用されている連量 55kg 相当の用紙に関して弊社で推奨している紙質特性を以下に示します。 
用紙メーカーに用紙を発注するときは下記の値を参照ください。 

• 坪量64〜 67g/m 2 (JIS P8124) 

• 紙厚 0.085 〜〇 .092mm (JIS P8118) 

• 平滑度 25 〜 50sec (JIS P8119) 

• 剛度 60cm 3 / 100 以上（クラーク式： JIS P8143) 

• 表面電気抵抗1 x 1〇 9 〜1 x 1 0 12 q 
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高調波電流規格 JIS C 61000 -3-2 適合品 

JISC 61000 -3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性一第 
3-2 部：限度値一高調波電流発生限度値 （1 相当たりの入力電流 
が 20 A 以下の機器)」に基づき、商用電力系統の高調波環境目標 
レベルに適合して設計•製造し/^品です。 


電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置です。この装置は家 
庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引 
き起こすことがあります。本観こ従って正しい取り扱いをしてください。 

また、ネットワークオプション*のマルチプロトコル LAN アダプタ（型番： PR - NPX -05) を取り付けた場合、この装置は情報 
処理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置です。 

なお、この装置にネットワークオプション* LAN アダプタ ( TCP / IP ) (mm : PR - NP -02 T 2/ PR - NP -03 TR 2) ,無線 LAN 
プリンタアダプタ（型番： PR - WL -01) を接続して使用した場合、接続したオプションを含むプリンター全体としては、情報 
処理装置等電波障害自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくクラス A 情報技術装置になります。 

この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を弓 I き起こすことがあります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求 
されることがあります。 

* オプションの詳細については活用マニュアルの n 章オプション」を参照してください。 

海外でのご使用について 

この装置は、使用を前提としているため、海外各国での安全規格などの適用認定を受けておりません。したがって、本装置を 
輸出した場合に当該国での輸入通関、および使用に対し罰金、事故による補償等の問題が発生することがあっても、弊社は直 
接 • 間接を問わず一切の責任を免除させていただきます。 

プリンターの寿命について 

1\/|1|11;_「加「2130の製品寿命は、印刷枚数が60万枚、または使用年数5年のいずれか早いほうです。10万枚ごとに定期 
保守が必要です。定期保守については、販売店または 「 NEC サービス網一覧表」に記載のサービス窓□にご相談ください。 

補修用性能部品および消耗品について 

本製品の補修用性能部品および消耗品の最低保有期間は製造打ち切り後7年です。 
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保守サービスについて 

保守サービスは純正部品を使用することはもちろん、技術力においてもご安心してご利用いただける、弊社指定の保守 
サービス会社 5 " 1 をご利用ください。保守サービスには次のような種類があります。 

• PrinterSupportPack 

プリンター本体の購入時から一定期間 （3 年/4年/5年)、何度でもオンサイト保守を提供する契約 5 " 2 。 

• 年間保守契約 

年間一定額の料金にて、プリンターの故障時に何度でも保守員を派遣して、修理を行う契約。 

契約先、契約料など詳細については、ご購入いただいた販売店にお問い合わせください。 

• スポット保守サービス* 3 (保守契約をされていないお客様へのサービス：有料） 

-引き取り修理 サービス 
-出張修理 サービス 

ユーザーズマニュアルの再購入について 

ユーザーズマニュアルを破損、紛失されたときは、下記の PC マニュアルセンターでコピー複製版（白黒版）をお買い求 
めいただけます。お申し込みには、プリンターの型番が必要になりますので、あらかじめお調べの上お申し込みください。 


プリンターの型番 PR - L 2130 


NEC PC マニュアルセンター 

URL : http :// pcm . mepros . com / 

電話： 03-5471-5215 

受付時間月曜から金曜10 : 00〜12 : 00/13 : 00〜16 : 00 
(土曜、日曜、祝祭日を除く） 

FAX : 03-5471-3996 

受付時間24時間（ただし、しヽただいた FAX に対するご回答は翌営業日以降になります。） 

情報サービスについて 

• プリンター製品に関する最新情報 

インターネット 「 NEC 8 番街 」 URL : http :// nec 8. com / 

• プリンターに関する技術的なご質問、ご相談 

NEC 121コンタクトセンター 

(電話番号、受付時間などについては、 「 NEC サービス網一覧表」をご覧ください。） 


* 1 受付窓□の所在地、連絡先などは添付の 「NEC サービス網一覧表」もしくは、インターネットの Web ページ 

http://www.fielding.co.jp/per/index.htm をご覧ください0 

* 2 技術料 • 交通費 • 交換部品代金を含む。ただし消耗品および規定の寿命に達した有寿命部品（定期交換部品）は有償となります。 

有寿命部品（定期交換部品）の詳細は、 http://nec8.com/care/prchange/ をご覧ください0 
* 3 施設により詳細な規定、サービス内容、料金体系、営業日、営業時間が多少異なりますので、各施設にご確認ください。 
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2®® 

レーザ プリンタ 



このマニュアルは再生紙を使用し、リサイクルに配慮して製本されています。 
このマニュアルが不要になった際、回収.リサイクルに出しましょう。 


NEC 



